取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょう。 
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知つておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更によ D 、 内容びお車と一致しない場合びあ D ますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読みください。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備や色と一 
致しない場合びあ D ます。 


[不正改造について 

• トヨタび国±交通省に届け出をした部品しツがのちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となった D 、 事故をおこし、重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらか、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナツトの交換。 

異なつた種類や指定しツ外のをのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし。 

電モ機器部品に悪影響をおよぼした D 、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびあ D 危険です。 

• フ□ントウインドウガラス、および運転席-助手席のドアガラスに着色フィ 
ルム（含む透明フィルム）などを貼 D つけないで<ださい。視界を妨げるば 
かりでな<、不正改造につなびるおそれびあります。 

• インストルメントパネルに純正部品しソ外のオーナメントを取り付けると、衝 
突した際に思わめ事故につなびるおそれびあります。オーナメントの装着を 
する場合は純正部品を装着 < ださい。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を仏い、ま全運転をむびけて<ださ 
い。 

酒気帯び運転は絶巧しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をちよおす薬を飲 
んだとをを運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないで<ださい。周囲の状 
況などへのミ主意び不十分にな D 、大変を険です。ノ V ンズフ U —しツがの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


1已 




[イペント:?—タレ J 一夕一 


お車には、イベントデータレコーダーに DR ) び装備されています。 EDR は、 
一定の衝突や衝突に近い状態 ( SRS エアバッグの作動および路上障害物との接 
曲など）び発生した時に車両システムの作動状況に関するデータを記録します。 
EDR は車両の動をやま全システムに関するデータを短時間記録するよラに作ら 
れています。 

EDR はなのよラなデータを記録します。 

-車両の各システムの作動状況 
-アクセ j レペタ V レおよびブレーキぺ夕 V レの操作状況 
-車速 

これらのデータは、衝突や傷害び発生した状況を巧握するのに役立ちます。 

ま意： EDR は衝突び発生したとさにデータを記録します。通常走行時にはデー 
夕は記録されません。また、個人情報（例：氏名.性別.年齢.衝突場所）は記 
録されません。ただし、事故調査の際にま執行機関などの第兰者び、通常の手続 
をとして収集した個人を特定でをる種類のデータと EDR データを組み合わせて 
使用することびあります。 EDR で記録されたデータを読み出すには、特別な装 
置を車両または EDR へ接続する必要びあります。トヨタにくわえ、ま執行機関 
などの特別な装置を巧有する第兰者び車両または EDR に接続した場合でち情報 
を読み出すことびでをます。 

• EDR データの情報開示 

なの場合を除を、トヨタは EDR で記録されたデータを第=者へ開示することは 
ありません。 

-お車の使用者の同意 （ U —ス車は借まの同意）びある場合 
-警察-裁判所-政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合 
-トヨタび訴訟で使用する場合 
ただし、トヨタは 

. データを車両ま全性能の研究に使用することびあります。 

-使用者-車両び特定されないデータを調査目的で第=者に開示することびあ 
ります。 
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[保註および点検について 


イ呆証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています。） 


A 警告 

■おモ さまを柔せるとさは 

おテさまをまの中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射 
病や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

また、おモさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター' 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D を険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(一 P .108) をお読みください。 
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本書の中の表示について 


[警告、ま意、知識について 


A 警告 

ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読みください。 


么 ミち意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でをない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作ち法の説明しツ外で知つておいていただをたいこと、知ってお< 
と便利なことを説明しています。 


■イラスト内の表示について 

® セーフ テイシンボル 

"してはいけません’’"このよラにしないでください""このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意はを表しています。 


操作を示ず矢印 

に>スイッチなどの操作（押す、回すなど）を 
术しています。 

〇操作後の作動（ふたが開<など）を示して 
います。 
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-1 .キーの取扱い 


お客様へ;欠のキーをお渡ししまず。 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

n キー（ワイヤレス 機能装着） 
ワイヤレス機能の作動 （^ P . 3日) 
0キー（ワイヤレス 機能非装着) 
H キーナンバープレート 



スマートエントリ ー& スタートシステム装着車 

n 電モキー 


fr 


r. 1 




贸 


贸 

© 



© 

^ J 



し J 


皆 


皆 


-スマートエント IJ 一&スター 
トシステムの作動 （^ P . 23) 

-ワイヤレス機能の作動 
(一 P . 36) 

I :カニカルキー 

I キーナンバープレート 


CTH11AW002 







































-1 .キーの取扱い 


I メカニカルキーを使ラには（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 


メカニカルキーを取り出ずには、 
解除ボタンを巧してキーを取0出 
ず 

使用綾はわとにわどし、電子キーと一 
緒に携帯してください。電子キーの電 
池が切れたとをやスマートエント 
リー&スタートシステムが正常に作 
動しないとを、カニカルキーが必要 
になります。 （^ P . 330) 


口知識 

■キーナンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所にな管して < ださい。万一、キー（スマートエント U — 
&スタートシステム非装着車）またはメカニカルキー（スマートエント U -& 
スタートシステム装着車）を紛失した場合、トヨタ販売店でキーナンバーから 
新しいキーび作製でをます。（一 P . 329) 

■航空機に柔るとさは 

航空機にキーを持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッチを押さないで<だ 
さい。また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび押されないよ 
ラにイ呆曽してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空機の運行 
に支障をおよぼすおそれびあります。 
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-1 .キーの取扱い 


A ま意 

■キーの 故障を防ぐために 

なのことをお守りください。 

♦落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げたりしない 

•温度の 高いところに長時間放置しない 

♦めら したり超音波洗ミき器などで洗ったりしない 

♦キーに 金属製または磁気を帯びた製品を取り付けたり、近付けたりしない 
♦分解し ない 

♦キー 表面にシールなどを貼らない 

♦スマート エント U -& スタートシステム装着車：テレビやオーディオ、電磁 
調理器などの磁気を帯びた製品や、ほ周波治療器などの電気医療機器の近 < に 
置かない 

■電 テキーについて（スマートエントリ ー &スタートシステム装着車） 

電モキーは電波法の認証に適合しています。必ずなのことをお守り下さい。 

♦電池 交換時し U 外は、不用意に分解しないでください。分解、改造したものを使 
用することは法律で禁止されています。 

•必ず 日本国内でご使用ください。 

■キー を携帯ずるとをは（スマートエントリ ー &スタートシステム装着車） 

電源を入れた状態の電化製品とは 10 cm (上離して携帯してください。 10 cm 
しツ内にあると電化製品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリ ー& スタートシステムの故障等で販売店に車両を持っていく 
ときは（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。 

■キー を紛失したとさは 

キーを紛失した状態で放置すると、盗難のを検性び極めて高<なります。車両 
に付属している残 D のキーをすべてお持ちのラえ、ただちにトヨタ販売店にご 
相談 < ださい。 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7— トエントスタートシステム^ 


電子キーをポケットなどに携帯していると、巧の操作が行えまず。 
(必ず運転者が携帯してください） 



□ ドアを解錠-施錠ずる（一 P . 24) 
且トランクを解錠ずる（一 P . 24) 

曰エンジンを始動ずる（一 P . 12日） 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


[ ドアの解錠-施錠 



ドア八ンドルを握って解錠する 
ドア八ンドル裏面のセンサー部に確 
実にふれてください。 

施錠操作後約3秒間は解錠でさませ 
ん>。 



ドア八ンドル表面の□ックセン 
サー部 （ ドア八ンドルの < ぼみ部) 
にふれ施錠ずる 


[トランクの解錠 



トランクオープンスイッチを巧し 
て解錠する 
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アンテナの位置と作動範囲 


■アンテナの位置 



n 車外アンテナ 
曰車内アンテナ 
且トランク外アンテナ 
□ トランク内アンテナ 


-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

































1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■作動節固（電子キーの検知エリア） 

# :ドアの施錠•解錠時 

ドア八ンドルから周囲約 40- 
80 cm 攻内で電子キーを携帯 
している場台に作動します。（電 
子キーを検知しているドアノ V ン 
ドルのみ作動します。） 

檀；：トランクの解錠時 

トランクオープナースイッチか 
5周囲約40 -80 cm しツ内で電子 
キーを携帯している場合に作動 
します。 

0 :エンジン始動時または"エ 
ンジン スター トストッ 
プ"スイッチのモード切り 
かえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動します。 



吕巨 























-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


口知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅なでドアの作動を知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■施錠できないときは 

ドア八ンドル表面のロックセンサー部に指 
でふれてち施錠でをないとさは、てのひら 
でロックセンサー部にふれてください。 


■警告音と警告表示について 

誤操作などによる予期せめ事故や盗難を防ぐため、車内や車がで警告音び鳴つ 
たり、警告灯び点なすることびあります。警告なび点灯した場合は、状況に応 
じて適切に対処してください。（一 P . 300) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処方法はなのよラになります。 


おたな 
言□曰 

状況 

対処方法 

車内から"ピー" 

と1回鳴る 
車外から"ピー" 

と1日秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたま 
まドアを開を、ドア□ック 
レバーを施錠側にしてドア 
八ンドルを引いたままドア 
を閉めて施錠しよラとした 

車内から電子キーを取り出 
したあと、再度施錠する 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


乾化な 
言□曰 

状況 

対処ち法 

車外から"ピー" 

と10秒間鳴る 

どちらかのドアが開いてい 
る状態でスマートエント 

U — &スタートシステム、 
もしくは、ワイヤレス機能 
で施錠しよラとした 

全ドアを閉めたあと、再度 
施錠する 

車内に電子キーを置いたま 
ま、スマートエント U —& 

スタートシステムでドアを 
施錠しよラとした 

車内から電テキーを取り出 
したあと、再度施錠する 

車内から"ピー 
ピー"と鳴り続け 

る 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 

ストップ"スイッチをアク 
セヴ U - モードにした（"エ 
ンジンスタートストップ" 
スイッチびアクセヴ1」一 

モードのとを運転席び開い 
た） 

"エンジンスタートストツ 
プ"スイッチを日 FF にし 
たあと、運転席ドアを閉め 

る 

車内から"ピー" 

と鳴り続ける 

(オートマチック 

車） 

シフトレバーび P 1; (外の状 
態で、"エンジンスタート 
ストップ"スイッチを OFF 
にせずに運転席ドアび開い 
た 

シフトレバーを P にする 


■解錠操作のセキユリテイ機能 


解錠操作後、約30砂しツ内にドアを開けなかったとをはを難防止のため、自動 
的に施錠されます。（セキュ U ティ機能で施錠されたとき、電テキーの位置に 
よつて室内の作動範囲内に電子キーびあると検巧されると、再度解錠されるこ 
とびおります。） 
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- 2 . ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両のノ（ッテ U —あびりを防止するため、節電 
機能び働をます。 

♦なの状況では、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠に時間び 
かかる場合びあります。 

-車の外約2 m しツ内に電子キーを10分!;■(上放置した 
•已日間に(上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった 
• 14日間！;(上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった場合、 
運転席し U かでの解錠びでさなくなります。この場合は、運転席のドア八ンド 
ルを握る、ちしくは、ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してください。 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能び正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント1」一&ス 
夕ートシステムやワイヤレスリモコン、イモビライヴーシステムび正常に作動 
しない場合びあ D ます。（巧処方ま： 一 P . 330) 

• 電子キーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ • 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

参電テキーび、なのよラな金属製のちのに接していたり、覆われた D している 
とを 

-アル5をなどの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-ル銭 
-カイ □ 

- CD や DVD などのメディア 
♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとさ 
♦電子キーを、なのよラな電波を発信する製品と同時に携帯しているとを 

-無線機や携帯電話-コードレス式電話などの無線通信機器 
-他の車の電モキーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端ホ （ PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦ U ヤガラスに金属を含むフィルムなどび貼ってあるとを 
♦充電器など電子機器の近くに電子キーを置いたとを 
• 純正用品しソ外の部品を取りつけたとを 
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■ご留意いたださたいこと 

参電モキーび作動範囲内（検朱□エ1」ア内）にあってち、なのよラな場合は正し 
く作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-トランクの解錠時に電子キーび地面の近くや高い場所にある、または1」ヤ 
バンノ f 一中央に近付をすざた場合 

-エンジン始動時または"エンジンスタートストップ"スイッチの切りか 
え時に、電子キーびインストルメントパネルやフロア上-1」ヤシート後方 
のパッケージトレイ上.ドアポケット. シフ トレバー前のル物入れ'また 
はグローブボックス内などに置かれていた場合 
♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
がに出ると、電波の状況によっては車かアンテナに検巧されて車かからのド 
アロックび巧能になる場合びあ D 、電子キーび車内に閉じ込められるおそれ 
びあるためま意してください。 

参電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人なかでち施錠- 
解錠でをます。 

♦車かでちドアガラスに近い位置に電子キーびあるとをは、エンジンの始動び 
可能になる場合びあります。 

♦電テキーび作動範囲内にある場合、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の 
水びかかると、ドアび解錠することびあ D ます。（ドアの開閉操作びなけれ 
ば約30砂後に自動的に施錠されます） 

♦手袋を着巧していると、ドア八ンドルを握ってち解錠されない場合びありま 
す。 

♦車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠を行ラ 
と、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びでをなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 

♦車かアンテナの作動範囲内への急な接近やドア八ンドル操作では、解錠され 
ない場合びあります。その場合は、ドア八ンドルを一度もとの位置にもどし、 
解綻されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 


- 2 . ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■施錠時の留意事項 

♦手袋を着けて□ックセンサーにふれた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かったりすることびあ D ます。その場合、手袋をはずして□ックセンサーに 
ふれて < ださい。 

♦ □ック操作は、連続で2回まで有効で、3回目しツ降は□ック動作しません。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
をくり返すことびあ D ます。その場合は電子キーを車両から2 m しツ上離れ 
た場所にイ呆管して（電子キーの盗難にミ主意して<ださい）、洗車などをして 
<ださい。 

♦車内にキーびあるときに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドルにか 
けた場合、車外のブヴーび吹鳴することびあ D ます。その場合は全ドアを施 
錠すれば警報はとまります。 

♦ □ックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあ D ます。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
再度操作してください。 
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-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■解錠時の留意事項 

参急なドア八ンドル操作や、車がアンテナの作動範囲内へ急に入ってドア八ン 
ドルを操作したとさは、解錠されない場合びあります。その場合は、ドア八 
ンドルを一度ちとの位置にをどし、解錠されたことを確認してからドア八ン 
ドルを引いてください。 

♦手袋を着けてドア八ンドルを握った場合は、解錠び遅れたり、解錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずしてドア八ンドル裏面 
のセンサー部にふれて<ださい。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
をくり返すことびあります。その場合は電子キーを車両から2 m し U 上離れ 
た場所にな管して（電子キーの盗難にま意して<ださい）、洗車などをして 
<ださい。 

•作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 

♦字光式ナンバープレートを装着した場合、器具の形状によってはトランク 
オープンスイッチの操作び出来なくなることびあります。 

■長期間運面しないときは 

♦盗難防止のため、電子キーを車から2 m (上離しておいてください。 

参あらかじめスマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることび 
できます。（一 P . 3已已） 

■才ートアラー ム★について 

スマートエント U — &スタートシステムで施錠するとオートアラームび設定さ 

れます。（一 P . 77) 

■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 

合は電子キーを車両に近付けすざないよラにして<ださい。 

作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正しく検知されず、シ 

ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 

込み防止機能び働かないことちあります） 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■スマートエントリー&スタートシステムび正常に作動しないとさは 

♦ドア.トランクの施錠.解錠： 一 P . 330 
♦エンジン始動： 一 P . 331 
■電池の消耗について 
♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。（一 P . 300) 


♦電子キーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでち電池び 
消耗します。なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性び 
あります。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動し 
ない 

-作動範囲び狭<なった 
-電モキーの LED び点なしない 

♦電池の著しい消耗を防ぐため、1；(下のよラな磁気を発生する電化製品の近< 
に電子キーを置かないでください。 

- TV 

-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 
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■電池が切れたとさは 

一 P . 274 

■カスタマイズ機能でスマートエントリ ー& スタートシステムをキャンセルした 
ときは 

♦ドア-トランクの施錠•解錠：ワイヤレス機能、またはメカニカルキーを 
使ってドア.トランクの施錠.解錠びできます。（一 P . 3己， 330) 

♦エンジンの始動."エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ： 
一 P ' 331 

♦エンジンの停止：一 P . 131 

■販売店で設定可能な機首目 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることびでをます。 
(カスタマイズー覧一 P . 3已已） 


A 警告 

■電波が およぼず彰響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、室内アンテナ-車外アンテナ（一 P . 2已）から約22 cm じ(内に近付か 
ないようにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器しツ外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認ください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与えるお 
それびあ0ます。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることをでをます。詳しく 

はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施綻-解綻できまず。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム巧装着車 

n 全ドアを施綻ずる 
曰全ドアを解錠ずる 
□ トランクを解錠ずる 
(巧し続ける） 


スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

n 全ドアを施錠ずる 
曰全ドアを解綻ずる 
□ トランクを解錠ずる 
(巧し続ける） 
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曰知識 

■作動の合図 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

非常点滅好でドアの作動を知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

ドア：ブヴーと非常点滅灯で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

トランク：フヴーで知らせます。（ワイヤレスでの開操作時のみ） 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しよラとすると、フヴーび鳴り 
ます。ドアを完全に閉めてから、ちラー度施錠してください。 

■ 解錠操作のセキユリティ機能 

解錠操作後、約30砂しツ内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■才ートアラー ム★について 

ワイヤレス U モコンで施錠するとオートアラームび設定されます。（一 P . 77) 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 



37 





1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能び正常に働かないおそれのある状況 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

なのよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦ワイヤレスキーの電池び消耗しているとを 

参近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ • 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話-コードレス式電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

♦ワイヤレスキーび金属製のちのに接した D 、 覆われたりしているとを 
♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
♦ U ヤガラスに金属を含むフィルムなどび貼ってあるとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

一 P ' 30 

■ワイヤレスリモコンび正常に作動しないとさは（スマートエントリ ー& スター 
トシステム装着車） 

ドア.トランクの施錠.解綻： 一 P . 330 

■電池の消耗について 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能性びあ D ます。電 
池び弱ったら新しい電池に交換してください。（一 P . 274) 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

一 P ' 34 

■電池び切れたときは 

一 P ' 274 
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■キー登録本数の確認について 

車両に登録されたキーの本数を確認することびでさます。詳しくはトヨタ販売 
店へご相談 < ださい。 

■販売店で設定巧能な機旨目（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

ワイヤレス1」モコン使用時の作動合図などの変更びでをます。 

(カスタマイズー覽一 P . 3已已） 


-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア 


スマー トエントリ ー& スター トシステムやワイヤレス機能 •キー •ド 
ア□ックスイッチを使って施綻-解綻できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム ★ 

一 P ' 24 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 3巨 

■キー 

キーを操作すると、 ドアび下記のよラに作動しまず。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム巧装着車 

D 運転席ドアを解錠ずる 
旦運転席ドアを施錠ずる 



スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施錠-解錠できまず。（一 P . 330) 


■ ドア□ツクスイッチ 



n 全ドア施錠 
曰全ドア解綻 
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> :仕様によ0異なる装備やオプション装備 















■ ドア□ックレパー 



n 施綻 
0解錠 


I キーを使わずに外側か5施綻ずるとをは 

切 Mil I ドア□ックレバーを施錠側にずる 

ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

車内に電モキーび放置されているとさは施錠されません。 


キーび正しく検知されずに施錠される場合びあ0ます。 























1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識— 

■ ドア連動ドアガラス開巧機首目 

ドアを開閉しやすくするために、ドアガラス全開時はドアの開閉に連動して、ド 
アガラスび少し開閉します。 

ただし、バッテ U —びあびった0、はずれているとをは開閉しません。 

(一 P ' 33ス 

■カスタマイズ機能でスマートエントリ ー& スタートシステムをキャンセルした 
ときは（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

ワイヤレス機能、またはメカニカルキーを使ってドアの施錠-解錠びでをます。 
(一 P ' 3己， 330) 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はなのことをおずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開さ、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず使巧する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放 D 出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ ドアを開閉ずるとさは 

傾斜地、ドアと壁などのあいだび狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動をにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にイ呆持してドアを開閉し 
て < ださい。 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

トランク 


トランクオープナーやスマートエント U — & スタートシステム-ワイ 
ヤレス機能-キーを使って開けることびでさまず。 

■車内か5トランクを開けるには 


トランク オープナー スイツチを 
長巧しして、トランクの□ック 
を解除ずる 


■車が■か5トランクを開けるには 



キー(スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車) 



トランクの□ックを解除ずる 


スマー トエント U -& スター トシステム ★ 

一 P ' 24 

ワイヤレス機能 

一 P ' 3己 


* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 

























1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


白知識 

■ トランク内キー閉じ込み防止機能について（スマートエントリ ー& スタートシ 

ステム装着車） 

♦すべてのドアび施錠されている場合、トランク内に電子キーを置いたまま卜 
ランクを閉めると、警告音び鳴ります。この場合はスマートエント U -& ス 
タートシステム機能で開けることびでをます。 

♦すべてのドアび施錠されている状態で、予備のキーをトランクに入れたとさ 
も、キー閉じ込み防止機能び働を、トランクを開けることびでをます。盗難 
防止のため、車から離れるとさは必ずすベての電子キーを携帯して<ださ 
い。 

♦すべてのドアび施錠されている状態でトランク内に電子キーを置いていて 
を、電子キーび置かれた場所や、周囲の電波状況によっては、トランク内の 
電子キーを検ミ日でをないことびあります。この場合は、キー閉じ込み防止機 
能び働かず、トランクを閉めたとさに施錠されてしまいます。トランクを閉 
めるとをには、必ず電子キーの所在を確認してください。 

• ドアびひとつでち解錠されている場合は、キー閉じ込み防止機能は働をませ 
ん。この場合は、車内のトランクオープナーでトランクを開けてください。 

■メカニカルキーについて（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 


トランクはメカニカルキーを使用して開けることもでをます。（一 P . 330) 
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A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はトランクを閉じてください。 

開けたまま走行すると、トランクび車外のちのに当たったり荷物び投げ出され 
たりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死亡につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずトランクび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 前にトランクび完全に閉まっていることを確認してください。トランクび 
完全に閉まっていないと、走行中にトランクび突然開を、思わめ事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 

• トランク内には絶対に人を乗せないでください。急フレーキ、急旋回をかけた 
とをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびあ D を険です。 

■お 子さまをのせているとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• トランクの中でおテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病や窒息などを引を起こすおそれびありま 
す。 

♦お テさまにはトランクの開閉操作をさせないでください。 

不意にトランク U ッドび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだり 
するおそれびあ0ます。 


-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 



4已 





1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ トランクの使用にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

• トランクを開ける前に、トランク U ッド上の雪や氷などの重量物を取り除いて 
ください。開いたあとに重みでトランク1」ッドび落下するおそれびあります。 

• トランクを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、安全を確認し動かすことを知らせる r 声かけ」をしてくださ 
い。 

• 強風時の開閉には十分ま意してください。 

トランク U ッドび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあり 
ます。 

♦半開 状態で使用すると、トランク U ッド 
び落ちて重大な傷害を受けるおそれびあ 
ります。とくに傾斜地では、平坦な場所 
よ D ちトランクの開閉びしにくく、急に 
トランクび開いた〇閉じたりするおそれ 
びあります。必ずトランクび全開で静止 
していることを確認して使用してくださ 
し'!。 

♦トランクを 閉めるとさは、トランク U ッ 
ドで指などを挟まないよ5十分注意して 
<ださい。 

参 トランクは必ずかからトランク U ッド上 
面を軽く押して閉めてください。 


• トランク U ッドにトヨタ純正品しソ外のアクセヴ1」一用品を取り付けないでく 
ださい。トランク1」ッドの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあ 
ります。 
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A ま意 

■ダン パーステーについて 

トランクにはトランクを支えるためのダンパーステーび取り付けられていま 
す。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため、なのことをお守りください。 

♦ビ ニール片-ステッカー'粘着材などの異物をステーのロッド部雁部）に付 
着させない 

参ロッ ド部を軍手などでふれない 

• トランクにトヨタ純正品しツかのアクセヴ U —用品を取り付けない 
♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をかけたりしない 


-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フロントシート 



CTH13AW001 


D 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
曰シート全体の上下調整（運転 
席のみ） 

Q シートバックの前倒し'^ 
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* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 





I リヤシートへの乗り降り 

U ヤシートへ乗り降りずるには、 U クライニング調整レバーかストラッ 
プを操作します。 

■柔り降りずる前に 

シートベルトガイドか日シートベルトをはずしてください。（一 P . 已 7) 

一装着車） 

U クライニング調整レバーを引く 
背ちたれび前倒しされます。 


U クライニング調整レバーを引く 
背ちたれび前倒しされます。 

お車によっては、シートを前後に移動 
させることびでをます。 


■乗るとき 

運転席側（運転席イージーエントリ 



助手席側 


CTH13AW028 



-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■降りるとを 

運転席側（運転席ィージーエントリー装着車） 

ストラップを引< 

背わたれび前倒しされます。 


ストラップを引< 

背ちたれび前倒しされます。 

お車によっては、シートを前後に移動 
させることげでをます。 


■乗り降りしたあとは 

背ちたれを起こし、シートを固定させてください。 

助手席のみ：お車によっては、背ちたれを起こした位置でシートの前後位置び固 
定されます。 

曰知識 

■シートダストカバーについて 

納車時のシートダストカバー（シートミちれ防止巧のポ U エチレン製カバー）は 
必ず取り外してから使用して<ださい。 



已〇 










A 警告 

■シ ート調整について 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さないでください。 

必要し U 上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐ D 、 腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー ト調整後はシートびをちんと固定されていることを確認してください。 

♦シートび 乗員に当たらないよラに注意してください。 

とくにシートをうしろに下げるときは、 U ヤシートの柔員の足を挟んだりしな 
いよラにま意してください。 

♦背 もたれをちどすとさは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行っ 
て < ださい。 

■走行 中は 

絶対に U クライニング調整レバーやストラップを操作しないでください。 

思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

■リ ヤシートへの柔り降りについて 

♦ 1」ヤシートへ柔り降りするとをは、可動部や結合部に手や足などを挟まないよ 
ラに注意してください。 

♦ U ヤシートへ柔り降りするときは、シートレールにつまづして転倒しないよう 
ま意して < ださい。 

♦ 1」ヤシートへ柔り降りしたあとは、必ずフロントシートを固定させてくださ 
い。 

■ リヤシートか S のフ□ントシート操作について 

フロントシートに乗員びいるとをは操作をしないでください。 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

U ヤシ-卜 


リヤシートは巧りたたむことびできまず。 


ボタンを押して□ックを解除 
し、背ちたれを前方に倒す 

□ ックが確実に解除されるまで、 
ボタンを下に押し込んでくださ 
い。 

もどすときは、背もたれを起こし 
て固定します。 



曰知識 


■シー トダスト カバーについて 


納車時のシートダストカバー（シート巧れ防止用のポ1」エチレン製カバー）は 
必ず取り外してから使用してください。 


A 警告 

■背ち たれを前倒しずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦走行 中に前倒しをしない 

♦平坦な 場所でパーキングフレーキを確実にかけ、オートマチック車ではシフト 
レバーを P に、マニュアル車ではシフトレバーを N にする 

♦倒した 背ちたれの上やトランクに人を乗せて走巧しない 
♦お 子さまびトランクに入らないよラ注意する 


已2 












A 警告 

■背ち たれをちとの位置にちどしたあとは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあ0ます。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固 
定する 

シートび確実に固定されていないとを 
は、ボタンの奥に赤色び見えます。赤色 
び見えていないことを確認してくださ 
い。 


♦シー トベルトを挟み込まないよラにする 

■ リヤシートベルトを使巧ずる前には 

シートベルトび背ちたれに挟まれていた 
り、背もたれ固定フックに回り込んでいな 
いか必ず確認してください。シートベルト 
び背ちたれに挟まれていたり、背ちたれ固 
定フックに回り込んでいるとシートベルト 
び着用でをない、または衝突したとをなど 
にシートベルトび充分な効果を発揮せず、 
重大な傷害につなびるおそれびあります。 




-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ベッドレスト 



D 上げる 
曰下げる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なび5操作します。 


曰知識 


■へッドレストを取りはずすときは 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 



必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 
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A 警告 

■へッ ドレストについて 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



已已 





1- 五シート、バンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正しく着用してくださ 
い。 

■正しく着用ずるには 


CTH13AW007 


■着けち、はずしち 



• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかった 0、肩 か 5 はずれな 
いよラにして < ださい。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦背ちたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 
D 固定 

"カチッ"と音びするまで差し込み 
ます。 

曰解除 

解除ボタンを巧します。 
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[シートベルトガイド 


フ□ント席のシートベルトをガイ 
ドに通しておくと、シートベルト 
び引さ出しやず <なりまず。 

U ヤシートへ柔り降りするときは、 
シー トベルトガイドか日 シー トベル 
卜をはずします。 


トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 


前方か日強い衝突を受けたとき、 
シートベルトを引を込むことで適 
切な索員拘束効果を確保しまず。 

前ちか日の衝撃び弱いとをや、横や後 
ろか日の衝撃のとをは作動しない場 
合びありまず。 




-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


曰知識— 

■シートベルト□ックの解除ち法 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してち□ックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをま 
す。 


■お子さまのシートベルトの使いち 

お車の シー ト ベル トは、 シー ト ベル トを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなお子さまの場合は、おテさ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 108) 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 已日） 


■ シートベルトプリテンシヨナーについて 


• SRS エアバッグと同時に作動します。 

• シートベルトを着巧していない場合でち作動します。 

♦一度しか作動しません。玉まを衝突などで連続して衝撃を受けた場合でち、 
一度作動したあとは、その後の衝突では作動しません。 

♦作動したあとは、おず運転席と助手席とち同時にトヨタ販売店で交換して< 
ださい。 
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A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
おテさまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お テさまは1」ヤ席に座らせてシートベルトもしくはチャイルドシートを着用 
させる 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけほい位置に密着させ着用する 

■巧娠 中の女性の場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P. 已己） 

巧娠中のかたち、通常の着用のしかたと同 
じよラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ 
低い位置にかかるよラにお腹のふくらみの 
下に着用してください。また、肩部ベルト 
は確実に肩を通し、お腹のふくらみを避け 
て胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡に 
つなびるおそれびあります。 



-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■疾患の あるちの場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着用してください。 

■お テさまをのせるときは 

おモさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ D ます。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルち外せない場合は、八ヴ5な 
どでシートベルトを切断してください。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

• シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
し、ため、 おずトヨタ販売店で交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付をシートベルトの効果を十分に発揮させるために、必ずな 
のことをお守り < ださい。 

-シートベルトを正しく着用する 
-シートベルトを正しい位置に調整する 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート•バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。ラまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとをは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 
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A 警告 

♦プ u テンシヨナー付シートベルトの取り付け.取りはずし.分解.廃棄など 
は、トヨタ販売店しツかでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しなくな D 、 重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死亡につなびるおそれびあ D ます。 

■シー トベルトガイドについて 

♦ベルトび ねじれたり、ひっかかったりしたままで使用しないでください。 
♦使用 •不使用に関わらず、確実にボタンを留めてください。 

♦ぶら さびったり、無理に引っぱったりしないでください。 

■ リヤシートベルトを使巧する前には 

シートベルトび背ちたれに挟まれていた 
り、背もたれ固定フックに回り込んでいな 
いかおず確認してください。シートベルト 
び背ちたれに挟まれていたり、背ちたれ固 
定フックに回り込んでいるとシートベルト 
び着用でをない、または衝突したとをなど 
にシートベルトび充分な効果を発揮せず、 
重大な傷害につなびるおそれびあ0ます。 



CTH13AW045 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


A ンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 




八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを上下•前後に動かし、 
適切な位置にずる 

位置びミ夫定した5、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■/\ン ドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと、八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


62 



































1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


座つた姿勢に合わせて、後方を十分に確認でをるよラにミラーの位置 
を調壁ずることがでさまず。 


[上下調壁のしかた 


インナーミラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 


I" 防眩機能 

レバーを操作ずることで、後続車のへッドランプによる反射光を減かさ 
せます。 

n 通常使用時 
曰防眩時 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイツチで鏡面の角度調整をしまず。 



64 




























s ラーを手で後方に巧して格納ず 
る 


ボタンを巧してドアミラーを格納 
する。 

ちラー度押すと、わとの位置に戻りま 
す。 


白知識 
■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ U —モードまたはイグニッ 
シヨン ON モードのとを 

■ S ラーび量ったとさは （ S ラーヒーター装着車） 

1」ヤウインドウデフォッ ガーを 作動させると、5 ラーヒーターび 同時に作動し、 
曇りを取ることびできます。 UP . 208) 

*'■ 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


ドア S ラーを}各納ずるとさは 


手動格納 




-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■走行して いるときは 

走行中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあ D ます。 

ラーの調整をしない 
• ドア5ラーを格納したまま走らない 

走行前に必ず、運転席側および助手席側の5ラーをちとの位置にちどして、正 
し<調整する 

■ S ラーび動いているとさは 

手をふれないでください。 

手を巧んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■ S ラーヒーター★び作動しているとさは 

鏡面び熱くなるのでふれないでください。 


巨己 


* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 





1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作すると、ドアガラスを下記のよラに動かしまず。 

n 閉める 
曰自動全閉 
且開ける 
Q 自動全開’^ 

^途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 



I ウインドウ□ックスイッチ 



スイッチを巧すと、目力手席のドア 
ガラスび作動不可になりまず。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 























1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


曰知識 
■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■エンジン OFF をの作動 
スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでも、約4已砂間は 
ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作 
動しな < なります。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U - モードまたは OFF にし 
たあとでも、約4已砂間ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運 
転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 


■挟み込み防止機能 

ドアガラスを閉めているとをに、ドアガラスに異物び挟まると、作動び停止し、 
少し開をます。 
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1-4. ドアガラスの開けち、閉めち 


■パワーウインドウを巧めることげできないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、ドアを閉め、閉めることびでさないドアのパワーウインドウスイッチ 
で、下記の操作を行ってください。 

巧311 11 I スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 

車を停止し、エンジンスイッチを "ON " にする 

スマー トエントリ ー & スター トシステム装着車 

車を停止し、"エンジンスタートストップ’’スイッチをイグニッシヨ 
ン ON モードにする 

IfeiMI 21 2回連続してパワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引さ 
続ける 

ifeiMi 31再度、パワーウインドウスイッチを r 自動全閉」の位置で引を続け、ドア 
ガラスを閉めたあと、スイッチを1砂しツ上引を続ける 

ドアガラス作動途中でドアガラス開操作を行ラと、最初からやり直しとなりま 
す。 

しツ上の操作を行っても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けてください。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあります。 

• ドアガラスを開閉するとをは、乗員の手- 
腕 ■頭- 首などを挟んだり巻をこんだり 
しないよラにしてください。特におテさ 
まへは手などをださないよラ声かけをし 
て < ださい。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたりきをこまれたり 
するおそれびあ D ます。 

■挟み込み 防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手•腕-頭-首などを挟ん 
だりしないで<ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
し觸合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しない場合びあります。指などを挟まないよラにま意してください。重 
大な傷害を受けるおそれびあ0を険です。 
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1- 己.給油のしかた 

給油□の開け方 


む下の手順で給油□を開けてください。 

■ 給油ずる前に 

• スマートエント U -& スタートシステム非装着車：ドアとドアガ 
ラスを閉め、エンジンスイッチを " LOC ぐにしてください。 

• スマートエント U -& スタートシステム装着車：ドアとドアガラ 
スを閉め、"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にし 
て < ださい。 

■ 給油□の開けち 



オープナーを 上げて、給油口を 
開ける 


キャップをゆつ<りまわして開 
ける 
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-已.給油のしかた 



キャップを八ンガーにかける 


I 給油□のキャップを閉めるとさは 



キャップを"カチッ"と音びずる 
までまねして閉める 

手を離すと、キャップびを方向に少し 
戻ります。 


口知識 

■燃料の種類 

無鉛プレ5アムガソ1」ン（無鉛八イオク) 
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-已.給油のしかた 


A 警告 

■給油に ついて 

給油するとをはなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあります。 

♦屋内で 燃料の取り扱いをしない。 

♦ボデ ーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による乂巧で燃料に弓I 乂するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ <D 開ける。 

キャップを開けるとさは、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けま 
す。ゆっくりと開けないと、気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を返 
すおそれびあ0ます。 

♦給油 □に、静電気を除去していない人を近付けない 
♦給油 □に、他の人を近付けない 

♦気化 した燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

引火して火災を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦ふを こぼれを防ぐためし U 下の点に注意してください。 

-給油□にノ刀レを確実に挿入する 
-継ぎ足し給油をしない 

♦正常に 給油できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 
♦ガソ U ンスタンド内に掲示されているま意事項を遵守ください。 
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-已.給油のしかた 


A 警告 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正しツかのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 
■給油ず るとさは 

指定（無鉛プレ5アムガソ U ン）しツ外のガソ U ン（無鉛レギュラーガソ U ン）や 
他の燃料（粗悪ガソ U ン.軽油.好油.アルコール系燃料）を使用したり、燃 
料をこぼした D しないで<ださい。 

なのよラな状態になるおそれびあ D ます。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦エンジンからの 異音や振動など（ノッキング）び発生する 

♦エンジン 出力びほ下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

•燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1- 日.盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム 



キーに信号発信機が内蔵してあり、あ6かじめ登録されたキ ー LU 外で 
はエンジンを始動でをません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


スマートエント U — &スタート 
システム非装着車 

エンジンスイッチか5キーを巧 
くと、システムの作動を知日せ 
るためにセキュ U ティ表示巧び 
点滅します。 

登録されたキーをエンジンス 
イッチに挿し込むとシステムび 
解除され、セキュ U ティ表示な 
び消なしまず。 

スマートエント U — &スタート 
システム装着車 

"エンジン スター トストップ" 
スイッチを OFF にずると、シス 
テムの作動を知らせるためにセ 
キュ U ティ表示灯び点滅しま 
ず。 

登録されたキーを携帯し、"エン 
ジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセサ U —モードまたは 
イグニッシヨン0 N モードにず 
るとシステムび解除され、セ 
キュ U ティ表示灯び消打しま 
す。 
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1-6. 盗難防止システム 


曰知識 

■登録されたキーでエンジンが始動できないときは（スマートエントリ ー& ス 
タートシステム非装着車） 

一旦キーを抜いて、再度やり直してください。 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとさ 

参キーび金属性のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U テイシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとを 


ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあ D ます。 
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1- 己.盜難防止システム 

オートアラーム ★ 


不正な侵入を検知した場合、音と光で警報しまず。 

■ オートアラームび作動するとを 

施錠されたドアまたはトランクび、スマートエント1」一&スター 
トシステム-ワイヤレス U モコンを使わずに解綻されたり開けられ 
ると、オートアラームび作動しまず。 

■ オートアラームを設定するには 

ドア-トランクを閉め、次のいずれかを行ってください。 

なの方法し U がで車両を施綻してち、盗難警報装置は設定されませ 
ん。 

• スマートエント U- &スタートシステムを使って施錠ずる 
• ワイヤレス U モコンを使って施錠ずる 

30秒し U 上経過ずると、自動的 
に設定されまず。 

オー ト アラームび 設定されると、 
セキュリティ表示なは点なか日点 
滅にかわ0ます。 

セキュ1」ティ表示な点な中に、ド 
アの解綻操作や■エンジンス 
タートストップ"スイッチのア 
クセサ U —モードへの切0かえを 
行うと、オートアラームは設定さ 
れません。 

■ オートアラームを解除-作動を停止ずるには 

次のいずれかを行ってください。 

• スマートエント U — &スタートシステムを使ってドアを解錠ず 
る 

• ワイヤレス U モコンを使ってドアを解綻ずる 
♦エンジンを始動ずる（数秒後に解除、停止しまず。） 

> :仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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1-6. 盗難防止システム 


I オー ト アラーム 作動/非作動の切りかえ 

固画田全てのドア-トランクび閉まっていることを確認ずる 
宜圆1司"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON 
モードにずる 



ドア□ックスイッチの3を巧 
ずと同時に運転席ドアを開け、約 
10秒間保持ずる 

巧のよラに作動/非作動が切0かわ0 
ます。 


オー トアラームの状態 

ホーン 

マルチインフォメーシヨン 
表示 

非作動 

乙回吹鳴 

ALoF 

作動 

1回吹鳴 

AL on 


白知識 

■オートアラームについて 

•特定条件で作動し警報などで周囲に知らせる装置であり、盗難を防止するち 
のではあ0ません。 

♦初期設定は非作動になっています。オートアラームを使用する場含、作動設 
定を行って < ださい。 

■メンテナンスについて 

オートアラームのメンテナンスは不要です。 


78 























1-6. 盗難防止システム 


■ ドアを施錠ずる前の確認 

オートアラームの思わめ作動および盗難を防ぐため、しツ下のことを必ず確認し 
て < ださい。 

♦車内に人び柔っていないか 
• ドアガラスび閉じているか 
♦車内に貴重品などを放置していないか 

■ トランクの開閉について 

• トランクを開けたままで設定操作をした場合、オートアラームは設定されま 
せん。トランクを閉め、30砂しツ上経過すると設定されます。 

♦オートアラーム設定時、スマートエント U-& スタートシステムまたはワイ 
ヤレス U モコンを使ってトランクを解錠すると、オートアラームび待機状態 
になります。トランクを閉めて30砂！;(上経過すると、再度オートアラーム 
び設定されます。 

■才ートアラームの作動について 

なのよラな場合、オートアラームび作動することびあります。 

オートアラームの設定を解除.作動を停止する操作を行って<ださい。 

♦ま内に残った人び、ドア-トランクを開 
けたとを 


♦施錠後、バッテ U- あびりなどで、バッ 
テ U —の充電-交換をしたとを 
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1-6. 盗難防止システム 


■バッテリーをはずずとさは 

オートアラームを 解除してください。 

オートアラームを設定したままノ（ッテ U —をはずすと、バッテ1」一を再接続し 
たとをにオートアラームび作動します。 

■販売店で設定可能な機首目 

オートアラームの作動/非作動を変更でをます。 

(カスタマイズー覧一 P. 3已已） 


A ま意 

■オー トアラームを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあ D ます。 
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1- ス安全にお使いいただくために 

正しい運おを勢 


巧のま件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれから 
背を離さない（一 P . 48) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
こめるよラなシート位置にず 
る（一 P . 48) 

且各装置び操作しやずい背ちた 
れのち度にずるレ P . 48) 
Q 運転しやすく、 SRS エアバッ 
グび自分の陶の方へ向くよラ 
な八ンドルの位置にずる 
UP . 62) 

且へッドレストの中央びちのし、 
ちばん上のあた0になるよラ 
にずる（一 P . 已 4) 

□ シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 已 6) 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび巧まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

♦サンダル や厚底靴、下駄で運転をしないでください。 

アクセ J レぺダ J レやブレーキペダルび思ラよラに踏み込めず、思わめ事故の原因 
になって、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ま 
す。 

■シ ートを調整ずるときは 

♦同柔 者びシートに当たってけびをしないよラにま意してください。 

• シートの下や動いている部分に手を近づけないでください。 

指や手を巧み、けびをするおそれびありを険です。 
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1- ス安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 6み、シートベルトが体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させます。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/目力手席 SRS エアバッグ 

車両前方から秉員び重大な傷害を受けるおそれのある大さな衝撃 
を受けた場合に作動し、シートベルトび身体を拘束ずる働さと併せ 
て、前席乗員の頭部や胸部などへの衝撃をやわ日げる装置でず。 

SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

曰 SRS サイドエアバッグ 

車両側方から秉員び重大な傷害を受けるおそれのある大さな衝撃 
を受けた場合に作動し、シートベルトび身体を拘束ずる働さと併せ 
て、前席乗員の主に胸部や腰部への衝撃をやわ日げる装置でず。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

車両側方から索員び重大な傷害を受けるおそれのある大さな衝撃 
を受けた場合に作動し、シートベルトび身体を拘束ずる働さと併せ 
て、前席と U ヤ席乗員の主に頭部への衝撃をやわ日げる装置でず。 


[運転席、助手席 SRS エアバッグが作動ずるとさ、しないとさ 

運転席、助手席 SRS エアバッグは車両前方か b 乗員び重大な傷害を受 
けるおそれのある大さな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトび身 
体を巧まする働をと併せて、前席乗員の頭部や胸部などへの衝撃をやわ 
らげる装置でず。 

車体の衝撃吸収構造により、衝突時のエネルギーは車体びつぶれること 
で吸収または分散され、車体の損傷び大さ<てち乗員への衝撃は大を< 
ならない場合ちありまず。 

したびって、車体の損傷び大をくてち SRS エアバッグび必ずしち作動 
するとは限りません。 

作動ずるとさ 

• 次のよラなとさに作動しまず。 

20〜30 km/h LU 上の速度で厚 
いコンク U — 卜のよラな壁に正面 
衝突したとさ、また、これと同等 
し U 上の衝撃を受けたとさ 
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♦走行中路面などから車両下部に強い衝撃を受けたとさち作動ずるこ 
とびありまず。 


深い巧や溝に落ちた0、ジャンプ 
して地面にボデー下面を強<ぶつ 
けたとさ 


縁石に衝突したとさや、道路上の 
突起にボデー下面を強< ぶつけた 
とさ 


作動しにくいとき 

• 巧のよラに、部分的に衝撃を受けたとをや車両前方から衝撃び加わら 
なかったとさ 


電柱などに衝突したとを 


CTH17AW168F 
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CTH17AW167F 


-7. 安全にお使いいただくために 
























-7. 安全にお使いいただくために 




斜め前方への衝突のとを 



CTH17AW170F 


トラックの荷台にちぐり込んだと 
を 




駐車している車両など、移動また 
は変おずるちのに衝突したとを 
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また、次のよラな場合は SRS エアバッグびまれに作動ずることちあ 
りまずび、本来の効果は発揮されません。 



後ろから衝突されたとさ 
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-7. 安全にお使いいただくために 


作動しないとさ 

なのよラなとさは作動しません。 



一度 SRS エアバッグび作動した後 
の衝突 


| SRS サイドエアバッグ、 SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動ずるとき、しないとき 

SRS サイドエアバッグは、シートベルトび身体を巧まずる働をと併せ 
て' 前席乗員の主に胸部への衝撃をやわらげる装置でず。 

SRS サイドエアバッグは、車両側方から乗員び重大な傷害を受けるお 
それのある大をな衝撃を受けた場合、作動しまず。 

SRS カーテンシールドエアバッグは、シートベルトび身体を巧まずる 
働さと併せて、前席と U ヤ席乗員の主に頭部への衝撃をやわらげる装置 
です。 

SRS カーテンシールドエアバッグは、車両側方から乗員び重大な傷害 
を受けるおそれのある大をな衝撃を受けた場合、作動しまず。 

SRS サイドエアバッグ、 SRS 力ーテンシールドエアバッグの作動•非 
作動は、衝撃の大ささや衝撃を受けた部位、衝突方向などの条件により 
変わりまず。 
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作動ずるとさ 

なのよラなとを衝撃び大さいと作動しまず。 



側面に真横から衝突されたとさ 


作動しにくいとき 

• なのよラなとを、衝撃の大ささによっては作動しないことちありま 
す。 

衝突した物び変形したり移動した場合、また、衝突した物のお状や衝 
突の状態によっては、衝突時の衝撃び弱められるため SRS サイドエ 
アバツグ、 SRS カーテンシールドエアバッグは作動しにくくなりま 
す。 



車両側面に斜めから衝突されたと 
さ 



客室じ(外に側面から衝突されたと 
さ 







































-7. 安全にお使いいただくために 




電柱などに衝突したとを 



側面にバイクび真横から衝突した 
とさ 


• なのよラな場合は SRS サイドエアバッグ、 SRS 力ーテンシールドエ 
アバツグびまれに作動ずることびあ0まずび、本来の効果は発揮され 
ません。 



横転や転覆したとさ 
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-7. 巧全にお使いいただくために 




_ CTH17AW173F 

作動しないとさ 

次のよラなとさは作動しません。 



停車中や走行中の車に正面か b 衝 
突したとを 


後ろから衝突されたとを 


-度 SRS サイドエアバッグ 、 SRS 
力ーテンシールドエアバッグび作 
動した後の衝突 
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-7. 安全にお使いいただくために 


口知識 
■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイツチびイグニツシヨン ON モードのとを 


■ SRS エアバッグび作動ずると 


• SRS エアバッグは膨らんだ後、直ちにしぼんで視界を巧げません 。 （SRS 
力ーテンシ ー J レドエアバッグを除く） 

• SRS エアバッグは一度だけ膨らみ、一度作動すると、2回目しツ降の衝突では 
再作動しません。 


• SRS エアバッグは効果を発揮するために非常に速く膨らみます。このため、 
展開中のエアバッグと接触してな撲やすり傷、やけどなどを受けることびあ 
ります。 


♦ SRS エアバッグび作動すると、作動音ととちに白い煙のよラなガスび発生し 
ますび、火災ではありません。また、人体への影響ちありません。 

ただし、残留物（カスなど）び目などに付着した場合は、すみやかに水で洗 
い流してください。皮ふの弱いちなどは、まれに皮ふを刺激する場合びあり 
9 〇 


♦ SRS エアバッグは一度膨らむと再使用でをません。トヨタ販売店で交換して 
<ださい。 

♦フロント席.フロントピラー. U ヤピラー.ルーフサイド部の一部分などだ 
けでなくエアバッグ構成部品（八ンドルの八ブ-エアバッグカバ— r ンフ 
レーター）ち数分間熱くなることびあ D ます。エアバッグそのちのも熱くな 
ります。 


♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 
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■ トヨタ販売店に連絡び必要な場合 

なのよ5な場合には、修理'点検び必要になります。でさるだけ早くトヨタ販 
売店へご連絡 < ださい。 

♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 

♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とを、または破損-変おなどびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変おなどびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分•助手席 SRS エア 
バッグのカバー部び傷付いたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとを 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び傷ついた D 、 ひび割れた0、そ 
の他の損傷を受けたとさ 
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-7. 安全にお使いいただくために 
















































-7. 安全にお使いいただくために 



♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロントピラー部- U ヤピ 
ラー部'ルーフサイド部び傷付いたり、ひ 
び割れたり、その他の損傷を受けたとを 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ず;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正し<着用し、正しい運転（柔車）姿勢 
をとってください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦正しい 乗ま姿勢になるよ5シート位置、八ンドル位置を調整してください。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に柔員びエアバッグに近 
付さすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。柔員び SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特にを険です。 
シートの背ちたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから離 
し、まっすぐに座ってください。 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

♦日 歳未満のおテさまはチヤイルドシートの着用び法律で義務付けられていま 
すので、必ずトヨタ純正チヤイルドシートを使用してください。 

トヨタ純正チヤイルドシートの使用ち法はチヤイルドシートに付属の取扱説 
明書をご覧ください。 

•シ ートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


♦お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席柔員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


• ドアやフロントピラー•センターピラー' 
U ヤピラー-ルーフサイドレールへ畜 D 
かからない 


♦助手席 や U ヤ席では、ドアに向かってひ 
ざをついたり、窓から顔や手を出したり 
しない 


♦ダッシュ ボード-八ンドルのパッド部分 
などには何ち取り付けたり、置いたりし 
ない 


• ドア-フロントガラス-ドアガラス • U 
ヤクオーターガラス-フロントピラーお 
よび1」ヤピラー、ルーフサイドレールな 
どには何も取り付けない 
(速度制限ラベルを除く 一 P . 31己） 


SRS エアバッグについて 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆うようなシートアクセヴ U -を使 
用しないでください。エアバッグび展開する際、アクセヴ U —び干渉するおそ 
れびあります。そのよラなアクセヴ U —びエアバッグび正常に作動するのをさ 
またげ、システムを不能にしたり、またはエアバッグび誤って展開したりし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているためふれな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやド 
アガラスを開けて空気を入れるか、ま全を確認して車がに出て<ださい。皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部およびフ□ントピラーガー ニッ 
シュ部に傷び付いていたり、ひび割れびあるとをは、そのまま使用せずトヨ 
夕販売店で交換してください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造. 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。 

• SRS エアバッグの取りはずし.取り付け.分解.修理 

♦八ン ドル.インストルメントパネル.ダッシュボード.シート.シート表皮- 
フ□ントピラー•センターピラー- U ヤピラー-ドア-ドアパネル-ドアト U 
ム-ルーフサイドレール周辺の修理-取りはずし.改造 

♦フ □ントフ I ンダー.フロントバンパー.車両客室側面部の修理.改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）.除雪装置-ウィンチなどの 
取口付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取口付け 


98 





1 - スま全にお使いいただくために 

モ巧き用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 

• 車の仕様やおモさまの年齢、体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は200日年10月1曰施行の保安基準に適合した ISOFIX 対応 
チャイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


1" 子供専用シートの適合性一覧表について 

■質量グループについて 

ECE R44 X’の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重により 
次の5種類に分類されまず。 

グループ0: 10 kg まで 
グループ0+: 13 kg まで 
グループ I ： 9 ~ 1 8 kg 
グループ n :1已〜2已 kg 
グループ in : 22〜 36 kg 

この本では代表的な次の2種類のモ供専用シートを固定ずる方法を紹介 
します。 

《 ECE R44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表示される分類記号と、それにとちなラ取り付け器具 
の記号にな0ます。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


チヤイルドシート 




ECER 44 基準のグループ0 +、I 
に相当 


ECE R 44 基準のグループ n 、 の 
にホ目当 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ‘リーの子供専 
用シートに適しています。 

L 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child に日 tether 」 
に適しています。 

L 2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正ジュニアシート」に適して 
います。 

X :子供専用シートを取0付けることはでをません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用ずる場合は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談ください。 


質量 グループ 

着席位置 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

0 (10 k 呂まで） 

X 

X 

0十 （13 k 目まで） 

X 

X 

I ( 目〜 1 8 kg ) 

L 1 

U 

n ( 1 己〜 2 己 kg ) 

L 2 

U 

皿 （22 〜3巨 k 呂） 

L 2 

U 


運転する前に 
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-7. 安全にお使いいただくために 


[シート位置別子供専用シート適含性一覧表 （ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


質量 グループ 

サイズ等級 

固定具 

ISOFIX 

U ヤシ ート 左ち席 

キヤ1」コット 

F 

1S0/L1 

X 

G 

IS0/L2 

X 

0 (10kg まで） 

E 

に日/ R 1 

X 

0+ (13k 有まで） 

E 

に日/ R 1 

X 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

I (目〜 18 k 旨） 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

臣 

IS0/F2 

IUF 

臣1 

IS0/F2X 

IUF 

A 

IS0/F3 

IL1 

n 

(1 己〜 2 己 kg) 


(1) 

X 

m 

(22 〜吕 6k 呂） 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 

(1): サイズ等級表示 (A から G) のない子供専用シートの各シート位置での IS 日 FIX 対応 
子供専用シート固定機構の取0扱いについては、子供専用シート製造業者または 
販売業者にご相談 < ださい。 

IUF: この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ‘ U —のに日 FIX 
対応の前向を子供専用シートに適しています。 

IL1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G-Child に日 tether」 
に適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取り付けることはでをません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談ください。 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


白知識 

■旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それしツ外のち 
のを使用することはでをません。 

■テ供専用シートの還択、使用について 

•お子さまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
テさまに合った子供専用シートを使用ください。 

♦体び十分大を<、子供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使用して<ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプのテ供専用シートの還択について 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」 (^ P . 101)を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応子お専用シートの還択について 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（一 P .102) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

I 巧 H1 1 I お子様の体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び12 kg の場合、質量グループは「0+」になります。 
(例 2) :体重び 15 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

I 画2 I サイズ等級を選択する 

拒細1 I で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認 
します。^‘ 

(例1 ) :質量グループび「0+」の場合、サイズ等級は 「 C 」. 「□」 ■ 
「 E 」 び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 -「日」- 
rBij - rcj - roj び該当します。 

^ただし 、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の nsoFix 位置」に 
「 X 」と記載されているちのは選択でをません。 
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子供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。※ 

’ X 表示されている位置'記号などは、商品に 
より異なります。 


□ 旧0円 X 対応子供専用シートであること 
を术す表术 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

HU 司で確認したサイズ等級に適合し 
ているちのを選択してください。 

旦沉用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であるこ 
とをあらわし、併せて、対象となるおテ 
さまの体重の範囲び記載されています。 

□ トップ テヴー(一 P .108) を 示す マーク 

商品の取り付け装置の位置によ0、意匠 
は異なります。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■ ISOFIX 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向を幼お用チャイルドシート 

目 1- に日 / F 2 X 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別あ状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼児巧チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お巧チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向さ乳お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 


■助手席にモ供専用シートを取り付けるとさ 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをな 
のよラに調整し、子供専用シートを前向をに取り付けてください。 



♦シートをいちばん5しろに下げる 
♦背ちたれを直立状態にする 


■キヤリコツトについて 

キヤ U コツトは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し<はテ供専用シート製造業者または販売業者にお尋ね<ださい。 


10巨 














-7. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 

■モ巧 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専用シートを使用しないとをであってち、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦子供 専巧シートの取りはずしが必要な場合は、車両からはずして保管するか、 
トランク内に容易に動かないよラに収納してください。 
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1- ス安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを柔せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取扱書に従つて<ださい。 


シートベルトによる取り付け 
(一 P . 1 09) 


IS 0 FIX 対応チャイルドシート 
固定専用バー（一 P . 109) 

I 」ヤシ ー トのそれぞれの座席に装 
備されています。（固定専用バーび 
装備されていることを示すボタン 
びシートに付いています） 


トップテヴーアン カー 
レ P ' 1 09) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トツプテヴーアンカーは U ヤシー 
卜のそれぞれの座席に装備されて 
います。 
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シートベルトで固定ずる 



チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びずるまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる。 

チャイルドシートに付属の取扱書に 
したびい、シートベルトをチャイルド 
シートにしっかりと固定させてくだ 
さい。 

チャイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ側売）を 
使用して固定ずる。 

□ツキングク1」ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ツキングク1」ツプ品番： 
731 19-22010) 

取り付け後はチヤイルドシートを前後左ちにゆずり、しっかりと固定さ 
れていることを確認して<ださい。 



IS 0 FIX 対応チヤイルドシート固定専用パ‘ 一& トップテザーアンカーで固定する 



固定専用ノ（一の位置を確認ずる 
固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 
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-7. 安全にお使いいただくために 




















-7. 安全にお使いいただくために 





チャイルド シー ト をシー トに取り 
付ける 

チャイルドシートの取0付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取 
0付けます。 

取0付け方法は、商品付属の取扱書に 
従ってください。 

トップテヴーアンカーのフタを取 
りはずず 

はずしたフタはなくさないように、保 
管しておいて < ださい。 


トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっか0固定されていることを確認 
しまず。 


取り付けたチヤイルドシートを前 
後左ちにゆずり、固定されている 
ことを確認ずる 
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口知識 

■旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーについて 

チャイルドシートの大ささや形状によっては、先に固定専用バーにチャイルド 
シートを取り付けると、テヴーベルトび装着でをないことびあります。 

その場合は、あらかじめテヴーベルトをトップテヴーアンカーにひっかけてか 
らチヤイルドシートを取り付け、最後にテヴーべルトを締めてください。 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的に保護するために、必ずお子さまの年齢や体の大さ 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。おテさ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりません。事故の際、 
おテさまびフ□ントガラスや柔員、室内の装備にぶつかり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア•シート-フロントピラー- 
1」ヤピラー' ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ををたれ 
かけさせないようにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変 
を険であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
よ 9 〇 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの 
上、確実に取り付け、使用方法をお守り <ださい。使用方法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 


-7. 安全にお使いいただくために 








-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとさは 

♦お 子さまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻さつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ D ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルも外せない場合は、八サミな 
どでシートベルトを切断してください。 

• シートベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていな 
いか確認してください。 

♦チ ャイルドシートを前後左右にゆすって、しっかり固定されているか確認して 
<ださい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤ席に取0付 
けてください。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
<ださい。 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


f ム警告 1 


このシートに、後向きの 
チトイんドンートを玻りなけ 
をいでくだすい. 

エアパ 1 リグの街撃によ y 、 

巧 t まもは重大を價査に 
至るおそれがあります. 

ノ 


違転上のごま意巧 Iff 欄揣削!野 IF 


A 


で 


SRS エアけリグ 


I ?いクけむいしけ HUifX け fUOi う JT 6 i ： と Ufin けり I . 
• SRS . i ?,) •パ p - バけの! i » g 養です.:ノ-い正けをけ n レてけけ. 

:挪淵 te 齡端ミ!雖もらさ"- 


•! しががチト…卜 

が！が- 

•SRS サ /. 

卽けパ 

し け？巧.,ヴ0 


チト？をけ-卜をを)!!し J むけむ. 

E チトがけ-けを巧き EsySh パちさい. 

.がのがむが y . が®け 811 けけ L 1 を U ミい， 

トド3,ク!!$化ごの牽 h 0 き 《 g い-卜力)!-)!*! 

oip 刖け巧:！1$パパむ1 .- g レけ 5 iysi $ ど I けさぃ.- 



CTH17AW144 


♦やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシー 
卜をラしろ向をに取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ま 
す。 

サンバイヴーに同内容の警告文び表示されています。併せて参照して<ださ 
い。 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるときは 


運転する前に 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとさは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取 D 付ける場合には、助手席 
シートをいちばん5しろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SR S エアバッグはかなりの連度と 
力でふ <らむので、お守 D いただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないよラに 
してくださし、お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとさは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

■チャイルド シートを使巧しないとさは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切なち法で確実にシートに取 D 
付けてください（一 P . 109)。チャイルドシートを使用しない場合でも、シー 
卜にしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてください。 

♦チ ャイルドシートの取り外しび必要な場合は、車両から降ろしてな管するか、 
トランク内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 116 

エンジン（イグニッション） 

スイッチ（スマート 
エントリー&スタート 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


をを運転をむがけて、巧の手順で走行してください。 

■ エンジンをかける 

一 P . 129,138 

■発進ずる 

才—トマチック車 

固画田ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 
(一 P ' 141) 

国 HE パーキングブレーキを解除ずる（一口.1已 2) 

固画回ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
くり踏み発進ずる 

マニュアル車 

固画田クラッチペダルを踏んだまま、シフトレバーを1速にずる 
(一 P ' 14助 

周！！] 可 パーキングブレーキを解除ずる(一 P . 1已 2) 

固画回クラッチペダルから徐々に足を離し、同時にアクセルペダル 
をゆつ<0踏み発進ずる 

■停車ずる 

才—トマチック車 

fT 1 シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 

周!罰 可 が要に麻じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 

レ P ' 141) 

マニュアル車 

I 过 腳1 I クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む 

固圆 [司必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを N にします。（一 P .148) 
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2-1 .運転のしかた 


■ 駐車ずる 
才—トマチック車 

fn シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
居团！互シフトレバーを P にずる（一 P . 141) 

居 m 互パーキングブレーキをかける（一 P . 1已 2) 

图 H 互スマートエント U - &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止ずる 
スマートエント U — &スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしてエンジ 
ンを停止ずる 

国画司キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め^を使用して < ださ 
い。 

輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 

マニュアル車 

MTI クラッチぺダ j しを踏んだまま、ブレーキぺダ j レを踏む 
固画回シフトレバーを N にずる（一 P . 14助 
固画回パーキングブレーキをかける（一 P . 1已 2) 

图11互スマートエント U - &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止ずる 
スマートエント U - &スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしてエンジ 
ンを停止ずる 

图 H 司キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 

お道の途中で駐車をする場合は、必要に応じてシフトレバーを1ままた 
は R にし、輪止め^を使用してください。 

輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 
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2-1 .運転のしかた 


[上り坂の発進のしかた 

才—トマチック車 

m [でパーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にずる 
I63IIMI 2 I アクセルペダルをゆっくり踏む 

車び動を出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進する 

マニュアル車 

图 B でパーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを1速にずる 
アクセルペダルを軽く踏み、同時にクラッチペダルか日徐々に足 
を離す 

inm 車び動を出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進する 


白知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くな D 、 またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走巧してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
い。 

■走行中のエンジン回お数について（才ートマチック車） 

下の場合、走行中にエンジン回転数び高くなることびあります。これは走行 
状況にあわせてシフトアップの制限、またはシフトダウンの実施を自動的に行 
5ためで、急加速を示すちのではありません。 

♦車両び上り坂、または下り坂を走行していると判断したとを 
♦アクセルペダルを離したとを 
参カーブを走行しているとを 
• ブレーキぺダ J レを強めに踏んだとさ 
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2-1 .運転のしかた 


■エンジン始動後の音について 

エンジン始動後しばら<は、音の演出と環境性能を確なするため、吸排気音び 
大をくなり、振動び増す場合びありますび、異常ではありません。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初むち運転標識や高齢ち運転標識などをアル5ボデー部に取0付ける 
ことはでをません。 

■ REV インジケータ ー> 

設定したエンジン回転数に到達したこと 
を、表示好の点好とブヴーの吹鳴でお知ら 
せします。 UP . 164) 

(設定にかかわらず、エンジン回転数びレッ 
ドゾーンに入つた場合は表示打び点滅しま 
す。） 


A 警告 

■ク リープ現象について（才ートマチック車） 

エンジンびかかっているとを、アクセルペダルを踏まなくてち、ゆっくりと車 
び動き出す現象を、ク U —プ現象といいます。 

♦停車 中は車び動かないよラにフレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキング 
ブレーキをかけて<ださい。 

♦エンジン 始動直後やエアコン作動時、八ンドル転航時などは、自動的にエンジ 
ン回転数び高くなるため、ク1」ープ現象び強くなることびありますので、ブ 
レーキペダルを確実に踏んでください。 

必要に応じてノ f ーキングフレーキをかけてください。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運 おずるときは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
し、状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラま意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキペダルはち足で操作して<ださい。左足でのブレーキ操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦ブレーキ ペダルやクラッチペダルに足をのせたまま運転しないでください。 
ブレーキやクラッチの部品び早く摩耗したり、ブレーキび過熱して効をび悪く 
なるおそれびあります。 

♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで < ださ 
し、。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると乂巧になるおそれ 
びあ D を険です。 

♦オー トマチック車では、シフトレノ（一を前進側のシフトポジシヨンにいれたま 
ま惰性で後退したり、 R にいれたまま惰性で前進することは絶巧にやめてくだ 
さい。 

エンジンび止まり、フレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、トランクび閉まっている 
ことを確認して<ださい。多量の排気ガスび旧気を招を事故の原因になるほ 
か、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて< ださい。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦マニュアル 車では、車両び前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れな 
いで < ださい。 

トランス5ッションにダメ ージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあ0ます。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D 讨ートマチック車）または 
1速（マニュアル車）に入れないでください。 

トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあ0ます。 

♦マニュアル 車では、クラッチペダルを一気に離す操作はしないでください。車 
両び飛び出して、思わめ事故につなびるおそびありを険です。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとフレーキの操作び困難になるため、ま全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。なお、通常の方法で車両を停 
止することびでさないよラな緊急時は、 P . 342を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 142, 148) 

♦走行 中は八ンドル•シート-ドア5ラー-インナ ー5 ラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤0、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

• すべての柔員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして < ださ 
し、。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面を運転ずるとさは 

♦急 ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦急激な アクセル操作、シフトチェンジによるエンジンブレーキやエンジン回転 
数のを化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦水たまり 走行後はフレーキペダルを軽<踏んでフレーキび正常に働<ことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ〇を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

♦才ー トマチック車では、アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気 
を付けて < ださい。 

シフトレバーび P または N し U 外にあると、車び急発進し、思わめ事故につな 
びるおそれびあ〇を険です。 

♦シフ トレバー周辺にちのを置かないでください。誤操作の原因になります。 

♦掃除 等により、シフトブーツを引を出した際は、もとに戻してください。シフ 
トブーツび引を出されたままだと、シフトレノ（一び操作しにくくなるおそれび 
あります。 

■継続のに ブレーキ付近か S 警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してくださ 
し、。必要なとさにパッドの交換び行われないと、ローターの損傷につなびる場 
合びあ D ます。 

ブレーキパッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていをます。摩耗の限界をこえて走巧すると故障を引を起こすばかりでなく、事 
故につなびるおそれびあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車ず るときは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または N しツかにあると、車び急発進 
して思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

どラしても必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

♦オートマチック 車では、車び動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回 
転中は常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて 
<ださい。 

♦坂道で 停まするとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に庇じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると火災につなびるおそれびありを険で 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るときは 

♦が 天下では、メガネ-ライター-スプレーち-炭酸飲料の宙などを車内に放置 
しないで < ださい。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

-ライターやスプレーちからガスびをれたり、出火する 
-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、をおまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ D を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださ 
い。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両乂巧につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P (才一 
トマチック車） にしてエンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後はマフラーに触れないでください。 

やけどをするおそれびあ0ます。 

♦降雪 時や雪び積ちった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあります。 

♦換気び 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

と < に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死亡 
に至るおそれびありを険です。 

♦排気管は ときどき点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合はおずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■仮 旧ずるとさは 

必ずエンジンを止めてください。 

エンジンをかけたまま仮旧すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりちま意して走巧してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くなり、ブレーキのかかりに、左ちの 
違いび出るおそれびあります。また、パーキングフレーキびしっかりとかから 
なし'!おそれちあ0ます。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないとをは、他の車に近づいたりしないでくださ 
し、。また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合フレーキは作動しますび、通常よりち強<踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 

♦万ー エンジンび停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ 
い。 

ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

♦ブレーキ システムは2つの独立したシステムで構成されてお D 、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、ちラー方は作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強<踏む必要びあり、制動距離び長<なります。一ちのフレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■運 お中は（才ートマチック車） 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。アク 
セルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びあ0ま 
す。 

♦坂道で 停まするために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとフレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■運 お中は（マニュアル車） 

♦運転 中にアクセルペダルとフレーキペダルを同時に踏まないでください。アク 
セルペダルとフレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びありま 
す。 

♦クラ ッチペダルを確実に踏み込んでいない状態で、シフトレノ（一を操作しない 
でください。クラッチやトランス=ッションび損傷するおそれびあります。 

♦クラッチの 損傷を防ぐため、なのことをお守りください。 

. クラッチペダルに足を乗せたまま走行しない 
• 1速(外での発進は避ける 

-坂道発進時など、必要しツ上に半クラッチのままで走行しない 
♦車び まだ動いているとをに R に入れないでください。 

クラッチ-トランス5ッション-ギヤに損傷を受けるおそれびあります。 

♦クラッチペダルを 一気に離す操作はしないでください。トランスクッションを 
損傷するおそれびあ D ます。 

■駐車ず るとをは（才ートマチック車） 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあ D ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため J V ンドルをいっぱいに回した 
状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

参 オートマチック車では已砂じ(上空ぶかしをしないでください。 

ブレーキペダルを踏んでいるまたは輪止めをしている状態で、シフトレノ（一び 
P または N しツ外にあると、トランス5ッションフルードの温度び上昇し、才一 
ノ （ーヒー 卜するおそれびあ0ます。 

■走行 中にタイヤがパンクした6 

し i (下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
•異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合の対処法は P . 303、312をご覧ください。 

■冠水 お走行に関するを意 

大雨などで冠水した道路では、なのよ5な重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンスト する 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店で;欠の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン- トランスミッション-ディファレンシャルなどのオイルやフルード 
の量および質の変化 

♦プロペラ シャフト-各ベア U ング-各ジョイント部などの潤滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク‘こッシヨン)スイッチ（スマ-にントリ -& スタ-トシステム装着車) 


電子キーを携帯して次の操作を巧ラことで、エンジンの始動または 
"エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切りかえることび 
でさまず。 

■エンジンのかけ方 
オートマチック車 

國圆 I でパーキングブレーキがかかっていることを確認する 
I ミ311固 121 シフトレバーが P の位置にあることを確認する 

シフトレバーび P 外の位置にあるとエンジンを始動させることがでを 
ないことがあります。 （^ P . 141) 

國 l 3 l ブレーキぺダ J しをしっかり踏む 

スマートエント U — &スタートシステム表示打び緑色に点灯します。 
緑色に点灯していないと、エンジンは始動しません。 


"エンジン スター トストッブ’ 
スイッチを巧す 

エンジンが始動するまで最大10 
砂間スターターが回転します。 

完全にエンジンが始動するまでブ 
レーキペダルを踏み続けて<ださ 
い。 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチのどのモードからでちエン 
ジンを始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


マニュアル車 

固画でパーキングブレーキがかかっていることを確認する 
固圆[互シフトレバーが N の位置にあることを確認する 
图！回クラッチペダルをしっかり踏む 

スマートエントリー&スタートシステム表示灯び緑色に点灯します。 
緑色に点なしていないと、エンジンは始動しません。 


手順 



"エンジン スター トストッブ’ 
スイッチを巧す 

エンジンが始動するまで最大10 
秒間 スターターが 回転します。 

完全にエンジンが始動するまでク 
ラッチペダルを踏み続けて<ださ 
い。 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチのどのモードからでちエン 
ジンを始動できます。 
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2-1 .運転のしかた 


■ エンジンの停止ち法 

才—トマチック車 

固圆で車両を停止させる 
固画回シフトレバーを P の位置にずる 
[H 画巧 パーキングブレーキをかける (一 P . 1已 2) 
iggiaui ブ レーキ ぺダ J しか5足を離ず 
固圆 I 司"エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
国圆 I 固スマートエント U — &スタートシステム表示巧び消なしてし、 
ることを確認ずる 

マニュアル車 

国]！[で車両を停止させる 
国画回シフトレバーを N の位置にずる 
国圆1司パーキングブレーキをかける（一 P . 1已 2) 
isaraui クラッチぺダ j しか日足を離ず 
国 ME " エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
固圆 I 固スマートエント U — &スタートシステム表示巧び消なしてい 
ることを確認ずる 
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2-1 .運転のしかた 


■ "エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ 

ブレーキペダル（オートマチック車）またはクラッチペダル（マ 
ニュアル車）を踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッチを 
巧すと、モードを切りかえることがでさます。（スイッチを巧すご 
とにモードが切りかわります。） 



nOFF 《 

非常点滅灯が使用でをます。 

スマートエント1」一&スタートシ 
ス テム表示灯び消灯し ます。 

曰アクセサ U —モード 

アクセサ U —ソケットなどの電装 
品が使用でをます。 

スマートエント1」一&スタートシ 
ス テム表示灯が緑色にゆつ< 0 と 
点滅します。 

且イグニッション ON モード 
すべての電装品び使用でをます。 
スマートエント IJ 一 &スタートシ 
ス テム表示灯が緑色にゆつ< 0 と 
屏、;威します。 

《： オー トマチック車：シフト レバー 
が P 外のとをはアクセサ リー 
モー ドにな 0 、 OFF にな 0 ませ 
ん。 
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2-1 .運転のしかた 


I シフトレバーが P じ(外でエンジンを停止したときは(才ートマチック車） 

シフトレバーび P じ(外でエンジンを停止させた場合、"エンジンスター 
トストップ"スイッチのモードはアクセサ U —モードになり OFF にな 
りません。じ(下の手順で OFF にしてください。 

固 画]！] パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画回シフトレバーを P の位置にずる 

固画回スマートエント U — &スタートシステム表示巧び緑色にゆっく 
りと点滅していることを確認し、"エンジンスタートストップ" 
スイッチを1回巧ず 

固圆 I 互スマートエント U — &スタートシステム表示巧び消打している 
ことを確認ずる 

U 知識 

■自動電源 OFF 機首目 
才—トマチック車 

車を停車しシフトレバーを P の位置にして、1時間じ(上アクセヴ U —モードま 
たはイグニッシヨン ON モード（エンジン始動していない状態）にしたままに 
しておくと、"エンジンスタートストッブスイッチび自動で OFF になります。 

ただし、自動電源 OFF 機能は、バッテ U- あびりを完全に防ぐものではありま 
せん。エンジンびかかっていないとさは、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセヴ U - モードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放 
置しないで < ださい。 

マニュアル車 

1 時間じ(上アクセヴ U- モードかイグニッシヨン ON モード（エンジン始動し 
ていない状態）にしたままにしておくと、"エンジンスタートストップ’’スイッ 
チび自動で OFF になります。 

ただし、自動電源 OFF 機能は、バッテ U- あびりを完全に防ぐちのではありま 
せん。エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセヴ U - モードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放 
置しないで < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 


■"エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 

"エンジンスタートストップ’’スイッチを操作する際は、短く確実に押してく 
ださい。確実に押せてない場合は、モードの切りかえやエンジンの始動びでを 
ない場合びあります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 

■電モキーの電池の消耗について 

一 P ' 34 

■スマートエントリ ー& スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 30 

■ご留意いたださたいこと 

一 P ' 31 

■エンジンが始動しないとさは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

(一 P ' 7己） 

トヨタ販売店へ連絡して<ださい。 



オートマチック車：シフトレバーび P の位 
置にあるか確認してください。エンジンを 
始動するときに、シフトレバーび傾いたり、 
P しツかの位置にするとステア U ングロック 
機能び作動しエンジンを始動することびで 
をないことびあります。スマートエント 
U - S スタートシステム表示灯び緑色に速 
く点滅します。 


■ステア U ング□ックについて 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしたあとにドアを開閉する 
と、ステア U ングロック機能により八ンドルび固定されます。"エンジンスター 
ト ストップ" スイッチを操作すると、ステア U ングロックは自動で解除されま 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


■ステアリング□ックが解除でさないとさは 

スマートエント U — &スタートシステム表 
示なび緑色に连< 点滅します。 

才—トマチック車 

シフトレバーび P の位置にあることを確認 
して、八ンドルを左ちにまわしなびら再操 
作してください。 

マニュアル車 

八ンドルを左ちにまわしなびら再操作して 
<ださい。 

■ステアリング□ックモーターの才ーパ‘ーヒート防止について 

短時間にエンジンの始動-停止を繰り返すと、モーターのオーバーヒート防止 
のために作動制限することびあります。その場合は操作を控えてください。10 
砂程度でをとの状態にもどります。 

■スマートエントリー&スタートシステム表示むげ黄色に点滅したときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■ 電子キーの電池び切れたときは 

一 P ' 274 

■カスタマイズ機能でスマートエントリ ー& スタートシステムをキャンセルした 
ときは 

一口' 331 

■バッテリー交換などでバッテリー端テを再接続した直後は 

エンジンび始動しないことびあります。その場合は"エンジンスタートストッ 
ブスイッチをイグニッシヨン ON モードにし、10砂じ(上経過してからエンジ 
ンを始動してください。エンジン始動直後はアイド U ングび不安定になること 
びありますび、異常ではありません。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとさは 

♦必ず 運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで <ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦エンジン 始動操作をしたとを、スマートエント U -& スタートシステム表示灯 
び緑色に速く点滅しているときは、けん弓傳も含め絶対に車両の移動はしない 
でください。ステア1」ングロックび解除されていない状態のため、八ンドル操 
作びでさず思わめ事故につなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

エンジンの停止などで車両滑走状態になったとさは、車両び安全な状態で停止 
するまでドアを開けたり、ロック操作をしたりしないでください。ステア1」ン 
グロック機能び作動し、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを3砂(上押し続けるか、素早く 3回しツ上連続で押してください。 

(一 P ' 342) 

ただし、緊急時!;(外は走行中に"エンジンスタートストップ’’スイッチにふれ 
ないでください。走行中にエンジンを停止してを八ンドルやブレーキの操作は 
可能ですび、操作力補助びな<なります。その場合は八ンドルとブレーキの操 
作び困難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して<だ 
さい。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 


■バッ テリーあびりを防止ずるために 

♦エンジンび かかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
をアクセヴ U —またはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置しな 
いで < ださい。 

♦スマー トエント U - &スタートシステム表示好び消好していない場合、"エン 
ジンスタートストップ’’スイッチび OFF になっていません。"エンジンス 
タートストップ"スイッチを OFF にしてから車両を離れてください。 

♦才ー トマチック車：シフトレノ（一び P し U 外でエンジンを停止させないでくださ 
し、。シフトレバーび P なかでエンジンを停止させた場合、"エンジンスター 
ト ストップ’’ スイッチびアクセヴ U —モードとなるため、そのまま放置する 
とノ（ッテ U —あびりの原因とな D ます。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■"エンジン スタートストップ"スイッチの操作について 

"エンジンスタートストップ’’スイッチ操作時に引っかかりなどの違和感びあ 

るとをは、故障のおそれびあります。すみやかにトヨタ販売店にご連絡くださ 

い。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イたジシヨン)スイッチ(ストにントリ-&スタ-トシステムが装着車) 


■ エンジンのかけ方 
才—トマチック車 

fT 1 ノ（ーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画回シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
I 画 3| 運転席に座ってブレーキペダルをしっかり踏む 
图 IH エンジンスイッチを " START " の位置にまねず 

マニュアル車 

fniim ノ（ーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
国圆回シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる 
mm クラッチぺ夕しとブレーキぺ夕レをしっかり踏む 
图 HI エンジンスイッチを " START " の位置にまねず 

■ エンジンスイッチの位置の切りかえ 

□ " LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ング□ックびかか0 

-キーを抜を挿しすることびで 
をます。 

(才ートマチック車は、シフト 
レノ（一の位置び P のとを、キー 
をあを挿しできます） 

旦 " ACC " 

アクセサ I 」ーソケットなどの電装 
品び使用でをます。 

□ " ON " 

すべての電装品び使用でをます。 

□ "START 

エンジンび始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


曰知識 


■キーを " ACC " か5 " LOCK " にまわずには 


旧麵11 I シフトレバーび N (マニュアル車）または P けートマチック車）の 
位置にあることを確認する 

キーを押し込みなびら " LOCK " までまわす 



■エンジンび始動しないとさは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 
(一 P ' 75) 

トヨタ販売店へ連絡してください。 

■ステアリング□ックを解除ずるには 


ステア U ングを左ちに動かしなびら、エン 
ジンスイッチをまねしてください。 



■キー巧き忘れ警告ブザー 

キーび巧してあり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK " のとを、運 
転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 

■バッテリー交換などでバッテリー端テを再接続した直後は 

エンジンび始動しないことびあります。その場合はエンジンスイッチを " ON " 
にし、10砂な上経過してからエンジンを始動してください。エンジン始動直後 
はアイド U ングび不安定になることびありますび、異常ではありません。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとさは 

必ず運転席に座って巧ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ D ます。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOC ににしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 " ACC " にしてください。走行中にエンジン 
び停止すると思わめ事故につなびるおそれびありを険です。（一 P . 342) 


A ミち意 

■バッ テリーあげりを防止するために 

エンジンびかかっていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦一度に 10砂な上 スターターを まわさないでください。 スターターび 故障する 
原因になります。 

エンジンびかからないときは、一旦エンジンスイッチを " LOCK " に戻し、10 
砂じ(上放置してからちラー度まわしてください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランス5ッシヨン A 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 
■シフトレバーの動かし方 



* スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " の状態で、ブレーキペダルを踏ん 
だまま操作しまず。 

P と□のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止めてか 
日行ってください。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON 
モードの状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 

P と□のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止めてか 
日行ってください。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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2-1 .運転のしかた 


■ シフトポジションの使用目的 


シフトポジション 

メーター表の 

目的 

P (パーキング） 


P 


駐車またはエンジン始動 

R (リバース） 


園 


後退 

N (ニユートラル） 


N 


動力び伝わらない状態 

□ (ドライブ） 


D 


(1 速〜己速まで自動を速） 

(バドル 

因 4 

シフトスイツ 
時） 

チ 操作 

一時的なマこユアルモード走行 
(^ P . 14目） 

M (マニュアル） 


♦M 

の ‘7 


マこユアルモード走行 

(^ P . 1 44) 


^ D ポジションを使用することで、そのとをの走行状況に適切なギヤ段が自動で 
選択されます。通常は D ポジションを使用してください。 
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2-1 .運転のしかた 


■走行モードの選択 

走行制御モードスイッチを押すことで、走行-使用条件にあわせて次 
のモードを選択でをます。 



曰スポーツモード 

SP 日 RT 表示灯び点灯します。 

スポーティな走行、カーブの多い山間地などの走行に適しています。 

且スノーモード 

SN 日 W 表示灯び点灯します。 

雪道など、すべ0やすい路面での発進-走行に適しています。 

スポーツ モー ドまたはスノー モー ドを解除するときは、もラー度同じ 
スイツチを押します。 
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2-1 .運転のしかた 


I マニュアルモード走行 

シフトレバーを M ポジションにずると、マニュアルモードに切りかねり 
ます。 

シフトアップ/ダウン可能表示巧が点なしているあいだ、シフトレバー 
またはパドルシフトスイッチ A の一側または+側の操作で思い通りのギ 
ヤ段を還択し、運転ずることびでさまず。 

ほすぎる車速でシフトアップ操作を行つた場合は変速しません。 

n シフトアップ可能表示な 
曰シフトダウン可能表示な 
且シフトアップ （+) 

□ シフトダウン （一) 

シフトレバーまたはパドルシフト 
スイッチ★を操作するごとに1速 
ずつ変速し、選択したギヤ段に固 
定されます。 

シフトポジション•シフトレンジ表示 
口に [ M ] び点口し、1〜日速のあい 
だで還おされているギヤ段が表示さ 
れます。 

マニュアルモードでは、シフトレバーまたはパドルシフトスイッチ'^を 
操作しない限り変速しません。ただし、次の場合は自動的に変速しまず。 

♦車速び低下した場合（シフトダウンのみ） 

• エンジンオイルび高温で、エンジン回転数びレツドゾーン近くまで上 
昇した場合 
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* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 































2-1 .運転のしかた 


白知識 

■シフトレバーを P か5他の位置にずるとさは 

先にシフトレバーを横に押してからブレーキペダルを踏むと、レバー操作びで 
をないことびあります。先にブレーキペダルを踏み、シフトレバーを操作して 
<ださい。 

■キックダウンについて 

□ ポジションで走行中にアクセルペダルを深く踏み込むと、自動的に化速ギヤ 
段に切りかわります（キックダウン)。強い加速力を化要とするとをに使用しま 
す。 

シフトレバーび M ポジションのとをは、キックダウンは使用でをません。キッ 
クダウンを使用する必要びある場合は、 D ポジションに戻してください。 

■シフトダウン制限警告ブザー 

シフトダウン不可能な車速（シフトダウンすることによりエンジン回転数び 
レッドゾーンに入る場合）でシフトダウン操作をした場合、ブヴーび鳴り、運 
転者にシフトダウンでさないことを知らせます。 

■リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとフヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせま 
す。 

■スポーツモードについて 

♦スポーツモードでは、低ギヤ段を使用し、より高いエンジン回転数で変連し 
よ9 〇 

♦シフトレバーが M ポジションでスポーツモードに切りかえた場含 、 SPORT 
表示口は点灯しますがスポーツモードの制御はしません。シフトレバーを D 
ポジションにしてください。 

■スノーモードについて 

スノーモードでは、すべり防止のため、1速には入りません。 

■走行モードの自動解除 

スポーツモードまたはスノーモードを選択して走行後、エンジンを切ると、自 
動的に通常走行モードに切りかわります。 



14已 





2-1 .運転のしかた 


■シフトレバーが P か5シフトでさないとさは 

一 P . 328 

■停車したとさのギヤ段について 

暖機中のアイド U ング回転数び高いとを、かつ路面びすべりやすい状態のとを 
は、自動的に2速での停止 ■ 2速からの発進となる場合びあります。 

■-時のなマニュアルモード走巧について（パドルシフトスイッチ装着車） 

シフトレノ（一び D ポジションのとをにパド 
ルシフトスイッチを操作することにより、 
一時的にマニュアルモード走行に切りかわ 
ります。 

このとを、シフトポジション•シフトレン 
ジ表示巧に [□] び点打し、選択されている 
ギヤ段び表示されます。 

(エンジン回転数びレッドゾーン近くまで 
上昇したとさは、自動的にシフトアップし 
ます。） 



なのとを、一時的なマニュアルモード走行は解除され、通常走行に戻ります。 
参一定時間しツ上走行したとを（操作時の走行状況により時間は異なります） 
♦停車したとを 

♦アクセ j レぺダ j レを一定時間しツ上踏み続けたとを 
♦アクセ j レぺダ j レを奥まで踏み込んだとを 


14巨 























2-1 .運転のしかた 


■ AI - SHIFT について 

AI - SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に適切なギヤ段に切 
0か文ます。 

AI - SHIFT は、シフトレバーを D ポジションにしているときに自動的に作動し 
ます。（パドルシフトスイツチを操作したりシフトレノ（一を M ポジションにする 
と、機能び解除されます。） 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますのでま意してください。 

■誤 操作を防ぐために 

バドルシフトスイッチにアクセヴ U —などをかけないでください。 

パドルシフトスイッチび不意に動くおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

7ニユアルトランスミッションが 


■シフトレバーの動かし方 



クラッチペダルをしっかり踏み、シフトレバーをゆっくり操作しま 
す。 

■ R へのシフト操作 


プルカラーを引さ上げなび日、 
R に入れまず。 
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* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 














2-1 .運転のしかた 


I シフトアップインジケーター 


燃費効率の良い運転びでをるよラ 
に、シフトアップインジケーター 
び3回点滅し、シフトアップの夕 
イ S ングをお知らせしまず。 

巧期設定は非表示になっています。表 
示/非表示を切0かえることびでを 
ます。 （^ P . 1巳日） 


曰知識 

■リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせま 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 


■ トランス S ッシヨンの損傷を防ぐために 



参 クラッチペダルを踏まずにシフトレバー 
を操作しないで < ださい。 


♦ R へシフトするとを1；(外は、プルカラーを上へ引かないでください。 

♦ R へシフトするとをは、車が停止した状態で行ってください。 


1已〇 














2-1 .運転のしかた 

方向お巧 レバー 


レイ（一操作により、；欠のように運転者の意思を表示ずることびできま 
ず。 

n 左折 
曰ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで左側ち向指示な 
び点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側ち向指示な 
び点滅します。 


口知識 
■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチが " ON " のとさ 

スマートエントリー&スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイク‘こッシヨン日 N モードのとさ 
■ 表示巧の点滅び異常に速くなったときは 
方向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 




1已1 




















2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



n パーキングブレーキをかけるには、ブレーキペダルを踏みなび5パー 
キングブレーキレバーをいっぱいまで引< 

且パーキングブレーキを解除ずるには、レバーを少し弓 I き上げ、ボタ 
ンを巧しなびら完全に下までをどず 


白知識 

■を季のパーキングブレーキの使用について 

一 P . 18己 


A 汪意 
■走行 前のミち意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 


1已2 


















2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



白知識 

■/\ンドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 巨 2) 



1已3 








2-2. メーター の見方 

計器類 



車両の走行速度を示します。 

曰タコ;ーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

且 デジタル スピー ド メーター ★ 
車両の走行速度を示します。 

□ 燃料計 

燃料残量を示します。 

且 ‘‘0 D 日/ TRIP " スイッチ 

^ P . 1已已 

且 " DISP " スイッチ 
-^P. 163 

□ 水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 


1已4 


仕様によ0異なる装備やオプション装備 




























2-2. メーターの 見ち 


0オドメーター、トリップメーター、マルチインフォメーションディ 
スプレイ 

オドメーター：走行した総距離を表示します。 

トリップメーター： U セットしてか5の走行距離を表示します。区間距離は、 
卜 U ップ A、 トリップ B の2種類で使い分けることびでをます。 

マルチインフォメーションディスプレイ：走行に関する様々な情報を表示しま 
す。 UP. 162) 


I ちがの切りかス 

" ODO / TRIP " スイッチを巧ずごとに、次のよラに切りかわりまず。 



n オドメーター 

且卜1」ップ メーター A & ] 

且卜 U ップメーター巨※] 

QMT シフト表示の設定画面※2 (マニュアル車） 

一 P. 1巳日 

表示中に "ODO/TRIP" スイッチを長巧しすると、走行距離はI」セットされ、 
0に戻ります。 

《2エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK" のとを（スマートエント U-& 
スタートシステム非装着車)、または"エンジンスタートストップ"スイッチ 
びアクセサ U- モードまたは OFF のとを（スマートエント U-& スタートシ 
ステム装着車）のみ表示されます。 



1已已 



































2-2. メーターの 見方 


| mt シフト表示の設定（マニュアル車) 

シフトポジションインジケーターとシフトアップインジケーターの表示 
/非表示を切りかえることびでさまず。 

固圆 I 五" ODO / TRIP " スイッチを巧して、設定画面を表示させる 
(一 P .] 已已） 

固 画 司" ODO / TRIP " スイッチを長巧しずる 

長巧しするごとに表示/非表示び切0かわ0ます。 

[ G - on ] :表示 
[ G - oFF ] :非表示 


I インストルメントパネル照度調壁ダイヤル 

インストルメントパネル照明の明るさを調整でさまず。 

n 明る<なる 
曰暗くなる 



曰知識 

■インストルメントパネル照度の減光制御について 

車幅なまたはへッドランプび点なすると、インストルメントパネル照明は減光 
されます。ただし、インストルメントパネル照度調整ダイヤルを上側いっぱい 
にまねした状態では、車幅灯またはへッドランプび点なしてちインストルメン 
トノてネル照明は減光されません。 


1已6 






























2-2. メーターの 見ち 


A ま意 

■ エンジンや構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

♦水温 計の針び H のレツドゾーンにはいったとをは、オーバーヒートのおそれび 
あるので、ただちにま全な場所に停車してください。 UP . 338) 


運転するとさに 


1已7 





2-2. メーターの見方 

表示巧/警告巧 


メ—ター.センターパネル内の表示；) a / 警告'灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 

次のイラストは、説明のためずベての表示打/警告巧を表示していま 
す。 

メーター 




CTH22AW004 


1已8 




























2-2. メーターの 見ち 


表示口 

システムの作動状況を表示しまず。 


ぐ令 


抓 


0 幸 


巧 


ち向指示表示好 
(一 P ' 1 已 1 ) 

八イ ビーム 表示な 
(一 P ' 1 68 ) 

フ□ントフォグランプ 
表示灯* (一 P . 171 ) 

U 中フォグランプ表示好 ★ 
(一 P ' 171 ) 

セキュ 1 」ティ表示な 
(一 P . 75 , 77 ) 


面) 


U ‘ 


(オートマチック車） 


SPORT 


SPORT 表示灯 
(一 P . 143 ) 

(才ートマチック車） 

SNOW 表示口 
UR 1 43 ) 


SNOW 


(才ートマチック車） 

シフトポジションインジ 
ケ—夕— (^ p . 148 ) 


え 

(マニュアル車) 


ミ…! 


シフトアップインジケー 
夕— （^ p . 149) 


シフトアップ/ダウン可能 
表示灯（一 P . 144 , 1 46 ) 


(マニュアル車） 


量 

( 点滅） 


る 

スマートエント U —&ス 


タートシステム表示な ★ 

TRC 

(緑色） 

UP . 129 ) 

シフトポジション-シフト 

OFF 



D 


レンジ表示打（一 P . 142 ) 


(才ートマチック車） 

OFF 


VSC 

SPORT 


(^ P . 1 77 ) 

TRC OFF 表示打 
(^ P . 178 ) 

VSC OFF 表示口 
(一 P . 179 ) 

VSC SPORT 
表示な UP . 179 ) 

REV インジケーター ★ 
(一 P.11 目） 


:仕様によ 0 異なる装備やオプション装備 
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2-2. メーターの 見方 


《作動確認のたがにエンジンスイッチを"日 N " (スマートエント U — &スタート 
システム非装着車）または"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッ 
ション日 N モード（スマートエント U -& スタートシステム装着車）にすると 
点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯します。点灯しない場合や点灯 
したままのとをはシステム異常のおそれびあ0ます。トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 

■警告'灯 

万一のシステム異常などを警告します。 (^ P . 296) 


口 


Co 

(©) 

を 

曲 

が 

(©) 

★《2 





女 ※1 



る 

®! 

ぶ 

み 2| 

固 

|伯削 




馈色) 


] 作動確認のためにエンジンスイッチを " ON " (スマートエント U -& ス 
タートシステム非装着車）または"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをイグニッシヨン日 N モード（スマートエント U —&スタートシステム 
装着車）にすると点灯し、数砂後またはエンジンをかけると消灯します。 
点灯しない場合や点灯したままのとをはシステム異常のおそれがあ0ま 
す。トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 

2 黄色に点滅した場含はシステム異常のおそれびあ 0 ます。緑色に速<点滅 
した場含はステア U ング□ックが解除できていないことを示します。 
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仕様によ0異なる装備やオプション装備 
























2-2. メーターの 見ち 


A 警告 

■まを 装置の警告なが点なしないとさは 

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯び、エンジンスイッチを " ON " 
(スマートエント U -& スタートシステム非装着車）または"エンジンスタート 
ストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード（スマートエント U - &スター 
トシステム装着車） にしてち点好しない場合や点好したままの場合は、事故に 
あったとをに正し<作動せず、重大な傷害を受けた D 、 最悪の場合死！::につな 
びるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


運転するとさに 
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2-2. メーター の見方 

マルチインフオメーシヨンデイスプレイ 


マルチインフォメーシヨンディスプレイは、外気温や走行に関ずる 
様々な情報を表示しまず。 



• 外気温度 
• 瞬間燃費 
• 平均燃費 

• REV インジケーター★の設定 
画面 
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* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 























2-2. メーターの 見ち 


I お古の切 b かス 

" DISP " スイッチを押すごとに、次のよラに切りかわります。 



□ 旦 



D 外気温度 
-^P. 220 


曰瞬間燃費 

現在の瞬間燃費を表示します。 

曰平均燃費 

リセットしてからの平均燃費を表示します。 

- U セットするには、平均燃費表示中に"□に P " スイッチを長押しします。 
-表示される平均燃費は、参考として利用してください。 

□ REV インジケーターマの設定画面‘^ 

-^ P . 164 

^停車時のみ表示されます。 


仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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2-2. メーターの 見方 


REV インジケーター★の設定 


■ 設定の変更 

REV インジケーターび点なずるエンジン回転数と、点な時のブヴー 
吹鳴あ0 /なしを設定でをまず。 

回転数設定範囲： 2000〜7400 rpm 


固圆I で" DISP" スイッチを巧して、 


手順 



CTH22AW070 


手順 



CTH22AW071 


設定画面を表示させる UP . 1 63) 

"DISP" スイッチを長押しする 

[ REV .] と千の位が点滅します。点滅 
後、長押しするごとに数字がかわ0ま 
す。 


"DISP" スイッチを巧す 

百の位が点滅します。点滅後、長押し 
するごとに数字がかわります。 


固圆I互" DISP" スイッチを押す 

ブヴーが"ピッ " と鳴り、エンジン回転数の設定が完了します。 
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仕様によ0異なる装備やオプション装備 


















2-2. メーターの 見ち 


-'REVc 

ゾ7 ? ! !、 

tron 
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" DISP " スイッチを長押しする 

長押しするごとにブヴー吹鳴のあ0 
/なしが切0かわ0ます。 

[ b - on ] :ブヴー吹鳴あ0 
に-日 FF ] :ブヴー吹鳴なし 
[ b - oFF ] から [ b - on ] に切0かえると、 
ブヴーが"ピピピ"と鳴0ます。 


固圆 I 互" DISP " スイッチを押す 

ブヴーが"ピー"と鳴0、すべての設定が完了します。設定された状態が表 
示されます。 

■設定の解除 


ザ EV こ - 

a '，,，,、 

、。グ nn 

ム，已, 



CTH22AW073 


設定回転数の千の位を[一]にした 
あと、 " DISP " スイッチを巧ず 



1巨已 










2-2. メーターの見方 


口知識 

■表示を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチが " ON " のとさ 

スマートエントリー&スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 


A ま意 

■イ氏 温時の画面表。について 

画面の温度が極めて低いとさは、画面表示の切りかえが遅れる場合があります 
ので、車内を暖めてください。 
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2 -五ランプのつけ方-ワイパーの使い方 

ランプスイッチ 


自動または手動でへッドランプなどを点！打できまず。 

レバーの端をまわずと、次のよラにランプび点灯しまず。 

OFF 消灯 

AUTO へッドランプ、車幅巧な 
著^^どを自動点な-消灯 

(エンジンスイッチび 
"ON" (スマー トエント 
IJ 一 &スター トシステ 
ム非装着車）または"エ 
ンジン スター トストッ 
プ"スイッチびイグニッ 
シヨン ON モード（ス 
マー トエント U-& ス 
タートシステム装着車） 
のとさ） 

• 車幅灯-尾灯-番号な • 
インストルメントパネ 
ル照明を点な 

10上記ランプとヘッドラ 
ンプを点灯 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


[八イ ビームに ずる 



n ランプ点な時八イビームに切り 
かを 


レバーを元の位置へちどすと□一 
ビームに戻ります。 

旦レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点灯 

ランプび消なしていてち、八イビーム 
び点なします。レバーをはなすと、 


□ービームに戻るまたは消なします。 


I 手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドランプ装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドラン 
プの光軸を調整することびでさまず。 



n 上向をに調整 
曰下向さに調整 


柔員と荷物のま件 

ダイヤル位置 

乗員 

荷物 

運転ち 

なし 

0 

運転者と助手席柔員 

なし 

0 

全柔員 

なし 

1 

全柔員 

トランクルーム満載時 

2 

運転者 

トランクルーム満載時 

2 
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2-3. ランプのつけち.ワイパーの使い方 


口知識 

■ライトセンサー(コンライト装着車） 

センサーの上に物を置いたり、センサーを 
ふさぐよラな物をウインドウガラスに貼ら 
ないでください。周囲からの光び遮られる 
と、自動点な-消灯機能び正常に働かな< 
なります。 


■ランプ消し忘れ防止機能 
スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチからキーを抜を、運転席ドアを開けると、ヘッドランプと尾 
巧び消なします。 

再びランプを点なする場合は、エンジンスイッチを "ON" にするか、一度ラン 
プスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または呈 D の位置にします。 

スマートエントリ ー& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にして運転席ドアを開けると、 
へッドランプと尾灯び消灯します。 

再びランプを点灯する場合は、"エンジンスタートストップ’’スイッチをイク' 
ニッシヨン ON モードにもどし、再度 ♦ または呈 D の位置にします。 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドランプ装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドランプの光軸を自動で調整します。 

■ランプ消し忘れ警告ブザー 

へッドランプ-尾なび点なしている状態で運転席ドアを開けると、ランプ類の 
消し忘れを警告するフヴーび鳴ります。 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


■節電機能 

車両のバッテ U - あびりを防止するため、エンジンスイッチを " LOCK " (スマー 
トエン ト U -& スタートシステム非装着車） または"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF (スマートエント U -& スタートシステム装着車）の 
状態でヘッドランプまたは尾灯び点なしている場合、節電機能び働き約20分 
後にすべてのランプび自動消なします。 

しツ下のいずれかを行った場合、節電機能は解除されます。 

-エンジンスイッチを " ON " (スマートエント U -& スタートシステム非装着 
車）または"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン 
ON モード（スマートエント U -& スタートシステム装着車）にしたとを 
-ランプスイッチを操作したとを 
-ドアを開閉したとを 

■販売店で設定可能な機首目 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧一 P . 3已已） 


A ま意 

■バッ テリーあげりを防止するために 

エンジンを停止した状態でランプを長時間点なしないでください。 
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2 -五ランプのつけ方-ワイパーの使い方 

フォグランプスイッチ A 


雨や霧などの悪天暢下で視界を確保しまず。 

フ□ントフォグランプスイッチ 

ロフ□ントフォグランプを消な 



CTH23AW028 


する 

且フ□ントフオグランプを点灯 
する 


* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使いち 


フ□ント&リヤフォグランプスイッチ 



CTH23AW030 


D 消なずる 

曰フ□ントフォグランプを点な 
する 

且フ□ント &U ヤフォグランプ 
を点なずる 

手を離すと卖〇 の位置までち 
ど0ます。 

再度操作すると、1」ヤフオグラン 
プのみ消なします。 
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2-3. ランプのつけち.ワイパーの使い方 


口知識 
■点なを件 

フ□ントフォグランプスイッチ 

へッドランプまたは車幅灯び点なしているとさに使用でをます。 

フ□ント&リヤフォグランプスイッチ 

フロントフォグランプ：へッドランプまたは車幅なび点なしているとさに使用 
でをます。 

U ヤフォグランプ：フ□ントフォグランプび点なしているとをのみ使用でさま 
す。 

■リヤフォグランプについて 

• 1」ヤフォグランプび点打しているとをは、メーター内の表示なび憧色に点灯 
します。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車のを在を知らせるために 
使用します。 

視界び悪いとを!;(外に使用すると後続車の迷惑になる場合びあ D ます。 

必要なとを N がは使用しないでください。 
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2 -五ランプのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパー&ウォッシャー 


INT を選択しているとき、間欠作動の時間を調壁ずることびできまず。 

なのよラにレノ（一を操作して、ワイパーの作動を選択しまず。 

口間欠作動 （ INT ) 




CTH23AW009 


0 な速作動 ( L 0) 

0 高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 （ MIST ) 


且間欠ワイパーの作動頻度(減) 
□ 間欠ワイパーの作動頻度(増) 
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2-3. ランプのつけち.ワイパーの使い方 



曰知識 
■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとさ 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■ウォッシャー液げ出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとさは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 


A 警告 

■ウ ォッシャー使用時の警告 

寒を時はフロントウインドウガラスび暖まるまでウォッシャー液を使用しない 
でください。ウォッシャー液びフロントウインドウガラスに凍 D つさ、視界不 
良を起こして思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につながるおそれが态〇ます。 



17已 











2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


A ま意 

■フ □ントウインドウガラスび乾いているとさは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液げ出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作しつづけないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ノズルびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を捕助する装置 


走行の安を性や運転性能を高めるため、走行状況に応じてむ下の装置 
が自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、 
過信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、よ〇大をなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□-ル） 

急な八ンドル操作や、すべ0やすい路面で旋回するとをに横すベ0を抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 

すべ0やすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力を確保し 
ます。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


[TRC - VSC が作動しているとき 


VS 巳- TRC び作動しているとき 
は、ス U ップ表示打び点滅しまず。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[ TRC を停止ずるには 

めかるみや砂地、雪道などから脱出ずるとさに、 TRC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでちエンジンの出力び上び b ず、脱出び 

困難な場合びありまず。このようなときに、1ミ1を巧ずことにより、脱 


TRC を停止ずるにはスイッチを巧 
ず 

TRC OFF 表示なび表示されます。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動可能巧態にちど0ます。 


出しやずくなる場合びありまず。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[VSC SPORT モード 

運転者び望むさまざまな運転を可能にずるため2種類の制御モードを搭 
載し 、 VSC SPORT スイッチによって制御モードを還おずることびで 
さまず。 

通常はノーマルモードで安むしてスムーズに走ることびでさまず。 
スイッチを巧すと 、 VSC SPORT モードに切りかわりまず。 

VSC や TRC などの制御特性を調整ずることで、運転者のイメージによ 
り近い運動性能を可能としなびら、安む感を高いレベルで得ることびで 
をまず。 


VSC SPORT モード/ノー マル 
モード 

VSC SPORT モードにずると 、 VSC 
SPORT 表示なと VSC OFF 表示な 
び点なします。 


白知識 

■ TRC と VSC を停止ずるには 

TRC と VSC を停止するには停車時に VSC OFF スイツチを押し 3 砂!;(上保持 
してください。 

TRC OFF 表示灯と VSC OFF 表示なび点なします。 

もラー度スイッチを押すと、システム作動可能状態にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ ABS • ブレーキアシスト- TRC • VSC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後、フレーキペダルをくり返し踏んだとさに、エン 
ジンルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよラな現象び発生することびあ D ます 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止にしたあと、しツ下のとをはシステム作動可能状態に戻 
ります。 


♦スマートエント U -& スタートシステム非装着車：エンジンスイッチを 
" LOCK " にしたとを 

♦スマートエント U -& スタートシステム装着ま："エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にしたとを 

• ( TRC のみを作動停止にしている場合）車をび已 Okm / h をこえたとき 
但し、 TRC と VSC の作動を停止している場合は、車速による自動復帰はあ 
0ません。 


■ EPS の効果び下げるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
オーバーヒートを避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられる 
よラになります。その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを 
停止してください。しばらくするともとの状態にもど D ます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ VSC SPORT モー ドの自動解除 
スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

VSC SPORT モードを選択して走行後エンジンスイッチを " LOCK " にすると、 
自動で ノーマルモー ドにちどります。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

VSC SPORT モードを選択して走行後"エンジンスタートストップ’’スイッチ 
を OFF にすると、自動でノーマルモードにもどります。 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとさ(雪に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとさなど） 

♦雨で めれた路面や、マンホールのフタなどすべりやすい路面での高速走行時に、八 
イドロプレーニング現象^び発生したとを 

水のたまった道路を高連で走行すると、タイヤと路面のあいだに水び入り込 
み、タイヤび路面から浮いてしまい、八ンドルやフレーキび効かなくなる現象。 

■ ABS び作動することで、制動距離が通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。しツ下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなぎ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両の方向安定性や駆動力を失ラよ5な状況では、 
とくに慎重に運転してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■スリ ップ表示なび点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅した 
らとくに慎重に運転してください。 

■ TRC や VSC を OFF にするとをは 

TRC や VSC は駆動力や車両のち向安定性を確なしよラとするシステムです。 
そのため、必要なとさし U かは TRC • VSC を作動停止状態にしないでください。 
TRC や VSC を作動停止状態にしたとをは、路面状況に応じた速度で、とくに 
慎重な運転をむびけて < ださい。 

■タイヤ またはホイールを交換ずるときは 

4輪とち指定されたサイズで、同じメーカー•ブランド-トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 3已 2) 
異なったタイヤを装着すると 、 ABS . VSC • TRC び正常に作動しません。 
タイヤ-またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
0ます。 
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2-5. 様々な状況での運車云 

巧物を積むとまのを意 


をまで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• できるだけ荷物はトランクに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏らないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 
♦燃料び はいった容器 
参 スプレー宙 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物を 積むときは 

なの警告をお守 D ください。お守 D いただかないと思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D を険です。 

♦でさる だけ荷物はトランクに積んでください。 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、クラッチペダル-ブレーキペダル • アクセルペダルを 
正しく操作でをなかったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突し 
た0して、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

-運転席足元 

-助手席や1」ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

. パッ ケージ トレイ 
-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、柔員を傷付けるおそ 
れびあります。 

♦後 席のシート背をたれを巧りたたんで荷物を積むとさは、荷物を積み重ねない 
で < ださい。 

急ブレーキや事故の際に、巧げ出され、柔員を傷付けるおそれびあります。 

♦後 席のシート背もたれを巧りたたんで、寸法び長い荷物を積むときは、できる 
だけ前席シート背をたれの真ラしろには積まないでください。 

♦トランクに 人を柔せないでください。乗員用には設計されていません。柔員 
は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 

お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないようにしてくださし、。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御のほ 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


運転するとさに 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒巧時の運お 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたうえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦次のをのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-ウォッシャーあ 

♦バッテ U —の点検を受けてください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ巧）を使巧し 
て < ださい。 

4輪とを必ず、指定サイズ-同ーサイズ-同ーメーカー-同一銘 
柄および同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着し、夕 
イヤチェーンはタイヤサイズに合ったちのを使用してください。 
(タイヤについて 一 P . 241) 

■ 運転ずる前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷ををかし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるときは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いて < ださい。 

• 外装ランプや車両の屋根に雪や氷び付いているとさは、取り除い 
て < ださい。 

♦雪道を走行したり、吹雪の中で駐車したとさは、足まわりに雪や 
氷び凍結し、八ンドルの切れやブレーキの効をび悪くなることび 
ありまず。付着している雪や氷を取り除いて<ださい。 

♦乗車ずる前に靴底についた雪をよく落としてください。 


18巨 




2-5. 様々な状況での運転 


• ドアガラスび凍結した状態でドア開閉を行ラと、安全装置び作動 
し、ドア連動ガラス開閉機能び正常に作動しなくなる場合びありま 
す。その場合は、氷を溶かした後に、し U 下の作業を行って < ださい。 

liiarn ドアガラスを半分程度の位置まで下げる 

パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、 
ドアガラスび閉まったあとも、スイッチを]秒じ(上引き続ける 
ガラス位置の再設定び行われ、安全装置作動状態び解除されます。 

■運転ずるとをは 

ゆっくりスタートし、車間距離を十分にとって控えめな速度で走行 
して < ださい。 

■駐車ずるとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でを 
な<なるおそれびあ0まず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーをオートマチック車は P 、 マニュアル車は下りあでは R 、 
上り坂では1速に入れて駐車し、輪止め ’X をしてください。 

^輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでをます。 
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2-5. 様々な状況での運転 


□知識— 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取 D はずし-取り扱い方法についてはなの指示に従ってください。 

♦ま全に作業でをる場所で行5 

♦後2輪に取り付ける 

参タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 

♦取り付け後、約100 m 走行したら締め直しを行5 


■寒を地用ワイパーブレードについて 


♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のフレードを 
おホめください。 

♦高ま走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふさ取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能とな D 、 重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 指定サイズ.同ーサイズ.同 ーメーカー.同一銘柄および同ートレッドパター 
ン（溝模様）のタイヤを使用する 

♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦装着 したチェーンに定められた制限速度、ちしくは30 km / h のどちらかほい 
ほラをこえる速度で走巧しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 

♦急 加ま、急八ンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ 
の使用は避ける 

♦カーブの 入 D □手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A 汪意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品し i (がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのをあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるとさは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 



ま巧装備の巧い方 3 


3-1 .エアコンとデフオッガーの 


使い方 

マニュアルエアコン . 192 

オートエアコン . 199 

U ヤウインドウデフォッガー 
Si ミラ ーヒーター 
(曇0取 0). 208 

3-2. 室内巧のつけ方 

室内灯一覧 . 210 

-インテ U アランプ . 211 


3-4. その他の室内装備の使い方 


サンバイヴー . 217 

バニティミラー . 218 

時計 . 219 

外気温度表示 . 220 

アクセサリーソケット . 221 

シートヒーター . 223 

フ□アマット . 22已 

トランク内装備 . 228 


3-3. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 212 

-グ□ーブボックス . 213 

-ボトルホルダー.…. . 214 

-フ□ントカップホルダー 
(脱着式）/フロント 
コンソールトレイ .2] 已 
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3-1 .エアコンとデフ ォッ ガーの使い方 

マニュアルエアコン A _ 



風量調節ダイヤル 


I 設定の調壁 

I 巧欄111 風最を調整ずるには、風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へ 
まわす 

送風を止めるとさはダイヤルを0の位置に合わせる。 

( A / c ]) ボタン非装着車：温度調整ダイヤルをちへまわずと、暖か 
<な0まず 

11^ タン装着車：温度設定を変更ずるには、温度調節ダイヤ 

ルをち（暖）か左 （; 令）へまわず 

(( A/C )) び巧されてない場合は、さ風または暖房で使用でをます。 
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* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 




















!- l . エアコンとデフ ォッ ガーの使いち 


I 巧 111引 的;さ化し□を切りかえるには、的;き出し口切りかえダイヤルをま 
わし吹を出し口を選ぶ 

ダイヤルの位置を各吹を出し□のあいだにすると、吹き出し□を細かく還択 
でさまず。 


Iフ□ントウインドウガラスの量りを取るには 


吹き出し口切りかえダイヤルを 
巧巧の位置にずる 

自動的に外気導入に切0かわ0ます。 


111[司状況に応じて次の操作を行ラ 

• 風量調節ダイヤルで風量を調整ずる 
• 温度調節ダイヤルで温度を調整ずる 

• ((かじ^ボタン装着車：除湿機能び作動していないとさは、 
Iw う を巧して作動させる 

風量を強くし、送風温度を上げると、よ0早く曇0を取ることびでをます。 



室内装備の使い方 
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3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


のさ出し□と送風について 



G 下 H31AW056 


上半身に送風 



CTH31AW072 


上半身と足元に送風 



CTH31AW075F 


足元に送風 



足元に送風-ガラスの量りを取る 
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外気導入-内気循環を切りかえるには 


© 


を押す 

ボタンを巧す度に外気導入-内気循環が切0かわ0ます。内気循環を選択してい 
るとをは、 ( S ) の表示なび点灯しまず。 


風向きの調壁 


中央のさ出し □ 



風向きの調整 


左ち吹さ出し □ 



風向をの調整 


-1 .エアコンとデフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコンとデフ ォッ ガーの使いち 


[のさ出し□の開閉 


中央のさ出し □ 



n 吹を出し□を開ける 
曰吹さ出し□を閉じる 


左ち吹さ出し □ 



D フタを開ける 
曰フタを閉じる 
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曰知識 


■ガラスの量りについて 

I ボタン装着車：車室内の湿度び高いとさはガラスび曇りやすくなりま 


す。その場合はを ON にすると、吹き出し□から除湿された風び出 
るため、効果的に曇りを取ることびでさます。 

ボタン装着車: © を ON から OFF にすると、ガラスび曇りやすく 


I ボタン装着車： 

なります。 

•内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

I 外気導入-内気循環について 

♦トンネルや巧おなどで、巧れたか気を車内に入れた<ないとをは、内気循環 
にしてお < ことをおすすめします。 

• ^ c )) ボタン装着車：外気温度び高いとさにを房効果を高めたい場合は、内 
気循環にすると効果的です。 


■が気温度び 0° C 近くまで下びったとき （ 


© 


ボタン装着車） 


© 


A/C)) を押してを除湿機能び働かない場合びあります。 

I エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、車室内かのさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


-1 .エアコンとデフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 


197 





3-1. エアコンとデフ ォッ ガーの使いち 


■エアコンフイルターについて 

-^P. 280 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

外気の湿度び非常に高いとさにエアコンをほい設定温度で作動させているとを 
は、吹き出し□切りかえダイヤルを巧巧の位置に合わせないでください。外気と 
ガラスの温度差でガラスの外側び曇り、視界を巧げる場合びあ0ます。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中は、エアコンを必要しツ上に使用しないでください。 
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3-1 .エアコンとテフォ ツカーの 使い方 

才ートエアコン女_ 


設定温度にあわせて吹き出し□と風量を自動で調壁しまず。 



* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコンとデフ ォッ ガーの使いち 


I 才ートエアコンを使うには 

■連動モード 

運転席と目力手席の設定温度を同じにしまず。 


I 幻欄111 



を巧ず 


吹を出し□と風量が自動で調整されます。 


国 HI ] 設定温度を上げるとさは運転席側の温度調節ダイヤルをち（暖) 
へ、下げるとさは左（冷）へまわず 


mm 信を巧ず 


を巧すたびに;令房.除湿機能の ON . OFF び切0かわ0ます。（を 


房-除湿機能び ON のとを表示なび点なします。) 
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■ 独立モード 

運転席と目力手席の設定温度を独立してかえることびでをまず。 

I 巧 H 1 1 I を巧ず 

吹き出し□と風量び自動で調整されます。 


16311>11 2 I を巧ず （ 


の表示灯び点なします。） 


m 司運転席側の設定温度を上げるとさは、運転席側の温度調節ダイヤ 
ルをち（暖）へ、下げるとさは左（冷）へまわず 
助手席側の設定温度を上げるとさは、助手席側の温度調節ダイヤ 
ルをち（暖）へ、下げるとさは左（冷）へまわず 


巧び 


をがすと、連動モードにな0ます。 


の表示なび消 


なします。） 


旧欄, I 4 I 


を巧ず 


を巧すたびに;令房.除湿機能の ON . OFF び切0かわ0ます。 （; 令 


房-除湿機能び ON のとを |g=%| 表示なび点なします。) 


-1 .エアコンとデフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


I お好みの設定で使ラとさ 

固画の風量をかえるには、風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へ 
まわす 

風量は7段階に調整でをます。 

送風を止めるときは1^^を巧します。 

店 ill 习 設を温度をかえるには、温度を上げるとさは、運転席側/目力手席 
側の温度調節ダイヤ j レをち(暖)へ、下げるとをは左(を)へまわず 


〇 dual 

連動モード使用時、助手席側の温度調節ダイヤルをまわすかを巧 


す （ の表示なび点なします。）と独立モードに切0かわ0ます。 

Ife 編 3 I 吹さ出し□を切りかえるには、（1助^を巧ず 
巧すたびに吹を出し□び切0かわ0ます。 

I フ□ントウインドウガラスの量りを取るには 




を巧ず 


除湿機能び作動し、風量が増えます。 
内気循環にしている場合は、外気導入 
にして<ださい。（自動的に切0かね 
る場合ちあります。） 

風量を強< し、設定温度を上げると、 
よ0早く曇0を取ることができます。 


曇0が取れたら再度 



を押す 


202 


と前のモードにもど0ます。 








































1 のき出し□と送風について 

上半身に送風 


上半身と足元に送風 


足元に送風 

^ AUTO 設定のとをのみ送風されま 
す。 


足元に送風-ガラスの曇りを取る 

自動的に外気導入に切0かわる場合 
びあ0ます。 






與 

喔 

C 下 H31AW073 


!-1.エアコンとデフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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1-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


[外気導入-内気循環を切りかえるには 


を巧ず 

ボタンを巧ずたびに外気導入•内気循環び切りかわりまず。内気循環 
を還択しているとさは、^^の表示打び点灯しまず。 


I 風向きの調壁 

中央のさ出し □ 



風向きの調整 



風向さの調整 
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のさ出し□の開閉 


中央のさ出し □ 



左ち吹さ出し □ 



n 吹を出し□を開ける 
曰吹さ出し□を閉じる 


D フタを開ける 
曰フタを閉じる 


-1 .エアコンとデフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


曰知識 

■才ート設定の作動について 


風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されるため、 


© 


を押し 


た直後、温風や;令風の準備びでをるまでしばらく送風び停止する場合びありま 
す。 


■ガラスの量りについて 

♦ま室内の湿度び高いとさはガラスび曇りやすくなります。その場合は、 


を ON にすると、吹き出し□から除湿された風び出るため、効果的 
に曇りを取ることびでをます。 


♦ を ON から OFF にすると、ガラスび曇りやすくなります。 

♦内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあ D ます。 

■外気導入.内気循環について 

♦トンネルやお滞などで、巧れた外気を車内に入れた<ないとをや、外気温度 
び高いとさに;令房効まを高めたい場合は、内気循環にすると効果的です。 

♦設定温度や室内温度などにより、自動的に切りかわる場合びあります。 

■が気温度が〇‘ご]^^^のとき 


を押してちエアコンび作動しない場合びあります。 
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■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内外のさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびあ D ま 
す。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 

■エアコンフイルターについて 

一 P. 280 


A 警告 


■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

外気の湿度び非常に高いとさにエアコンをほい設定温度で作動させているとを 


© 


は、 i « j を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇 
り視界を巧げる場合びあります。 


成 ま意 


I バッテリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中は、エアコンを必要しツ上に使用しないでください。 


-1 .エアコンとデフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコンとデフォッガーの使い方 

リヤウインドウデフォッガ ー& ミラーヒーター（曇り取り) 


リヤウインドウデフォッガーはリヤウインドウの量りを取るときに 
ご使巧ください。ミラーヒーター*はドアミラーか5雨滴や霜を取る 


ときにご使用ください。 
マニュアルエアコン装着車 




C 下 H31AW047 


オン/オフ 

リヤウインドウデフォッガーは、 
約1已分で自動的にオフにな0ま 
す。 


オン/オフ 

U ヤウインドウデフ ォッ ガーは、 
約1已分で自動的にオフになりま 
す。 


曰知識 
■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチが " ON " のとき 

スマートエントリー&スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとさ 
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仕様によ0異なる装備やオプション装備 


















































■ s ラーヒーター ★について 

1」ヤウインドウデフォッガーをオンにするとミラーヒーターも同時に作動しま 
す。 

■カスタマイズ機能で連続作動にしたとさ （ オートエアコン装着車） 

連続作動は1已分間作動し、2分間停止、再度15分間作動を繰り返します。 
ただし、2分間の作動停止中ち表示灯は点灯しています。作動を停止するとを 
は U 中ウインドウデフ ォッ ガーをオフにします。 

■販売店で設定巧能な機能 （ オートエアコン装着車） 

U ヤウインドウデフォッガーを1已分作動/連続作動に設定変更でをます。 
(カスタマイズー覧： 一 P . 3已已） 


A 警告 

■5 ラーヒーター A 作動中の警告 

ドア5ラーの鏡面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるので触れ 
ないで < ださい。 


A ま意 

■バッ テリーあげりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因になります。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 
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3-2. 室内'なのつけ方 

室巧巧一覽 



曰エンジンスイッチ照明（スマートエント U -& スタートシステム非 
装着車） 

且"エンジンスタートストップ"スイッチ照明（スマートエント U - 
&スタートシステム装着車） 

□ ドアカーテシーランプ ★ 
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* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 










3-2. 室内打のつけち 


インテリアランプ 


[インテリアランプ 

n ランプを消打ずる 
且ドアポジション（ドア連動）を 
ON にずる 
曰ランプを点なずる 


曰知識 

■イル5ネーテッドエントリーシステム 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

ドアの施錠/解錠-ドアの開閉-エンジンスイッチの位置により、各部の照明 
び自動的に点な-消なします。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

電モキーの検ミ日-ドアの施錠/解錠-ドアの開閉-"エンジンスタートストッ 
ブスイッチの状態により、各部の照明び自動的に点な-消なします。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

半ドア状態で下のランプび点灯したままの場合、約20分後に自動消なしま 
す。 

♦インテリアランプ（スイッチびドアポジションのとを） 

♦エンジンスイッチ照明（スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 

♦"エンジンスタートストップ"スイッチ照明（スマートエント U -& スター 
トシステム装着車） 

• ドアカーテシーランプ ★ 

■販売店で設定可能な機能 

室内巧の消巧までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 3已已） 

*'■ 仕様によ0異なる装備やオプション装備 



室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 

収納装備一覽 



曰グ□ーブボックス 

B フ□ントカップホルダー*/フ□ントコンソールトレイ 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないもの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネびをお 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレーちのガスびをれるなどして火災につな 
びる 
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> :仕様によ0異なる装備やオプション装備 















3-3. 収納装備の使いち 


グ□ーブボックス 


[グ□ーブボックス 


グ□ーブボックスを開けるには、 
レバーを引さ上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたグローブボックスび体にあたったり、収 
納していたちのが飛び出したりして、思わ城事故につながりけがをするおそれ 
が友 D ます。 



室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


ボトルホルター 


■ボトルホルダー 



曰知識 


■ボトルホルダーについて 


♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ-おによつては収納でをないことびあります。 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーにはペットボトル(外のちのを置かないでください。 

急ブレーキや事故により、収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故 
につなび0けびをするおそれびあ D ます。 


A ま意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップ.ガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
た0するおそれびあ0ます。 
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□ント カップ ホルダー (脱着式） マ/フ□ントコンソールトレイ 



曰知識 


■フ□ントカップホルダーの位置を調舊ずる 



フロントカップホルダーを取りはずして位 
置を調整することびでをます。 


■フ□ントコンソールトレイの大きさを調舊する 



フ□ントカップホルダーを取りはずしま 
す。 


:仕様によ0異なる装備やオプション装備 


3-3. 収納装備の使いち 

フ□ントカップホルダー （脱着式） /フ□ントコンソールトレイ 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 



A 警告 


■走行 中の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦運転 するときは、シフトレバーの操作のさまたげとならないようフロントカツ 
プホルダーを後ちにおいてください。 


♦フ □ントカップホルダーの向をを逆向さ 
にしないでください。 



フ□ントカップホルダーびフ□ントコン 
ソールトレイに固定されず、シフトレ 
バー操作のさまたげになります。 


■収納して はいけないちの 

フロントカップホルダーにはカップや吿1；(外のちのを置かないでください。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

旦側 方をさえざるには、バイ 
プーを下ろした状態でフック 
からはずし、横へまわず 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

パニテイミラ ー A 



カバーを開けて使用しまず。 

バニティランプ装着車：カバーを 
開けるとランプび点なします。 


A ま意 

■バツ テリーあびりを防止ずるために（バニテイランプ装着車） 

エンジンび停止した状態で、長時間ランプを点なしないでください。 
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* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 
















3-4. その他の室内装備の使い方 

時計 


ボタンを押して時刻を調壁ずることびでさまず。 

n " 時"を調整ずる 
曰"分"を調整ずる 
0"分"を 00 にずる ’X 

《（例）1:0日〜1:29 ^ 1:00 
1:30〜1:已9 ^2:00 


曰知識 

■時刻び表示されるとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチが " ACC " または " ON " のとき 

スマートエントリー&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがアクセサ U —またはイグこッシヨン 
日 N モードのとを 

■バッテリー端子の脱着をしたとき 

バッテ U —端子の脱着を行ラと、時計のデータは U セットされます。 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

か気温度表'示 


-40 でか5已〇 ° C のあいだで表示されまず。 



" DISP " スイッチを巧し外気温 
度表おを表おさせます。 

(一 P . 1 63) 


口知識 

■ 外気温度が表示されるとき 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニツシヨン ON モードのとを 


■表示について 

なの場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているとさや、ほ速走行（約 20 km / h しツ下）のとを 
•外気温度び急激に変化したとを佳庫-トンネルの出入り□付近など） 

■ が1分 m 上表示されたときまたはが気温度げ表示されないときは 

システム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ u — ソケット 


12 V 10 A (120 W ) じ TF の電気製品を使ラとさの電源としてお使 
い < ださい。 

フ□ントコン ソール トレイ内 



グ□ーブボックス内'^ 



* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


口知識 

■使用を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ U —またはイグニッシヨン 
ON モードのとを 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

アクセヴ U —ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラ 
に、使用しないとをは、フタを閉めておいてください。 

■ ヒューズび切れるのを防ぐために 

12 V 10 A ( 1 20 W ) をこえないようにしてください。 

■バッ テリーあげりを防止するために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
し、。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

シ^™ 卜 夕^™'')^ 


スイッチを巧してフ□ントシー 
卜を暖める 

作動するとインジケーターび点な 
します。 

n 早<暖めたいとさに使いま 
ず。暖まったら0の位置にし 
て < ださい。 

曰保温ずるとをに使いまず。通 
常はこの位置で使巧してくだ 
さい。 


白知識 
■作動を件 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■使用しないときは 

スイッチを中立の位置にしてください。インジケーターび消なします。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

■やけどに ついて 

♦低温 やけどを負ラおそれびあるため、なの方は特に注意してください。 

-乳幼お.おテさま.年寄り.病人.体の不自由なち 
-皮膚の弱いち 
-疲ちの激しいち 

-深ミ酉や眠気をさそラ薬（睡眠薬'風邪薬など）を服用されたち 
♦シートに 毛巧-クッションなどを使用しないでください。 

シートヒーターの使巧により保品性び高まり、異常過熱の原因になります。 

♦シート ヒーターを必要しツ上に使用しないで < ださい。 

ほ温やけどを負ったり、シートヒーターの異常過熱の原因になるおそれびあり 
ふ 〇 


A ミち意 

■シー トヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なちのをまを 
刺したりしないで < ださい。 

■バッ テリーあげりを防止するために 

エンジンび停止しているとをは、スイッチを切ってください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のちのを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□ント 

n 目力手席用フ□アマット 

0運転席巧フ□アマット 

a 固定フック（ク U ップ）取り 
付け穴 

U ヤ 

□ U ヤ席巧フ□アマット 


■取り付けち（フ□ント） 



固定フック（クリップ）のあ状はイラストと異なる場合びあります。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


A 警告 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■フ □アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しな 
い 

♦フ □ント：固定フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フロアマット類と重ねて使用しない 

♦フ □アマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運 面ずる前に 

♦フ □ント：フロア マッ トびすべての固定 
フック（クリップ）で正しい位置にしっ 
かりと固定されていることを定期的に確 
認し、特に洗車後は必ず確認を行5 

♦運転席： エンジン停止およびシフトレバー 
び P (オートマチック車）または N (マニュ 
アル車）の状態で、各ペダルを奥まで踏み 
込み、フロアマツトと干渉しないことを確 
認ずる 



2呂巨 













3-4. その他の室内装備の使いち 


A ま意 

■リ ヤのフ□アマットを敷くときは 

I 」ヤのフ□アマットの搭載位置を間違える 
と、フロントシートをスライドさせた時にフ 
□アマットびシートレールなどに干渉し、車 
両またはフロアマットを破損ずるおそれびあ 
0ます。 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

トランク巧装備（タイヤパンク応急修埋キット付をま) 


■ラゲージアンダートレイ 



ラゲージ マツ ト装着車：ラゲー 
ジマットを持ち上げる 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


停止表示板収納スペース 



CTH34AW012 


停止表示板を収納することがで 
さます。 

停止表示板は、トヨタ販売店で購 
入することがでをます。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


白知識 

■収納について 

停止表示板のケースの大ささやお状によっては、収納でをない場合びあります。 


A 警告 

■ 停止表示板を収納ずるときは 

確実に固定されていることを確認してください。 

確実に固定されていないと、急ブレーキをかけたとをなどに停止表示板び飛び 
出し、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を挨です。 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 232 

内装の手入れ . 236 

アルカンターラ®の 

手入れ . 239 

タイヤについて . 241 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 246 

ガレージジャッキ . 249 

電球（バルブ）の交換 . 2已1 

ヒューズの点検、交換 ......... 268 

キーの電池交換 . 274 

ウォッシャー液の補給 . 278 

エアコンフィルターの 
交換 . 280 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、む下の項目を実施<ださい。 

♦水を十分かけなび日ボデ ー、 足まわり、下まわりの順番に上から 
下へ巧れを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔らかいちので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

• 水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけをおこなラ 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にな5ないときは、車体の温度び 
をえているとき（およそ体温しツ下を目安としてください。）にワックスをか 
ける。 

なお、ボデーコート、ホイールコートなどトヨタケミカル商品を施工 
された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<はトヨタ販売店に 
お問い合わせください。 


1アンテナの取り扱いについて 

洗車時には、アンテナを脱着、または格納ずることびできまず。 

n 取りはずず 
a 取り付ける 
且格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のあるところ 
まで立てて使用してください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識—— 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア=ラーを格納し、アンテナを取 D はずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取りつけて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷びつを、塗装を損なラことびあります。 

♦ U ヤスポイラー装着車：洗車機によっては、 U ヤスポイラーび引っかかり洗 
車でをない場合や、傷付いたり破損したりするおそれびあります。 

■高圧洗車機を使ラときは 

•室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドアネ卒付近 
に近づけすざないでください。 

• 洗車の前に車両の給油□びしっかり閉まっていることを確認してください。 

■アル S ホイール> 

♦中性洗剤を使用し、早めによごれを落としてください。研磨剤の入った洗剤 
や硬いブラシは塗装を痛めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

参洗剤を使用した後は早めに十分洗い流して < ださい。 

■バンパーなどの樹脂部品 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を ずるときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

■排気管 およびデュアルエキゾーストパイプについて 

排気管およびデュアルエキゾーストパイプは排気ガスにより高温になります。 
洗車などでふれる場合は、十分に排気管およびデュアルエキゾーストパイプび 
をめてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 


A ま意 

■塗装の 努化ゃ車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

• なのよラな場合はただちに洗車してください。 

-海岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-鳥のふん、樹液、コールタール、花粉、虫の死びいなどび付着したとを 
. ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しくちれたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶き化咐着したとき 
♦塗装に 傷びついた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイールな 管時は、腐食を防ぐためによごれを落とし、湿気の少ない場所へな 
管してください。 

■サイ ドシルプレート★の巧霞フイルムについて 

な護フイルムは必ずはびしてください。状況によっては鐘の原因になるおそれ 
びあ0ます。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ま意 

■ランプの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ランプを損傷させるおそれびあります。 

♦ランプに ワックスびけをおこなねないで<ださい。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■ワイ! アームの損傷を防ぐために 

ワイパーアームを立てるとさは、必ず運転席側を先に立ててから助手席側を立 
ててください。また、元に戻すとさは、化ず助手席側から先に戻してください。 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

なのよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カノ（一をかけるとさ 
♦自動 洗車機を使ラとを 

■アンテナの 取りはずしについて 

♦通常 走行時には、必ずアンテナを取りつけてください。 

♦洗車 時などアンテナを取りはずしたとさは、アンテナを紛失しないよラにま意 
してくださし、また、走行前には必ずアンテナををとどおりに取りつけてくだ 
さい。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、ムソ下の要領で実施ください。 

■ 室内の手入れ 

• 掃除機などでほこりを取り除を、水またはめるま湯を含ませた巧 
でふさ取る 

♦巧れびひどいとさは中性洗剤の水溶液を柔日かい巧に軽く含ま 
せ、巧れをふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• 薄めた洗剤を柔日かい巧に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約巳％の水溶液まで薄めたちのを使用してください。 

• 真水をひたした布を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわ b かい巧で表面の水分をふき取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジや柔らかい巧を使巧して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてか b 巧れを落とし、固<絞ったされ 
いな布で洗剤をふさ取る 
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4-1 .お手入れのしかた 


口知識 — 

■本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗淨 

市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げます。円を描くよラに 
塗りこんでください。水はかけないでください。でさるだけ乾いたままにして 
お < のび最ち効果的です。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。（一 P . 已己） 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線などをめらさないでください。（一 P . 83) 
電気の不具合により、 SRS エアバッグび作動したり、正常に機能しなくなり、 
死 t ： 事故や重傷につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

麗出しワックスや麗出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ま意 

■清掃ず るとを使巧ずる溶剤について 

♦変色- シ5 -塗装はびれの原因になるため、ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶 
き IJ や酸またはアルカ U 性の溶剤、染色剤、漂白剤などは使用しないでください。 

♦麗 出しワックスや麗出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

♦エアコン などの電装品や各種スイッチ、ならびにこれらの周辺の清掃には、シ 
U コーン（ケイ素高分子化合物）を含有するケ5カル剤を使用しないでくださ 
い。 

これらの部品にシ U コーン（ケイ素高分子化合物）び付着した場合は、電装品 
の故障の原因となるおそれびあ D ます。 

■軍の 傷みをさけるために 

革の部分の損傷-消耗をさけるために、し U 下のことをお守りください。 

♦革に ついたほこり、砂、油巧れなどはすぐに取り除く。 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする。特に夏場は曰陰で車をイ呆管する。 

♦ビニール 製-プラスチック製■ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
にはりつくおそれびあるため、革張りの上に置かない。 

■巧に 水げかかると 

水で洗わないでください。 

フロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の原因となった 
り、ボデーび鐘びるおそれびあ D ます。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるとさは 

• 熱線を引っかいたり、損傷させないよ5に気をつけてください。 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で暫くふいてください。 

■インス トルメントパネルの手入れをずるときは 

インストルメントパネル表面に細かい砂粒などび入り込んで巧で拭を取れない 
とさは、鉄粉除去用粘±を水でめらさず使用してください。ブラシやスポンジ 
などを使用して無理に拭を取ろラとすると、表面を傷付けたりスポンジの破片 
び残ってしまラおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 

アルカンターラ®の手入れ A 


お手入れは、む下の要領で実砲ください。 

■ 日常的なお手入れ 

このお手入れは定期的 （1 ヶ月に1回程度）に行ラと効果的でず。 
nui で 巧などに40で程度のめるま湯をしみ込ませて固く絞り全体 
をな< 

毛羽び強く乱れないように拭を取ってください。また、巧はをれいなち 
のを用意し、一度おを取った巧のミちれはすすいで充分に取0除いてか5 
ご使用ください。 

图 H 互乾いた5エチケットブラシなどで毛並みを整える 

■ 液体ミちれについて 

• 液体びこぼれた場合は、ティ ッシュペー パーなどを軽くあてて吸 
い取る 

• 乾燥して固着してしまったミ尼やコーヒーなどの巧れは、エチケッ 
トブラシなどで巧れ部分を軽くブラッシングして取り除く 

その後、掃除機で乾燥ちれを吸い取ることをおすすめします。 

これ日の方法で巧れび取れない場合は、 LU 下の手順で巧れを取り除 
いて < ださい。 

1311111 巧などに40で程度のめるま湯をしみ込ませて固く絞り、巧 
れ部分を外側から内側に各方向か日軽く拭く 

毛巧び強く乱れないように拭を取ってください。また、巧はをれいなち 
のを用意し、常にをれいな部分を使用してください。 

国画1 司表面の毛羽び乱れた場合は、エチケットブラシなどで軽くブ 
ラッシングずる 

IS 3 MI 3 I 表面を完全に乾燥させる 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


■油性のミちれについて 

用意ずるちの 

• ベンジン、 めるま湯または純正 エチルアルコール （果実ミ酉用）を 
しみ込ませた巧 

• 乾いた巧 

固画で乾いた巧やティッシュペーパーで巧れび広び5ないよラにで 
さるだけなさ取る 

国！ [司ベンジン、めるま湯または純正エチルアルコール（果実酒用） 
をしみ込ませた巧で巧れ部分を外側から内側にたたいた後、 
乾いた巧で浮いた巧れをたたさなび5吸い取る 
固圆1 互表面の毛羽び乱れた場合は、ェチケットブラシなどで軽くブ 
ラッシングずる 


口知識 

■毛羽の付着巧れを取り除くときは 

ほこりなどの付着巧れはエチケットブラシなどで軽くブラッシングして取り除 
いて<ださい。それでち取れない場合は粘着テープを使用して取り除いて<だ 
さい。 


A ミち意 

■液体 巧れをのい取るときは 

ティッシュペーパーなどを強く押さえすざないでください。ちれびシートにし 
み込み取りにくくなるおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩擦を均等にし寿命をのばすために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を10,000 km ごとにおこなってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）のち無 

■ タイヤ□—テーシヨンの仕方 

図でおす順にタイヤを□ーテー 
シヨンして <ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定負月 
点検毎のタイヤ□ーテーシヨンを 
巧奨します。 



—1 1 1 

1 1 ^- 

— ' 1 1 


前側，.ク 


1 !<；= 

コ 1 1 

CTH 43 AW 083 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


曰知識 

■タイヤ空気圧の数値 

前輪： 240 kPa (2.4 k 目/ cm 吕） 

後輪： 240 kPa (2.4 k 旨/ cm 吕） 

応急用タイヤ： 420 kPa (4.2 k 目/ cm 吕） 

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 



■タイヤ関連の部品を交換ずるとさ 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談ください。 

■ほ偏平タイヤについて （17 インチタイヤ装着車） 

雪道や凍結路では、普通のタイヤと比べてグ U ツプカび低下します。を用タイ 
ヤかタイヤチェーンを使用し、道路状態に応じた速度でま意深<運転するよラ 
にしてください。 

■お偏平タイヤの空気圧点検 （17 インチタイヤ装着車） 

ほ偏平タイヤは、走巧性能を優先したタイヤです。と<に空気圧は定期的に点 
検してください。2週間に1回（最ほでち1ヶ月に1回）、または長距離ドラ 
イブの前には、必ず空気圧を点検してください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずし i (下のことをお守りください。 

守らないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 

参 4輪とちおず、指定サイズ■同ーサイズ■同ーメーカー■同一銘柄および同一 
トレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

♦ メーカー指定サイズし U 外のタイヤやホイールを使用しないでください。 
♦ラジアルタイヤし ツかを使用しないでください。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤを混在使用しないでくださ 
い。 

■異常が あるタイヤの使巧禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあ D ます。また、下の事態にな D、 思わめ事故に 
つなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびありを 
険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷をあたえる 
♦車び 横すべりする 

♦車の 本来の性能（燃費、車両のま定性、制動距離など）び発揮されない 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 


♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして 
取り付けてください。 

テーノて一部を外側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


♦ねじ 部にオイルやグ1」ースをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに必要(上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイー j レび損傷するおそれびあります。 

またナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあり 
よ9 〇 

オイルやグ U —スがねじ部についている場合はふさ取ってください。 


■タイヤ 交換時の注意 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ま意 


■低 偏平タイヤについて （17 インチタイヤ装着車） 

ほ偏平タイヤ付をホイールは、路面から衝撃を受けたとを、ホイールに通常よ 
り大をなダメージを与えることびあります。そのためしツ下のことにごま意くだ 
さい。 

♦適切な タイヤ空気圧で使用して < ださい。空気圧びほすざると簡単に損傷する 
ことびあ0ます。 

♦路上に あいた巧、平らでない舗道•縁石や他の障害物を避けて<ださい。タイ 
ヤおよびホイールびひどく損傷することびあります。 

■ 走行中に空気漏れが起こつた5 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走巧に対するま意 

凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品を損傷するおそれびあります。 


お手入れのしかた 


24已 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


室内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 



ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットびみし浮をあび0ま 
す。 




レバーを左方向に巧して、ボン 
ネットを開ける 


ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 


白知識 

■バッテリー端子をはずずとさは 

バッテ U —端テをはずすと、コンピューターに記憶されている情報び消去され 
ます。バッテ1」一端テをはずすとさは、トヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認ください。 

ロックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命のを険また 

は重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■けび を防ぐために 

♦走行 後のエンジンルーム内は高温になっています。熱くなった部品にさわると 
やけどなどの重大な傷害を受けるおそれびあります。 

♦スマート エント U-& スタートシステム非装着車：ボンネットを開ける前にエ 
ンジンスイッチを "LOC ぐにしてください。作動中の部品にきを込まれてけ 
びなどの重大な傷害を受けるおそれびあります。しばらくたってからボンネッ 
卜を開けて < ださい。 

♦スマート エント U-& スタートシステム装着ま：ボンネットを開ける前に"エ 
ンジンスタートストップ’’スイッチを OFF にしてくださし、作動中の部品に 
巻を込まれてけびなどの重大な傷害を受けるおそれびあります。しばらくたっ 
てからボンネットを開けて<ださい。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 

故障の原因となった D、 また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 


♦ボンネットを 閉めるとさは、手などを挟 
まないよラに注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険で 
す。 

♦ステーを 外してホルダーに収め、ボン 
ネットをゆっくり降ろしてボディに近く 
なったら（約30 cm) 手を離します。 
確実にロックされていることを確認して 
<ださい。 


つなびるおそれびあ〇を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■ボン ネットを開けるとさには 

ワイパーアームは起こさないでください。また、ワイパーを作動させないでく 
ださい。ボンネットとワイパーアームび接触しボンネットを傷つけるおそれび 
あります。 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げる時は、正しい位置にガ 
レージジャッキを取り付けてください。 

正しい位置に取り付けないと、車両が損傷したり、けびをするおそれ 
がありまず。 

■ フ□ント側 



■ リヤ側 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

なのことをおずお守 D ください。お守 D いただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジャッキを使用して 
車両を持ちあげる 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、おずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだ D しない 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して<ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

♦平らで 硬い地面に停車させ、しっかりとパーキングフレーキをかけ、オートマ 
チック車はシフトレバーを P 、 マニュアル車はシフトレバーを R にする 

♦ガレージジ ャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ちあげると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦車内に 乗員びいるとをは車両を持ちあげない 

♦車両を 持ちあげるとさは、ガレージジャッキの上下にちのを置かない 

♦車両を 持ち上げるとをは、車両両側に十分なスペースを確保してください。 
ジヤツキアップ前と後で、車両の位置び移動することびあ D ます。 



2已〇 










4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


巧に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。電球交換の難易度は電 
球によって異なりまず。部品が破損ずるおそれびあるので、トヨタ販 
売店で交換することをおすずめしまず。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。（一 P. 3已 3) 

■ フ□ントのバルブ位置 



* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


お手入れのしかた 


2已1 





















4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤのパルプ位置 



2已2 


* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 

















4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換の仕方 


へツ ドランプ□-ビーム（八□ゲンへ ツ ドランプ装着車） 

ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 



電球を交換し、ソケットを取り付 
ける 

取り付け部と電球のツメ （3 か所）を 
合わせて挿し込みます。 


お手入れのしかた 


2已3 






























4-2. 簡単な点検-部品交換 



ソケットをまわして固定する 
ソケットを軽くゆさぶってぐらつを 
がないことを確認し、いったんヘッド 
ランプ□ービームを点灯させ、ソケッ 
卜の取0付け部からランプの光がち 
れていないことを目視確認してくだ 
さい。 


■へツドランプ八イビーム（八□ダンへツドランプ装着車） 



コネクターを取りはずす 




電球を取りはずす 


新しい電球を取0付ける 

取り付け部と電球のツ (3 か所）を 
含わせて挿し込みます。 


2已4 

























4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球をまわして固定し、コネク 
ターを 取り付ける 

電球を軽くゆさぶってぐらつをがな 
いことを確認し、いったんへッドラン 
プ八ィビームを点灯させ、電球の取0 
付け部からランプの光がちれていな 
いことを目視確認してください。 


■ 車幅な（八□ゲンヘッドランプ装着車） 

ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


[ mpi 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 


2已已 


























4-2. 簡単な点検-部品交換 


サイド方向指示'打/非常点滅好 






交換するランプの反対側へ八ンド 
ルをまわし、タイヤの向きをかえ 
る 

手が十分に入る程度に八ンドルをま 
ねして < ださい。 


ク U ップを取りはずしてフェン 
ダーライナーをめ<る 

傷が付< のを防ぐため、ドライバーの 
先端に巧などを巻いて保護して<だ 
さい。 


ランプ本体のツ>(をはずす 

ドライバーを巧にさしこみ強めに巧 
しながら、車両内側に動かしてくださ 
い。 

傷が付< のを防ぐため、ドライバーの 
先端にテープなどを巻いて保護して 
<ださい。 

ランプ本体を引き出し、レンズを 
取りはずす 


2已6 









































4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずず 


I 巧欄 I 6 I 取り付けるとをは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 


2已7 










4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントち向指示巧/非常点滅な 



交換ずるランプの反対側へ八ンド 
ルをまわし、タイヤの向きをかえ 
る 

手び十分に入る程度に八ンドルをま 
ねしてください。 



ク U ップを取りはずしてフェン 
ダーライナーをめ < る。 

傷び付くのを防ぐため、ドライバーの 
先端に巧などを巻いて保護してくだ 
さし、。 


ソケットを取りはずず。 



電球を取りはずず。 


2已8 















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


固画回取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


■ フ□ントフオグランプ ★ 




交換ずるランプの反対側へ八ンド' 
ルをまわし、タイヤの向さをかえ 
る 

手び十分に入る程度に八ンドルをま 
ねして < ださい。 


ク U ップを取りはずし、フェン 
ダーライナーをめ<る 

傷が付< のを防ぐため、ドライバーの 
先端に巧などを巻いて保護して<だ 
さい。 


コネクターを取りはずす 


仕様によ0異なる装備やオプション装備 


お手入れのしかた 


2已9 













































4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずず 


取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤち向指示な/非常点滅な 




ラゲージマット装着車は、クリッ 
プを取りはずし、カノ（一をめくる 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
してください。 


ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


固111互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■後退灯 



固画司取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


リヤフオグランプ> 



ソケットを取りはずず 


凰知 


CTH43AW036 


電球を取りはずず 


固画司取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


:仕様によ0異なる装備やオプション装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ま号な 






トランクパネルカバー装着車は、 
ク U ップを取りはずし、カパーを 
め< る 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
してください。 


ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


固111互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■次の電球を交換ずるには 

なの電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

♦へッドランプ□ービーム/八イビーム（ディスチャージノりしブ） 
♦車幅な（ディスチャージヘッドランプ装着車） 

• 制動な 

♦八イマウントストップランプ 
♦尾灯 

白知識 

■レンズ内の水滴と量り 

下のよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商びついている 
♦ランプ内に水びたまっている 

■ディスチャージへッドランプ*の作動 

作動電圧範囲をはずれると、ランプび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常に戻ると再点灯します。 

■ LED ランプについて 

尾灯-制動灯-車幅灯（ディスチャージへッドランプ装着車）' 八イマウントス 
トップランプは数個の LED で構成されています。ちし LED びひとつでち点な 
しないとをは、トヨタ販売店で交換してください。 

■電球（バルでを交換ずるときは 

この車両に指定されているトヨタ純正品のご使用をおすすめします。 

一部の電球は過電流を防止する専用回路に接続されているため、この車両指定 
のトヨタ純正品しソかは使用でをない場合びあります。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


お手入れのしかた 


26已 






4-2. 簡単な点検-部品交換 


■トランク内クリップの取り付け、取りはずしち 

n 取りはずす 
曰取り付ける 


於！歎 
敎管 

CTY43AV196 


A 警告 

■電球を 交換ずるとさは 

♦ランプは 消なしてください。消な直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。 

やけどをすることびあ D ます。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、またはヘッドランプ内部への浸水による故障や、 
レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電による重大な傷害の原因とな0ます。 

■後退な- リヤフォグランプ>を交換ずるとさは 

エンジンを停止して、十分に排気管び;令めてからにしてください。近くに排気 
管びあるため、やけどをするおそれびあ D ます。 


吕己巨 


* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 







4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■デ イスチャージへッドランプ★について 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、おずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦点 好中は、高電圧ソケットに触れないでください。 

瞬間的に25000ボルトの電圧び発生するため、感電により、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合、死亡につなびるおそれびあ D ます。 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点検、交換 


ランプびつかないとさや電気系統の装置が働かないとさは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検をおこなってください。 

国画田スマートエントリ ー &スタートシステム巧装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にずる 
スマー トエントリ ー & スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 
I £31111121ヒューズボックスを開ける 


ツメを巧しなびら、カバーを持 
ち上げる 


カパーを取りはずず 


固画互故障の状況から、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 270) で確認ずる 


エンシン ルー ム 



運転席足元 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



□ 


且 




ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜< 


ヒューズび切れていないか点検 
ずる 

n 正常 

曰ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示にしたが 
し、、規定容量のヒューズに交換し 
ます。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I ヒューズの 配置と負荷 

■エンジン ルーム 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

MIR HTR 

7.5 A 

5ラーヒーター 

2 

RDI 

2 己 A 

電動クー U ングフアン 

3 

( PUSH - AT ) 

7.5 A 

エンジンコント□-ルユニット 

4 

WASHER 

10 A 

ウォッシャー 

已 

WIPER 

30 A 

ワイ パー 

巨 

RR DEF 

30 A 

U ヤウインドウデフォッガー 

7 

(RR FOG ) 

10 A 

U ヤフォグランプ 

8 

D FR DOOR 

2 己 A 

パワーウインドウ（運転席側） 

9 

( CDS ) 

2 己 A 

電動クー1」ングフアン 

10 

D-OP 

2 己 A 

— 

11 

A 臣 S NO . 2 

2 己 A 

ABS 

12 

D FL DOOR 

2 己 A 

パワーウインドウ（助手席側） 

13 

SPARE 


予備ヒューズ 

14 

SPARE 


予備ヒューズ 

]已 

SPARE 


予備ヒューズ 

16 

SPARE 


予備ヒューズ 

17 

SPARE 


予備ヒューズ 

18 

SPARE 


予備ヒューズ 

19 

ST 

7.5 A 

始動系 

20 

ALT-S 

7.5 A 

充電系 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

21 

(STR LOCK) 

7.5 A 

ステア U ングロック 

22 

D/L 

20 A 

ドア□ック 

23 

ETCS 

1 己 A 

エンジンコント□-ルユニット 

24 

(AT+B) 

7.5 A 

トランス5ッシヨン 

2已 

(AM2 NO. 2) 

7.5 A 

スマートエント U — &スタートシステ 

ム 

2巨 

E 円に TRL) 

1 己 A 

エンジンコント□-ルユニット 

27 

EFl(HTR) 

1 己 A 

E 円システム 

28 

E 円 (IGN) 

1 己 A 

始動系 

29 

E 円什目） 

7.5 A 

エンジンコント□-ルユニット 

30 

HAZ 

15 A 

ち向指示な、非常点滅灯 

31 

MPX-B 

7.5 A 

オートエアコン、メーター 

32 

F/PMP 

20 A 

E 円システム 

33 

IG2 MAIN 

30 A 

SRS エアバッグシステム、エンジンコ 

ント□—ルユこット 

34 

DCC 

30 A 

インテ U アランプ、ワイヤレスドア 
□ック、メインボデー ECU 

3巳 

HORN NO. 2 

7.5 A 

ホーン 

36 

HORN NO.1 

7.5 A 

ホーン 

37 

H-LP LH LO 

15 A 

左側ヘッドランプ（口ービーム） 

38 

H-LP RH LO 

1 己 A 

ち側ヘッドランプ（口ービーム） 

39 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドランプ（八イビーム） 

40 

H-LP RH HI 

10 A 

ち側ヘッドランプ（八イビーム） 

41 

A/ 目 MAIN 

1 己 A 

SRS エアバッグシステム 

42 

ECU- 目 

7.5 A 

ワイヤレスドア□ック、メインボデー 

ECU 

43 

DOME 

20 A 

インテ U アランプ 

44 

IG2 

7.5 A 

エンジンコント□-ルユニット 


※：予備ヒューズは、それぞれ7.巳 A、 1日 A、 1巳 A、 2日 A、 2已 A、 3日 A のし、 
ずれかが挿さっています。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 運転席足元 


/ 

SIES 別别闘即叫 



S とし 2 し 3 画 Su S 



SS S S SSSS3S 232323 



CTH43AW117 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ECU ACC 

10 A 

メインボデー ECU、 ドア5ラー 

2 

P/POINT No.2 

1 己 A 

アクセヴ U —ソケット 

3 

PANEL 

10 A 

イル5ネーシヨン 

4 

TAIL 

10 A 

尾な 

已 

DRL 

10 A 

— 

6 

STOP 

7.5 A 

制動灯 

7 

〇臣 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

8 

HEATER-S 

7.5 A 

エアコン 

吕 

HEATER 

10 A 

エアコン 

10 

FR FOG LH 

10 A 

左側フ□ントフォグランプ 

11 

FR FOG RH 

10 A 

ち側フ□ントフォグランプ 

12 

BK/UP LP 

7.5 A 

後退な 

13 

ECU IGl 

10 A 

A 目 S、 エレクト U ックパワーステア U 

ング 

14 

AMI 

7.5 A 

始動系 

1已 

AMP 

15 A 

— 

16 

AT UNIT 

1 己 A 

トランス5ッシヨン 

17 

GAUGE 

7.5 A 

メーター、スマートエント U —&ス 

タートシステム 

18 

ECU IG2 

10 A 

エンジンコント□-ルユニット 

19 

SEAT HTR LH 

10 A 

シートヒーター（助手席側） 

20 

SEAT HTR RH 

10 A 

シートヒーター（運転席側） 

21 

RADIO 

7.5 A 

— 

22 

P/POINT No.1 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してもランプ類び点なしないときは、電球を交換してください。 

(一 P' 2已 1) 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■バッテリーか5の回路に過剰な負巧びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量しツかのヒューズまたはヒューズ(かのちのを使用しないでください。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒュ ーズやヒューズボックスを改造しないでください。 


A 汪意 

■ヒュ ーズを交換ずる前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているとさは、新しい電池に交換してください。 

■用意ずるをの 

♦7 イナスドライバー 

• U チウム電池 

- CR 2016 (スマートエント U — &スタートシステム非装着車) 
- CR 1632 (スマートエント U — &スタートシステム装着車） 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリ ー& スタートシステム 
非装着車） 




カバーをはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
て保護してください。 

ボタンびはずれないよラに、ボタ 
ン面を下にしてください。 


モジュールを取り出ず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




CTN43AG032 


コインなどを使ってカノ（一をは 
ずし、消耗した電池を取0出ず 

新しい電ミせは+極を上にして取り 
付けます。 


MT ] 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
装着車） 

メカニカルキーを抜く 



カパーをはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
て保護してください。 


お手入れのしかた 


27已 




















4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取り出ず 

新しい電池は、+極を上にして取 
り付けます。 


ruHTi 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 


白知識 

■リチウム電池 CR 2016 (スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車）、 
CR 1632 (スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店-時計店およびカメラ店などで購入でさます。 

■電池が消耗していると 

なのよラな状態になります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム*、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■モジュールをちどすとさは（スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車) 



モジュールをちどすとさは、真上から置い 
てください。横から滑らすよラに置くと、 
キーボタン作動び正常に働かないことびあ 
ります。 


27巨 


* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 




































4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■交換 後、正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

♦めれ た手で電池を交換しない 
鐘の原因にな D ます。 

♦電池し U かの部品に、ふれたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



白知識 

■ゲ ージの 使いち 



ウォッシャー液の膜び張つているゲージの 
巧部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの巧部より 
下まわった （ LOW の位置までほ下した） 
ら、ウオッシヤー液を補給してください。 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー巧にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびあ D を険です。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液の薄めち 

必要に応じて水で薄めてください。 

水とウォッシャー液の割合は、ウォッシャー液の容器に表示してある凍結温度 
を参考にしてください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に交換して < ださい。 


■父換のしかた 

图 B 立スマ—トエントリ ー &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にずる 

スマー トエントリ ー & スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 




CTH43AW050 


グ□ーブボックスを開を、ダン 
パーステーのピンをはずず 


グ□ーブボックス側面を内側に 
巧して上部のツメをはずず 


グ□ーブボックス下部のツメを 
はずして取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



フィルターカパーを取りはずず 



フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換する 

口 UP」 マークの矢印び上を向く 
ように取0付けます。 


MT ] 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 


曰知識 


■エアコンフイルターの 交換に ついて 

エアコンフイルターは12000 km または12ヶ月毎に交換してください。 

■エアコンの 風量び減少、 したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを交換してください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■エアコンを 使巧ずるとさのま意 

♦フ ィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることびあり 
ます。必ずフィルターを装着してください。 

♦フイ ルターは、交換するタイプです。 

水洗いやェアブ□一による清掃はしないでください。 
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トラブルび起をた 6 5 


己-1.まず初めに 

故障したとさは . 284 

非常点滅灯 

(八ヴードランプ） . 286 

発炎筒 . 287 

けん引について . 289 

フユーエル ポンプ 
シャツトオフシステム ....... 29已 


己- 2. 緊急時の対処法 

警告灯がついたときは . 296 

パンクしたと舌は 
(スペアタイヤ搭載車） ...... 303 

パンクしたときは 
(タイヤパンク応急修理 

キット付き車） . 312 

エンジンが 

かからないとさは . 32已 

シフト レバーが 

シフトでをないとをは ...... 328 

キーを無くしたときは . 329 

電子キーが正常に 

働かないとさは . 33日 

バッテリーび 

あげったとさは . 334 

オーバーヒート 

したとをは . 338 

スタックしたとさは . 340 

車両を緊急停止するには ..... 342 
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己- 1 .まずネリめに 

巧障したとまは 


故障のときはずみやかに巧の指示に従ってくださし、。 


非常点滅灯（一 P . 286) を点滅 
させなび5、車を路肩に寄せ停 
車ずる 

非常点滅なは、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に知 
日せるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、なのことに従ラ 

• 同乗者を避難させる 

• 車両の已 Om じ(上後方に発が 
筒（一 P . 287) と停止表示 
板を置 < か、停止表示巧を使 
用する 

. 見通しび悪い場合はさ日に後 
方に置いてください。 

-発炎筒は、燃料ちれの際やトン 
ネル内では使用しないでくだ 
さい。 

♦その後、ガードレールの外側 
などに避難ずる 
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5-1 .まず初めに 


曰知識 

■停止表ル板 • 停止表ルなについて 


停止表示板停止表示な 



CTH51ZA001 


♦高速道路や自動車専用道路でやむを得ず 
駐停車する場合は、停止表示板または停 
止表示灯の表示び、法律で義務付けられ 
ています。 

♦停止表示板•停止表示好は、卜3夕販売 
店で購入することびでをます。 







己- 1. まず初めに 

巧ち点滅!灯（八ザードランプ) 


故障などでやむを得ず路上駐車ずる場合、他車に知5せるために使用 
して < ださい。 



スイッチを巧ず 

すべての方向指示なび点滅しま 
す。ちう一度巧すと消なします。 


口知識 

■非常点滅なについて 

エンジン停止中に、非常点滅なを長時間使用すると、バッテ U —びあびるおそ 
れびあ D ます。 


2郎 































己- 1. まずネリめに 

発炎筒 


高速道路や踏切などでの故障-事故時に非常信号用として使用しま 
ず。 （ トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください） 

発炎時間は約5分です。非常点滅灯と併用してください。 


日力手席足元の発炎筒を取0出ず 


本体をまわしなびら抜さ、本体 
を逆さにして差し込む 


先端のふたをとり、ずり薬で発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 

必ず車外で使用して < ださい。 
着义させる際は、筒先を顔や体に 
向けないで < ださい。 


287 




トラプルび起さたら 



































5-1. まず初めに 


口知識 

■発炎筒の有効期限 

本体に表示してある有効期限び切れる前に、トヨタ販売店でおホめ<ださい。有 
効期限び切れると、着火しなかったり、炎びルさくなる場合びあります。 


A 警告 

■発 炎筒を使用してはいけない場所 

1；( 下の場所では、発炎筒を使用しないで< ださい。 

煙で視界び悪<なった0、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ1」ンなど可燃物の近く 
■発 炎筒の取り扱いについて 

下のことを必ずお守 D ください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発が筒を顔や体に向けたり、近づけたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 


288 







己- 1. まずネリめに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 

■けん引される前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考え5れるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 

• エンジンはかかるび、車び動かない 
• 異常な音びずる 

■けん引されるとをは 

車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進方向でけん引してください。 


□ープの中央に白い巧を付ける 

巧の大きさ： 

0.3 m 平ち （30 cm X 30 cm ) 
じ(上 


けん引される車両のエンジンをかける 

スマートエント U — &スタートシステム非装着車： 

エンジンがかからないときは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " 

にして < ださい。 

スマートエントリー&スタートシステム装着車： 

エンジンがかからないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセサ I 」 ー モー ドまたはイグ ニッション 日 N モー ドにして<ださい。 
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トラプルび起さたら 

























5-1. まず初めに 


固画囚けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除ずる 

けん引中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないようにして 
<ださい。 


けん引フックの取り付けかた _ 

周 g 。 マイナスドライバーを使ってふたをはずず 

車体への損傷を防ぐため、イラストのように車体とマイナスドライバーの間 
に巧をあててください。 


フ□ント 



U ヤ 
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5-1 .まず初めに 



けん引フックを巧に差しこみ軽< 
しめる 



ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 

















5-1. まず初めに 


白知識 

■やむを得ず他車をけん引ずる場合 

他車のけん引はしないでください。やむを得ず故障車をけん引するとをは、自 
車より重い車のけん引は避けてください。また、溝に落ちた車の引を上げは行 
わないで < ださい。 


U ヤ側のけん引フックは、自車より軽い車 
をやむを得ず一般路上でロープによりけん 
引するとさに使用します。 


■けん引フックの収納位置 

一 P ' 303, 312 
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5-1 .まず初めに 


A 警告 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引をおこな5とさは細むのま意を払ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦スマー トエント U -& スタートシステム非装着車：エンジンスイッチを OFF 
にしないでください。 

スマートエント U -& スタートシステム装着ま："エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 

■ けん引フックを車両に取り付けるとき 

指定の位置にけん弓 I フックをしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっか D 取り付けないとけん引時にはずれてしまい、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。 

■けん 引されたあとは 

けん引フックは必ず取りかしてください。そのままにしておくと前面に衝撃を 
受けたとを SRS エアバッグび正常に作動しないことびあります。 
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5-1. まず初めに 


A ま意 

■車両の 損傷を防ぐために 

♦この 車をけん引するとをはじ I 下のことを必ずお守りください。 

-ワイヤー□-プは使用しない 
-速度30 km/h し U 下、距離30 km し U 内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などにロープをかけない 
♦このまで 自車より重い他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでくだ 
さい。 

■長い 下り坂でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レツカー車でけん引しないと、フレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
よ9 〇 
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. まずネ刃めに 

：!—エルポンプシャツトオフシステム 


エンジンが止まってしまったときおよび SRS エアバッグ作動時は、 
フユーエル ポンプシャッ ト オフシステムび作動し、燃料供給を停止 
し、燃料ちれを最小限におさえます。 


システムび作動したあと、エンジンを始動ずるには、次の手順に従ってく 
ださい。 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧 装着車 

固画のエンジンスイッチを " ACC " または "LOC に’にずる 
固画[互エンジンを再始動ずる 

スマートエントリ ー& スタートシステム 装着車 

固画の"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モード 
または OFF にずる 
nay 习エンジンを再始動ずる 


么 ミち意 


■エンジンを 始動ずる前に 

燃料供給の停止を解除するとをは、燃料ちれびないことを十分確認して<ださ 
し'!。 


トラプルび起さたら 









己- 2. 緊急時の対処法 

警告巧びついたとまは 


警告灯び点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて;欠のよラにご 
対処ください。点！打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではありま 
せん。 


[ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 


次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告打 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとをち点灯します。解 
除後、消なすれば正常です。 


I ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を招くおそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく 
ださい。 


警告打 

警告な名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 
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5-2. 緊急時の対処ま 


[ただちに点検を受けてください。 

なの警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめを険や故障 
を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を 
受けて < ださい。 


警告打 

警告灯名-警告内容 


0 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンショナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付をシートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト警告巧 

- ABS の異常 
-ブレーキアシストの異常 


@! 


パワーステアリング警告な（警告ブザー） 

•EPS (エレクトリックパワーステアリング）の異常 


固 


スリップ表示な 

•VSC システムの異常 
•TRC システムの異常 




ディスチャージへッドランプオートレべリング警告巧* 

自動光軸調整システムの異常 

(1 

5秒間黄 
点滅） 

色 

スマートエントリー & スタートシステム表示巧 ★ 

スマートエントリー&スタートシステムの異常時に警告ブヴー 
ととちに 1 已秒間黄色に点滅します。 


仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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5-2. 緊急時の対処ま 


口知識 

■パ ワー ステアリング警告な/警告ブ ザーについて 

電圧びほい、またはほ下した場合に警告なび点打し、警告ブヴーび鳴ることび 
あります。 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告なが点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いとさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 


I ただちに処置してください。 

次の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告なび消なずる 
のを確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処ち法 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドアまたはトラン 
クび確実に閉まっていない 

全ドアおよびトランクを閉める 


曲 


燃料残量警告な 

燃料の残量 
(約7 L iU 下） 

燃料を補給 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー)※ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


み2 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー)※ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 
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5 - 2 . 緊急時の対処ま 


警告打 

警告な名' 警告内容 

対処方法 


オートマチックトランス S ッ 
ション油温警告巧'^ 

トランスミッションフルード 
の温度異常 

トランスミッシヨンフルードを 

を却するために、ま全な場所に 
停車し、シフトレバーをドに 
入れてエンジンをかけたままに 
する0 

しばら< して消なすれば走行で 
をます。消巧しないとをは、卜 
ヨタ販売店にご連絡ください。 

A / T 0 IL 

TEMP 



運転席-助手席シートベル S 巧着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約 20 km/h しツ上になると、警告ブ 
ヴーび！回鳴0まず。その後、運転席-助手席シートベルト非着用のまま30秒経過 
すると、警告ブヴーび90秒間断続的に鳴0ます。 

U 知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいな<てち、シートに荷物などを置<と、センサーび重量を検知して 
警告巧び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび乗員を検知せず警告なび作動しないことび 
あります。 


仕様によ 0 異なる装備やオプション装備 
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5-2. 緊急時の対処ま 


I ただちに処置してください （ スマートエント U -& スタートシステム装着車） 

なの警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告なび消なずるのを 
確認してください。 


乾化- 
言ロー 

車内 

巧’一 

車外 

警告打 

警告打名-警告内容 

対処ち法 

連続音 

連続音 

( 

黄色点滅 

) 

スマートエント U —&ス 
タートシステム 表示む 

オートマチック車： 

シフトレバーび P じ(外の 
状態で、"エンジンスター 
ト ストップ’’ スイッチを 
OFF にせずにキーを持ち 
出したまま運転席ドアび開 
閉された 

■シフトレバーを P 
にする 

■ 電子キーを車内にわ 
どす 

1回 

吕回 

( 

る 

黄色点滅 

) 

スマートエント U —&ス 
タートシステム 表示な 

才ートマチック車： 

シフトレバーび P の状態 
で、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 
にせずに電子キーを持ち出 
したまま運転席ドアび開閉 
された 

マニュアルま： 

シフトレバーび N の状態 
で、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 
にせずに電子キーを持ち出 
したまま運転席ドアび開閉 
された 

"エンジンスタート 
ストップ"スイッチ 
を日 FF にする、また 

は電子キーを車内に 
ちどす 
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5-2. 緊急時の対処ま 


警告ブヴー 

警告打 

警告打名 • 警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

1回 

吕回 

( 

黄色点滅 

) 

スマートエント U —&ス 
タートシステム表示な 

"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチび OFF し U 外 
の状態で運転席しソ外のドア 
び開閉され同柔者び電子 
キーを持ち出した 

電テキーを車内にを 
どす 

1回 

連続音 
(10 
砂間） 

( 

る 

黄色点滅 

) 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示む 

"エンジンスタートストッ 
ブスイッチを OFF にせ 
ずに、電子キーをかに持ち 
出してドアを施錠しようと 
した 

"エンジンスタート 

ストップ’’スイッチ 
を OFF にしたあと、 

再度随錠する 

1回 

— 

= 

«• 

:1已秒岸 
着色な滅 

i 

) 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示な 

電子キーを携帯していない 
状態でエンジンを始動しよ 
うとした 

電モキーを携帯して 
エンジンを始動する 

断続吹 
鳴 （7 
砂間） 

— 

( 

«• 

黄色点滅 

) 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示な 

正規の電モキーび車室内に 
ない状態で走行をはじめた 

車室内に電テキーが 
あるか確認する 

1回 

— 

= 

る 

:1己秒岸 
着色な滅 

] 

) 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示巧 

電テキーの電池残量が少な 

い 

新しい電池と交換す 
る （^ P . 274) 
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5-2. 緊急時の対処ま 


警告ブヴー 

警告打 

警告打名 • 警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

1回 

— 

1る1 

(1 已砂間緑 
色に早点滅） 

スマートエントリー& 
スタートシステム表示な 

ステア U ングロックび解除 
でをなかった 

ステア U ング□ック 
を解除する 
(^ P . 1 35) 

1回 

— 

(( 

る 

30砂間: 
色点滅） 

姜 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示な 

"エンジンスタートストッ 

プ"スイッチを押したとを 
車室内でキーを検出でをな 
いことび2回連続で続いた 

ブレーキを踏みなが 
ら、電子キーで"エ 
ンジンスタートス 
トップ"スイッチに 
ふれる UP . 331) 
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己- 2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは（スペアタイヤ搭載車) 


パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。 

(タイヤについての詳しい説明は P . 241をご覧ください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平日な場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• オートマチック車はシフトレバーを P に入れる 
• マニュアル車はシフトレバーを R に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅灯を点滅させる 
■ 工具とジャッキ位置 
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5-2. 緊急時の対処ま 


[応急用タイヤの取り出し方 
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5-2. 緊急時の対処ま 


1パンクしたタイヤの交換 





輪止め’ X をずる 


八‘ンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


^輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 


スチールホイール装着車：セン 
ターキャップを取りはずず 

マイナスドライバーを使用して、図の 
番号順でセンターキャップのツメを 
外してください。 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
してください。 

ナットをかし（約1回転）緩める 








































5-2. 緊急時の対処ま 




CTH52AW072 



ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャツキ溝をジャツキセツト位置 
にしつか0かける 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くときは、 ホ 
イールの意匠面に傷げつかないよラ 
意匠面を上にする。 


30巨 

























5-2. 緊急時の対処ま 


1スペアタイヤの取り付け 






CTH52AW075 



ホイール接触面の巧れをふさ取る 
ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトび緩み、タイヤびはずれる 
おそれびあ0ます。 


応急用タイヤを取り付け、タイヤ 
びびたつかない程度まで手でナツ 
卜を仮締めする 

ナツトのテーバー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまでまねす。 


車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
か0締め付ける 

締め付けトルク： 

120 N • m (1224 k 呂 f • cm ) 
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5-2. 緊急時の対処ま 


固画回ずベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 

曰知識 

■応急用タイヤについて 

•タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

参空気圧を必ず点検してください。（一 P. 3 已 2) 

■後輪びパンクしたとさは 
的腳 1 I 前輪を応急用タイヤと交換する 
旧 HI 2 I パンクした後輪をはずした前輪と交換する 

■タイヤの格納について 

leaitiii 11 センターキャップ付ホイールは、センターキャップを取りはずす 

legiiii 21留め具を取り付ける 

留め具は必ず図の向をにして取り付けてください。 

応急用タイヤ 
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5-2. 緊急時の対処ま 


■センターキャップの取り付け （ スチールホイール装着車） 

図のように A をナットに取り付けたあと、 
マイナスドライバーを使巧して図の番号順 
でセンターキャップのツメを押し込む 

傷び付<のを防ぐため、マイナスドライ 
ノ（一の先端に巧などを巻いて保護して < だ 
さい。 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
びあ D ます。 

liTF のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずし(かの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

• ジャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ジャ ッキで支えられている車の下に身体を入れない 

♦ジャ ッキで支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を柔せたまままを持ち上げない 

♦まを 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下に物をのせない 

♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さ！;(上に上げない 

♦車の 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5ま意してくだ 
さい。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

-ホイールの交換後はすぐに120 N . m (1 224 k 巨 f . cm ) の力でナット 
をしめる 

-タイヤの取りつけには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの勇 
常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける。 

-ナットを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
(一 P '244) 

■応急 用タイヤを使用ずるとさは 

♦お客様の お車専用になっているため、他のまには使用しないでください 
♦同時に 2つ(上の応急用タイヤを使用しないでください 
♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換ください 

♦急 加速、急八ンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ 
の使用は避けてください 

♦応急 用タイヤは前輪に装着してください 

■ 応急用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km / h しツ上の速度で走行しないでく 
ださい。 

庇急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0ます。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあ0、下記のシステムび正常に作動しな 
<なるおそれびあります。 

♦ABS &ブレーキアシスト 

• VSC 
•TRC 
参 EPS 

♦ LS が 


A ま意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷にな D ます。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にミち意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び化くなっています。段 
差を柔り越えるとさはご注意ください。 

■応急 用タイヤ使巧時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側に当たり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 

■ジャッキの 収納について 

ジャッキをジャッキホルダーへ収納するとをは、ジャッキ八ンドル取付け部を 
トランク内側へ向けて収納してください。逆向をに収納すると、車体を損傷す 
るおそれびあ0ます。 


仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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己- 2. 緊急時の対処法 

パンクしたときは（タイヤパンク応急修理キット付きま) 


タイヤパンク応急修理キット装着車には、スペアタイヤが搭載されて 
いません。 

タイヤびパンクしたときにタイヤ/(ンク応急修理キットで応急修理 
ずることびでさまず。釘やねじなどが刺さつた程度の軽度な/(ンクを 
応急修理でさまず。（パンク修理剤1本につさ、応急修理でさるタイ 
ヤは1本でず。）パンクしたタイヤの損傷状況により、タイヤパンク 
応急修理キットでは応急修理でさない場合がありまず。（一 P . 314) 

タイヤパンク応急修理キットで応急修理したタイヤの修理-交換につ 
いては、トヨタ販売店にごホ目談ください。タイヤパンク応急修理キッ 
卜による応急修邸ホ、一時的な処置です。できるだけ早くタイヤを修 
理•交換してください。 

■ 応急修理ずる前に 

• 地面び固<平5な場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• オートマチック車はシフトレバーを P に入れる 
• マニュアル車はシフトレバーを N に入れる 
• エンジンを止める 
• 非常点滅灯を点滅させる 
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■タイヤパンク応急修理キット、工具およびジャッキ位置 



■応急修理キットの内容 
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5-2. 緊急時の対処ま 


[応急修理ずる前に 



応急修理をずる前に、タイヤ損傷 
の程度を確認ずる 

-タイヤに刺さっている釘やね 
じなどは抜かないで<ださ 
し、抜いてしまラと巧び大を 
くなりずざ応急修理び出来な 
くなることびありまず。 

•ノ（ンク修理剤び漏れないよラ 
にずるため、パンク箇所び分 
かっている場合は、パンク箇 
所び上になるよラに車両を移 
動して < ださい。 


目知識 

■1 •ソ下のとをは、応急修理キットでは応急修理できません。トヨタ販売店にご連 
絡ください。 

♦タイヤ空気圧び不十分な状態で走行してタイヤび損傷しているとを 
•タイヤ側面など、接地面しツ外に巧や損傷びあるとを 
♦タイヤびホイールから明らかにはずれているとを 
参タイヤに 4 mm しツ上の切り傷や刺し傷びあるとを 
♦ホイールび破損しているとを 
• 2 本じ(上のタイヤびパンクしているとを 
♦1 本のタイヤに2箇所(上の切 D 傷や刺し傷びあるとを 
♦修理剤の有効期限びをれているとを 
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5-2. 緊急時の対処ま 


応急修理キットの取り出し方 



ラゲージマット装着車は、ラゲー 
ジマットを取りはずず 


固画 回応急修理キットを取り出ず 


応急修理ずるとさは 


leatiii 11 修理剤ボトルを上下に数回振ってか日キヤップをはずず 

内ぶたをはずさないで<ださい。 



-を入ホース 


CTH52AW020 



注入ホースを修理剤ボトルにねじ 
込んで接続ずる 


バルブからバルブキャップを取り 
はずず 
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5-2. 緊急時の対処ま 



バルブコア回しの突起部をノ（ルブ 
に巧しあて、空気を抜< 



CTH52AW019 



バルブコア回しでバルブコアを反 
時計回りにまわして抜さ取る 


ミち入ホースから栓を取りはずず 



ミち入ホースをバルブに差し込む 
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5-2. 緊急時の対処ま 




CTH52AW024 




CTH52AW032 


修理剤をタイヤ内に注入ずる 

ボトル内の修理剤はずべてを入して 
ください。 

空ボトルは修理剤の抜を取0に使用 
しますので、トヨタ販売店までお持ち 
ください。 


ノ（ルブから注入ホースを取りはず 
し、バルブコア回しでバルブコア 
を時計回りにまわしてバルブに 
しっか0とねじ込む 


修理剤注入済み ラべ j しを貼る 
ホイールのミちれや水分を十分に巧を 
取ってか日ラベルを貼0付けてくだ 
さい。ラベルを貼り付けることびでき 
ない場合は、トヨタ販売店にてタイヤ 
を修理 • 交換ずるとをにノ くンク修理剤 
を入済であることを必ずお伝えくだ 
さい。 

速度制限ラベルを車内に貼る 
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5-2. 緊急時の対処ま 



電源プラグをアクセサ U —ソケッ 
卜に差し込む UP . 221) 

スマートエント IJ 一&スタートシス 
テム非装着車：エンジンスイッチを 
" ACC " にしてください。 

スマートエント IJ 一&スタートシス 
テム装着車："エンジンスタートス 
トップ"スイッチをアクセサ IJ ーモー 
ドにして < ださい。 



CTH52AW025 



コンプレッサーのホースをバルブ 
にねじ込んで接続ずる 


タイヤの指定空気圧を確認ずる 
運転席側の空気圧ラベルで確認する 
ことびできます。 （^ P . 242) 



コンプレッサーのスイッチを ON 
にして、指定空気圧まで空気を充 
慎ずる 
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mmm 圧力計を確認しなびら指定空気圧になったらコンプレッサーの 
スイッチを OFF にずる 

10分しツ内に指定空気圧にな日ない場合は、応急修理でをません。トヨタ版 
売店にご連絡 < ださい。 

固画 巧バルブか b コンプレッサーのホースを取りはずし、アクセサリー 
ソケットか b 電源プラグを取りはずず 
固画 画タイヤ内の修理剤を巧等に広げるために、直ちに10分間走行ず 
る 



走行後、再度コンプレッサーを接 
続ずる 


圧力計で空気圧を確認ずる 



空気圧び130 kPaLU 上の 場合は、 
指定空気圧まで空気を充慎ずる 
空気圧び130 kPa 未満の場合は、応 
急修理でをません。トヨタ販売店にご 
連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


固画 画急ブレーキ、急加速、急八ンドルを避け、慎重に 80 km / h (下 
で運転してトヨタ販売店へ行をまず。 

タイヤの修理-交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 


口知識 

■応急修理後のタイヤのバルブについて 

応急修理キットを使用したとさは、タイヤのバルブを新品に交換してください。 

■応急修理キットの点検について 

パンク修理剤の有効期限の確認は定期的に行って < ださい。 

有効期限はボトルに表示されています。 

有効期限びされたパンク修理液は使用しないで<ださい。応急修理キットによ 

る修理び正常にでさない場合びあ D ます。 

■応急修理キットについて 

♦応急修理キットは自動車タイヤの空気充填用です。 

♦パンク修理剤には有効期限びあります。有効期限はボトルに表示されていま 
す。有効期限わせれる前に新しいボトルに交換してください。交換について 
はトヨタ販売店にご相談ください。 

♦パンク修理剤ボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理できます。使用したパン 
ク修理剤の交換は、トヨタ販売店にご相談<ださい。コンプレッサーは、繰 
返し使用でをます。 

♦か気温度び-40で！;(上のとをに使用でをます。 

♦応急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズし U かの夕 
イヤや他の用途には使用しないでください。 

♦パンク修理剤び巧服に付着するとシ5になる場合びあります。 

♦パンク修理剤びホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなる 
おそれびあります。めれた巧などで速やかに拭を取ってください。 

♦麻急修理キット作動中は大をな音びしますび故障ではあ D ません。 

•タイヤ空気圧の点検や調整には使用しないで<ださい。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■タイヤび パンクしているときは 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離でちパンクしたタイヤで走行すると、タイヤおよびホイールび損傷し 
修理でさなくな D ます。パンクした状態で走巧を続けると、タイヤ側面に円周 
状の溝びでさる場合びあ D ます。この状態で応急修理キットを使用すると、夕 
イヤび破裂するを検びあります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットはトランク内に収納してください。 

急ブレーキ時などに応急修理キットび飛び出したりして破損したり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦応急修理 キットはお客様の車専用です。他の車には使わないで<ださい。他の 
車に使ラと思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦指定 タイヤサイズしツ外のタイヤや他の巧途には使用しないでください。パンク 
修理び完全に行われず、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■パンク <彦理剤について 

♦誤って 飲み込むと健康に害びあります。その場合はでさるだけたくさんの水を 
飲み、直ちに医師の診察を受けてください。 

♦もし 目に入ったり、皮膚に付いたりした場合には、水でよく洗い流してくださ 
し、。それでも異常を感じたとさは、医師の診察を受けてください。 

■パンクした タイヤを応急修理ずるときは 

♦車両を ま全で平坦な場所に停止させる 

♦空気び タイヤに残っている状態でバルブコア回しを使用すると、バルブコアび 
飛び出すおそれびあ0ます。 

♦ミ 主入ホースを取り付けた状態でボトルを振ると、修理剤び飛び出すおそれびあ 
ります。 

♦走行 直後、ホイールやフレーキまわりなどには触れないでください。 

走行直後のホイールやフレーキまわりは高温になっている可能性びあるため 
手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

♦タイヤを 車両に取り付けた状態で、バルブとボトルのホースをしっかりと接続 
して<ださい。ホースの接続び不十分な場合、空気び漏れた0、パンク修理剤 
び飛散したりするおそれびあ D ます。 

♦パンク 修理剤ま入中にボトルのホースびがれると、圧力でホースび暴れ大変を 
険です。 

♦空気 充慎後は、ボトルのホースを取りはずすときや空気を抜くときにパンク修 
理剤び飛散する場合びあります。 

♦作業 手順に化って応急修理を行って < ださい。 

手順通りに行わないとノ f ンク修理剤び噴出する場合びあります。 

♦破裂のを 険びあるので応急修理キット作動中は補修中のタイヤから離れて< 
ださい。タイヤに亀裂や変形び発生している場合、直ちにコンプレッサーのス 
イッチを切り、修理を中止してください。 

♦応急修理 キットは長時間作動させるとオーバーヒートする可能性びあります。 
10分しツ上連続で作動させないで < ださい。 

♦応急修理 キットび作動すると部分的に熱<なります。使用中または使用後の取 
り扱いには注意して < ださい。ボトルとコンプレッヴー接続箇所付近の金属部 
分はとくに熱くなるので触れないでください。 

♦本体び 熱を持ち、作動び鈍<なったら使用を中止して<ださい。再使用すると 
をは、コンプレッヴーび;令えたことを確認してから使用してください。 

♦速度制限 ラベルは指定位置しツがに貼らないで<ださい。八ンドルのパッド部分 
などの SRS エアバッグ展開部に速度制限ラベルを貼ると、 SRS エアバッグ 
び正常に作動しなくなるおそれびあります。 
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A 警告 

■修理 剤を均等に広げるための運転について 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦低速で 慎重に運転してください。とくにカーブや旋回時にはま意してくださ 
い。 

♦車び まっすぐ走行しなかったり、八ンドルをとられたりする場合は、運転を中 
止し、じI下を確認してください。 

-タイヤを確認してください。タイヤびホイールからかれている可能性びあ 
ります。 

-再度空気圧を測ってください。130 kPa 未満の場合はタイヤび大をなダ 
メージを受けている可能性びあります。 


A ま意 

■応急修理を ずるときは 

♦タイヤに 刺さった封やねじを取り除かずに応急修理を行ってください。取り 
除いてしまラと、応急修理キットでは応急修理びでをなくなる場合びありま 
す。 

♦麻 急修理キットに防水機能はありません。降雨時などは、水びかからないよラ 
にして使用してください。 

• 砂地などの砂埃のをし^場所に直接置いて使用しないで < ださい。砂埃などを吸 
い込むと、故障の原因になります。 

♦バルブ コアを巧れた地面や砂地に置かないで<ださい。 

♦修理 剤の内ぶたを取りはずさないでください。 

♦バルブ コア回しをねじ込むとさは手で回してください。工具を使用したりする 
と、破損するおそれびあります。 
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A ま意 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは DC 12 V 専用です。ほかの電源での使用はでさません。 

♦応急修理 キットにガソ U ンびかかると劣化するおそれびあります。ガソ U ンび 
かからないよラにして < ださい。 

♦応急修理 キットは砂埃や水を避けて収納してください。 

♦応急修理 キットはトランク内に収納し、おテさまび誤って手を触れないよラご 
ま意 < ださい。 

♦分解、 改造などは絶対にしないでください。また、空気圧計などに衝撃を与え 
ないでください。故障の原因になります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

エンジンびかか6ないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 129, 138) にしたびってち、エン 
ジンがかか5ないとさは、じ TF のことをご確認ください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか5ない 

■I ■日 A 
场口 

じ(下の原因び考えられまず。 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸いこみずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 129, 138) にしたびって、エンジン 
をかけて < ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステムに異常びある可能性びありま 
す。（一 P . 7已） 

■ スターターびゆっくりまわる/室内 I 灯- へッ ドランプが暗い 
/ホーンの音びルさい、または鳴5ない場合 

LU 下の原因び考え5れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。レ P . 334) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターびまわらない（スマートエントリー&スタートシ 
ステム装着車） 

電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性びありま 
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
びできまず。（一 P . 326) 


トラプルび起さたら 




5-2. 緊急時の対処ま 


■ スターターびまわ5ない/室内な- へッ ドランプが点なしな 
い/ホーンび鳴らない場合 

じ(下の原因び考えられまず。 

♦ ノ（ッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。レ P . 334) 

♦ステア U ング□ックシステムに異常びある可能性びありまず。 
(スマートエント U — &スタートシステム装着車） 

処置の仕方びねか日ないとを、あるいは処置をしてもエンジンびかか5ない 
とさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


I 緊急始動機能（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、じ(下の手順で 
エンジンび始動ずる場合びありまず。累急時じ(外は、この方法で始動さ 
せないで < ださい。 

才—トマチック車 

固画]!]パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固圆 I 司シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
IHMI 3 1 "エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モードに 
する 

固圆 I 互ブレーキペダルをしっかり踏んで"エンジンスタートストップ" 
スイッチを約1已秒じ(上巧しつづける 
上記の方法でエンジンび始動してち、システムの故障び考えられまず。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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マニュアル車 

固圆 I でパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固圆 H ] シフトレバーび N であることを確認ずる 

IHMI 3 1 "エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モードに 
する 

固画互クラッチペダルとブレーキペダルをしっかり踏みなびら、約1已 
秒間"エンジンスタートストップ"スイッチを巧し続ける 
上記の手順に従いエンジンび始動でさてち、システムの故障び考えられ 
ます。トヨタ販売店で点検を受けてください。 









己- 2. 緊急時の対処法 

シフトレパーびシフトできないときは（才ートマチック車) 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトでさない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考え5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、じ TF の方法でシフトレバーをシフトずる 
ことがでをまず。 

fuam ノ（ーキングブレーキをかける 

国！!互スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

エンジンスイッチを " ACC " にずる 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モード 
にずる 


シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧している間はレバーを 
シフトでさます。 


I aril 31ブレーキペダルを踏む 
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己- 2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか 5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることができまず。 
( 一 P. 20) 




己- 2. 緊急時の対処法 

電子キ-が正謝;！かないときは（ス7-にントリスタ-トシステム装着車) 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 30)、電子キーの 
電池が切れたときは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使巧でさなくなりまず。このよラな場合、じ TF の手 
順でドアやトランクを開けること、エンジンを始動ずることびできま 
ず。 


I ドアの解錠-施綻、トランクの解綻 

メカニカルキー（一 P . 21) を使って;欠の操作びでをまず。 

オートアラーム★設定中にメカニカルキーで解錠すると、警報び鳴0ます。 
(- > P . 77) 



□ 運転席ドア施錠 


トランク 



メカニカルキーを時計まわりにま 
ねして開ける 
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* ■' 仕様によ0異なる装備やオプション装備 

















5-2. 緊急時の対処ま 


1" エンジン始動の方法 

才—トマチック車 

mi シフトレノ（一び P の状態でブレーキぺダ J レをしっかり踏む 

電モキーのトヨタエンブレム面 
で、"エンジンスタートストップ" 
スイッチにふれる 

電子キーを検知するとブヴーび鳴0、 
ON モードへ切りかねりまず。 

カスタマイズ機能でスマートエント 
I 」一&スタートシステムをキャンセ 
ルしたときは、アクセサ U - モードへ 
切0かわ0ます。 

尚 Ml 3 1 ブレーキペダルをしっかりと踏みみんで、スマートエント U -& 
スタートシステム表示灯び緑色に点なしていることを確認ずる 
图 10" エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
処置をしてち作動しないとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 



トラプルび起さたら 
















5-2. 緊急時の対処ま 


7ニュアル車 

mam シフトレノ（一び n の状態でクラッチぺダ j レをしっかり踏む 

電モキーのトヨタエンブレム面 
で、"エンジンスタートストップ" 
スイッチにふれる 

電子キーを検巧するとブヴーが鳴0、 
ON モードへ切りかねりまず。 

カスタマイズ機能でスマートエント 
U — &スタートシステムをキャンセ 
ルしたときは、アクセサ U - モードへ 
切0かわ0ます。 

1111^クラッチぺダ J しをしっかりと踏み込んで、スマートエント U - & 
スタートシステム表示巧び緑色に点なしていることを確認ずる 
国113 " エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
処置をしてち作動しないとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


口知識 

■エンジンの停止の仕ち 
才—トマチック車 

通常のエンジン停止の仕ちと同様、シフトレバーを P にして"エンジンスター 
トストップ’’ スイッチを押します。 

マニュアル車 

通常のエンジン停止の仕方と同様、シフトレバーを N にして"エンジンスター 
トストップ’’ スイッチを押します。 

■電池交換について 

前記のエンジン始動のち法は一時的な処置です。電池び切れたとさは、ただち 
に電池の交換をおすすめします。（一 P . 274) 

■"エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえについて（カスタマイ 
ズ機能でスマートエントリー&スタートシステムをキャンセルしたとを） 

才—トマチック車 

エンジン始動ち巧の 1巧欄1 3 I で、ブレーキペダルから足を離して"エンジンス 
タートストップ"スイッチを押すと、エンジンび始動せず、スイッチを押すご 
とにモードび切りかねります。 （- P . 132) 

マニュアル車 

エンジン始動方法の 柜 3 MI 引 で、クラッチペダルから足を離して"エンジンス 
タートストップ"スイッチを押すと、エンジンび始動せず、スイッチを押すご 
とにモードび切りかわります。（一 P .132) 

■才ートアラーム★について 

メカニカルキーで施錠した場合、才ートアラームび設定されません。なお、才一 
トアラーム設定中にメカニカルキーで解錠すると、警報び鳴りますのでごま意 
ください。 (^ P . 77) 

■スマートエントリ ー& スタートシステムにてドアの施錠-解錠びできないとき 
は 

メカニカルキーまたは、ワイヤレスリモコンでドアの施錠-解錠をしてくださ 
し、。 

仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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トラプルび起さたら 







己- 2. 緊急時の対処法 

パッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあがつた場合、じ TF の手順でエンジンを始動ずることが 
でさまず。 

ブースターケーブルと 12 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、 LU 下 
の手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 



バッテ U —の+端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを次の順 
につなぐ 


□ ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ。 
且ホ色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のパ' ッテ U — 
の+端モにつなぐ。 

0 黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端テにつな 
ぐ。 

Q 黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —か5離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ。 
图 H 司救援車のエンジンをかけ、回転をかし高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

周！配1 スマートエント U -& スタートシステム装着車は、"エンジン 
スタートストップ"スイッチび OFF の状態でいずれかのドア 
を開閉ずる 
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5-2. 緊急時の対処ま 


图 H 互スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチを 
いったん " ON " にしてから自車のエンジンをかける 
スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 
救援車のエンジン回転を維持したまま、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチをいったんイグニッシヨン ON モードにし 
てか日、自車のエンジンをかける 

图 H 司自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


白知識 

■バッテリーあげり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ランプやエアコンの電源を切って<ださ 
い。 

♦おおなどで長時間止まっているとをは、不必要な量装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーがはずされたり、バッテリーがあびってしまった場合は 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ1」一びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーの充電について 

バッテ1」一の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ U - は走行中に自動で充電されます） 
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トラプルび起さたら 






5-2. 緊急時の対処ま 


■バッテリーがあびったとさの留意事項（スマートエントリ ー& スタートシステ 
ム装着車） 

♦バッテ U - びあびった直後はスマートエント U -& スタートシステムによ 
るドアの解錠びでさない場合びあ D ます。解錠でをなかった場合は、ワイヤ 
レスリモコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠をしてください。 

♦バッテ U —びあびったあとの、最初のエンジン始動はでさないことびありま 
す。2回目しツ降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題ではありませ 
/v 。 


♦車両は常に"エンジンスタートストップ’’スイッチの状態を記憶していま 
す。バッテ U - あびり時、バッテ U - 脱着後は、車両はバッテ U - びあびる 
前の状態に復帰します。バッテ1」一を脱着する際は、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF にしてから行ってください。 

バッテ U - あびり前の"エンジンスタートストップ’’スイッチの状態び不 
明の場合、バッテ U —接続時はとくにま意してください。 


A 警告 

■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、じ I 下のよラに乂や乂花び発生するよラなことをしないでください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端子または接続箇所し i (外に誤って接触させない 
♦ブースター ケーフルは" +" と"一’’の端テを絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、しツ下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ U -を取り扱うときはイ呆護メガネを着用し、あ（酸）び皮膚'あ服 • 車体 
につかないよラにする 

♦バッ テ1」一に寄りかかったりしない 

♦誤って バッテ1」一液び身体に付いたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦誤って バッテ1」一液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受ける 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取0扱い後は手を洗ラ 
• おテさまをバッテ U —に近づけない 

■車の 損傷を防ぐために 

車両を押したり、引いたりして始動させないでください。 

触媒コンノ（ーターび過熱し、乂巧の原因になるおそれびあります。 


A ミち意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続した D 、 取りはずすとさは、冷却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分ま意してください。 

■ ドアを閉めるとさは 

ドアガラスを内側に倒すよラに力を加えなびらゆっ<りと閉めて<ださい。 

ドア連動ドアガラス開閉機能び作動しないため、ドアガラスと車体び干渉して 
傷付を、ドアガラスび割れるおそれびあります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


才一八’ーヒートしたとをは： 

153111 1 I 車ををホな場所に止め、エアコンを止める 
I ミ 381 121 エンジンルームか 5 蒸気び化ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

エンジンを止める。蒸気び出なくなったら、ミち意してボンネッ 
卜を開け、エンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

エンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける 
图1〇]ラジエーターを却巧のファンび作動しているか確認ずる 
ファンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてか日エンジンを止める 
ファンび作動していない場合： 

すぐにエンジンを止めて、トヨタ販売店に連絡ずる 

エンジンび十分に;ちえてか 5、 
;令却水の量や ラジエーター コア 
部（放熱部）の冷却水漏れを点 
検ずる 


冷却水び不足している場合は、 
;令却水を補給ずる 

を却水びおい場合は、応急措置と 
して水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


□知識 

■才ーバーヒートとは 

し i (下の状態びオーノ（ーヒートです。 

♦水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び化下する 
♦エンジン ルームから 蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけげを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重傷を負ラおそれびあ0ます。 

♦エンジンび かかっているとをは、手や着ををフアンやベルトから離してくださ 
い。 

♦エンジン 及び ラジエーターび 熱いラちは ラジエーター キャップを開けないで 
<ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負5おそれ 
びあ D ます。 


A ま意 

■を 却水を入れるときのま意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水をいれると、エンジンび損傷するおそ 
れびあ0ます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤが空輯したり埋まり込んで動けな 
くなったときはじ(下の方法で脱出してください。 

固画 H パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを オー トマチック 
車は P 、 マニュアル車は N にして、エンジンを停止ずる 
I ミ 311121 後輪周辺の±や雪を取り除く 
nan 可 後輪の下に木や石などをあてびラ 
国 H 互エンジンを再始動ずる 

居 m 司シフトレバーをオートマチック車は D または R 、 マニュアル 
車は1または R に入れ、パーキングブレーキを解除してミ主意 
しなび5アクセ J レぺダ J レを踏む 


白知識 

■脱出しにくいときは 



5を押して TRC を OFF にしてくださし、。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■脱出ず るとをは 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車-ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフト レバーを操作ずるときは（才ートマチック車） 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ミち意 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

♦後輪び 空転するのを避け、必要し U 上にアクセルペダルを踏まないで<ださい。 
♦上記の ち法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 


トラプルび起さたら 









5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、 U 下の手順で車両を 
停止させてください。 


fuam ブレーキぺダ J しを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離ち長くな0ます。 

居面！!互シフトレバーを N に入れる。 

シフトレパーび N に入った場合 

固画回減速後、車を安全な道路協に停める。 

固画囚エンジンを停止ずる。 


シフトレパーが N に入6ない場合 

ブレーキペダルを両足で踏み続け、可能な限り減速させる。 




スマートエント U — &スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを " ACC " にして、エン 
ジンを停止ずる。 


スマートエント U — &スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチを3 
秒じ(上巧し続けるか、素早く 3 
回じ(上連続で巧してエンジンを 
停止ずる。 


图 H 司車を安全な道路協に停める。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは 

♦ブレーキの 効さび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車のコントロール 
びしにくくなりを険です。エンジンを停止する前に、十分に減速するよラにし 
て < ださい。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車：キーを抜くと八ンドルび 
ロックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 





5-2. 緊急時の対処法 
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6-1. 仕様一覧 

><ンテナンス データ 
(油脂類の容量と 

S 名柄など） . 346 


6-2 カスタマイズ機能 
ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 3已已 
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己- 1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の客量と銘柄など) 


使用ずるオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左ちされま 
ず。トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル•液類似下、「指定 
銘柄」といいまず）のご使用をおずずめしまず。指定銘柄に(外を使用 
される場合は、指定銘柄にホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


[燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛プレ5アムガソ1」ン（無鉛八イオク） 

50 


I エンジンオイル 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値‘ XI ) 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SN 日 W -2 日‘ス2 

—API SN , RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 已 W - 吕〇 

—API SN , RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 己 W -30 

己.2 

己.4 


34巨 







6-1 .仕様一! 


^^エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、車を水平な場 
所におを、エンジン始動前またはエンジンを暖機後に停止し、已分!; Lh 経過してか 
らレベルゲージで行って<ださい。オイル量の確認は、レベルゲージの両面を見て 
油面の低いちで確認してください。 

^ 2 0 W -20 は新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 

エンジンオイル消費量は新車時から数千 km 走行すると安定しはじめまず。 

また、厳しい運転条件（悪路、山道、登降坂路、交差点などでの急加減速の繰0返し、 
またはエンジンの高回転使用頻度が高いなど）での走行時は、通常に比べてエンジンオ 
イルの消費が早くなることがあ0ます。このよラな使用の頻度が高い場合、100日 km 
走行あた0 0.巳 L 〜1 L 消費する場含があ0ます。早めの点検-補充をお奨めします。 
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■指定エンジンオイル 

API 規格 SN / R 巳、または ILSAC 規格合格油を おずずめしまず。な 
お、 ILSA 巳 規格合格油の宙 には ILSA 巳 CERTIF に ATION (イルサッ 
クサーテイフィケーシヨン）マークびついていまず。 



n API マーク 

日 ILSA 巳 CERTIFICATION 7— 
ク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のオイルをご使用ください。 











、 SAE 0W-20 (推奨）※ > 










< SAE 5W-30 > 











-30 -20 -10 0 10 20 30 40 

外気温（亡） 


CTH61AT009F 


^ 0 W -20 は新車時に充廈されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について（例として日 W -20 で説明します）： 

- 0 W -20 の 0 W は、低温時のエンジン始動特性を示しています。 W の前の数値 
がルさいほど冬場や寒;令時のエンジン始動が容易にな0ます。 

- 0 W -20 の2日は、高温時の粘度特性を示しています。 

粘度の高い（数値が大をい）オイルは、高速または重負荷走行に適しています。 
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6-1 .仕様一! 


I っゾ 1— 夕一 


指定銘柄 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント已日ブ 

オートマチック車 

ルー 

7.5 

凍結な証温度 

マニュアル車 

濃度已0% -3 目て： 

7.2 


[才ートマチックトランス三ッシヨン 


指定銘柄 

駆動ち式 

容量 [ L ] 

暧考値） 

トヨタ純正オートマチックトランス 
5ッシヨンフルード WS 

FR (後輪駆動） 

7. 己※ 


交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談<ださい。 


[マニュアルトランスミッション 


指定銘柄 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル II 
(API GL -3, SAE 7己 W - 目 0) 

2.2 
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I デイファレンシャル 


指定銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

LSD 非装着車 

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオイル LT 
(API GL - 己 ， SAE 7己 \ A /-8 己） 

LSD 装着車 

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオイル LX 
(API GL - 己 ， SAE 7己 VV -8 己） 

1.15 


I クラッチ _ 

■クラッチフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■クラッチペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

己 

切れたとをの床板とのすを間* 

30-50 


^クラッチが切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置までの動 
を量。 


I ブレーキ _ 

■ ブレーキフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


3已〇 








6-1 .仕様一! 


■ ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

日.己〜2 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

己己 


* エンジン回転時に490 N (50 k 卽の踏力をかけたときの床板とのすき間の最ル値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

引をしろ 

操作力200 N に0 k 目りのときのノツチ※数 

7〜8 


* ノッチとは、バーキングブレーキをかけるときの節度（"カチツ"という音)のことです。 


■ウオツシヤー 


容量 [ L ] (参考値) 
1.5 



3已1 



















I タイヤ*ホイール 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

タイヤび;令えている 
とさの空気圧 
kPa ( k 有/ cm 2 ) 

標準 

タイヤ 

20己/己己 R 1 6 91 V 

16 X 6 

1/2 JJ 

240 (2.4) 

20己/己己 R 1 6 91 V 

16 X 6 

1/2」 

215/45 R 17 87 W 

17 X 7」 

スペア 

タイヤ 

T 13 己/ 80 D 16 101 M 

16 X 4 T 

420 (4.2) 


3已2 





6-1 .仕様一 


[電球（バルで 



電球 

W (ワット）数 


へツドランプ 

八□ゲンへツドランプ装着車 

八イビーム（バルブタイプ： H 目 3) 

60 


□-ビーム（バルブタイプ： H 11) 

已已 


デイスチヤージへツドランプ装着車 

3已 


車幅な 

□ゲンへツドランプ装着車 

已 


デイスチヤージへツドランプ装着車 

LE が 

車外 

フロントフォグランプ ★ 

24 

フロント方向指示巧/非常点滅な 

21 


U ヤち向指示な/非常点滅灯 

21 


制動な/尾な 

LED * 


後退な 

16 


1」ヤフォグランプ'^ 

21 


サイドち向指示/非常点滅灯 

已 


八イマウントストツプランプ 

LED * 


番号な 

已 


インテ1」アランプ 

10 

車内 

ドアカーテシーランプ ★ 

己 

バニテイランプ ★ 

2 


トランクランプ ★ 

5 


^に D は丄 i 呂 ht Emi 忧 n 呂 Diodes 镜光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 


車両仕様 


3已3 
























I ; 車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

ZN 6 

FA 20 

(2.0 L ガソリン） 

FR (後輪駆動） 





日- 2 カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびできま 
ず。 

機能によっては、化の機能と連動して設定が変わるわのわあ0ます。詳し<は卜 
ヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 
システム A 
(一 P . 23) 

スマートエント U — &ス 

タートシステム 

あ0 

なし 

作動の合図（非常点滅灯） 

あ0 

なし 

作動の合図（フヴー） 

あ0 

なし 

作動の含図（ブヴー）の調 
整 

レベル己 

レベル日〜7 

連続してでさる施錠操作の 
回数 

2回 

無制限 

ワイヤレスドア 

□ック 

UR 36) 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとをの自動施錠までの時 
間 

3 日 砂 

6 日 秒 

12 日 秒 

作動の合図（非常点滅灯） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー音量調 
整） 

(スマートエント U — &ス 
タートシステム装着車の 
み） 

レベル己 

レベル日〜7 

半ドア警告ブヴー 
(スマートエント1」一&ス 

タートシステム装着まの 
み） 

あ0 

なし 


仕様によ0異なる装備やオプション装備 



3已已 


















6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

ワイヤレスドア 
□ック 
(^ P . 3目） 

トランク解錠時の操作 

長押し饱） 

長押し（長） 

短押し （1 回） 

短押し （2 回） 

オート 
アラーム A 
(一 P . 77) 

才ートアラームの作動 

なし 

あ D 

ライト自動点 
口-消ロシステ 

ム女 

(^ P . 1 74) 

ライトセンサーの感度調整 

± 0% 

-40% 〜+40% 

ライトを点口するまでの 
時間 

標準 

長め 

U ャウインドウ 

デフ ォッガー 
(一 P . 208) 

作動モードの切替 
(オートエアコン装着車の 
み） 

1已分作動 

連続作動 

イル5ネーシヨ 

ン 

(^ P . 210) 

消巧までの時間 

1已砂 

7. 已砂 

30秒 

解錠時の作動 

あ D 

なし 

エンジンスイッチ日 FF 後 
の作動 

あ D 

なし 

接近時のインテ U アランプ 
の点灯 

(スマートエント1」一&ス 
タートシステム装着車の 
み） 

あ 0 

なし 

インテ U アランプの点な 

あ 0 

なし 


3已6 


仕様によ0異なる装備やオプション装備 




さ < いん 


略語一覧 . 3巨2 

五十音順さくいん . 363 

症状別さくいん . 373 









齡き五—曽 

アルフアベツト巧語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ツクブレーキシステム 

DISP 

ディスプレイ 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ツクパワーステアリング 

FR 

フロントエンジン U ヤドライブ 

LED 

ライトエ5ツティングダイオード 

LSD 

U ミテツドス U ツプディファレンシャル 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 


3已8 




五十音順さ < いん 

五十音順を<いん 


巧 了ウターミう一 


調整..… ....64 

S ラーヒーター . 208 

アクセサリーソケット . 221 

アンチ□ックブレーキ 

システム . 177 

アンテナ . 23吕 

の イグニッシヨン 

スィッチ . 129,138 

イベントデータレコーター . 16 

イル S ネーテッドエントリー 

システム . 210 

インジケーター . 1已8 

インストルメントパネル照度 

調整ダイヤル . 156 

インテ U アランプ 

W 数 . 353 

スィッチ . 211 

インナーミラー . 63 

旦ゥィンヵ- 

W 数.………… . .….… .............. …3已3 

スイッチ..… .... 1已] 

電球の交換…… ... …..2 已] 

ウインドウ 

ウオッシャー .. 174 

パヮーウィンドウ..… .........67 

U ヤウィンドウ 

デフオッガー..……..... . ..208 

ウインドウ□ックスイッチ . 67 

ウオーニングライト . 296 

ウオッシヤー 

液の補給 . 278 

スイッチ . 174 

タンク容量 . 3已] 

冬の前の準備-点検 . 186 


運転 

寒;令時の運転 . ....186 

正しい姿勢 . …………81 

手順….. ..... .1 16 

運転席 シートベルト 
非着用警告な . 298 

ちェァコン 

エアコンフィルターの交換.…280 

オートエアコン . 199 

マニュアルエアコン . 192 

エァバッグ 

SRS エァバッグ ....83 

一般的な警告 ........94 

お子さまのための注意 ...............94 

カーテンシールドエアバッグ 
に関する警告…… ...... ……… .......94 

カーテンシールドエアバッグ 

の作動条件 . 88 

改造-分解 . 98 

警告灯 . 297 

サイドエアバッグに 

関する警告 . 94 

サイドエアバッグの 

作動条件 . 88 

作動条件 ..... 84, 88 

正しい姿勢 ..................... …… .......81 

配置..………… ..... .83 

フ□ント SRS エアバッグの 

作動条件 . .......84 

エレクトリックパワー 
ステアリング . 177 


3已9 















































五十音順さ < いん 


エンジン 

イグニッション 

スイッチ . …..129,138 

エンジン回転計 .. 1已4 

エンジンびかか5ない . 32已 

エンジン警告口 . 297 

エンジンスイッチ ........129, 138 

才ーノ（ーヒート . 338 

かけ方 . 12曰，138 

ボンネット. ..... .….246 

エンジンイモビライザー 

システム . 75 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検.……..……186 

油圧警告な. . .....296 

容量 ... 346 

M ォィル 

油脂類の容量と銘柄 . 346 

応急修理キット . 312 

応急用タイヤ 

空気圧 . 3已2 

収納場所 . 303 

スペアタイヤ . 303 

取0出しち . 304 

オートアラーム . 77 

オートエアコン . 199 

オートマチックトランスミッション 
オートマチックトランス 

S ッション.… ... 141 

シフトレバーび 

シフトでさない. .............. …..328 

マニュアルモード . 144 


オートレべリングシステム 

警告灯 . .297 

作動について . 169 

才ーバーヒート（エンジン） ........ 338 

オープナー 

給油 ............71 

トランク . 43 

ボンネット . 246 

お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ ....... 67 

エアバッグに関する警告 . 94 


お子さまのシートベルト着巧 ...58 
お子さまを乗せるとさの警告 ...42 


キーの電池に関する警告..……277 
シートヒーターに 

関する警告.….….. ... 224 

シートベルトに関する警告 ....... 已9 

チャイルドシート . 99 

チャイルドシートの固定 ........ 108 

トランクに関する警告 . 4巳 

発炎筒の取り扱いに 

関する警告 . 288 

バッテリーに関する警告 ........ 337 

パワーウインドウに 

関する警告.. . .70 

オドメーター . 1已4 

が 力-テンシ-ルドエアバッグ . 83 

外気温表示 . 220 

カスタマイズ機能 . 3已已 

ガソリンスタンドでの情報 . 372 

ガレージジャッキ . 249 
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五十音順さ < いん 



キー 

エンジンスイッチ ........ 12日，138 

キー . ….20 

キーナンバー . 20 

キーの電池び切れた . 274 

キーレスエント U — . 36 

キーを無< した . 32曰 

電モキー . 20 

電モキーが正常に働かない.…330 

電モキーの作動範囲 . 2已 

；>< カニカルキー . ..20 

ワイヤレスドア□ック . 36 

給油 □. 71 

緊急時の対処 
イベントデータ 

レコーダー . 16 

エンジンびかか5ない . 32已 

才ーノくーヒートした . 338 

キーの電池び切れた . 330 

キーを無< した . 32日 

緊急用フック . 289 

警告打びついた . 296 

けん弓1 . 289 

故障したとさは . 284 

シフトレバーび 

シフトでさない. .............. …..328 

車両を緊急停止する…. ........... 342 

スタックした . 340 

電モキーが正常に働かない.…330 

発炎筒 . 287 

バッテ U - びあびった. . 334 

ノくンクした . .303. 312 

非常点滅な . 286 



空気圧（タイヤ） . 352 

空調（エアコン） 

オートエアコン .. 1日9 

フィルターの交換 . ….280 

マニュアルエアコン . 192 

区間距離計 . 154 

曇り取り 

フ□ントガラス .193. 202 

S ラーヒーター . 208 

U ャウィンドウ 

デフォッガ~ ... 208 

グ□ーブボックス . 213 

警音器（ホーン） . 153 

計器 

DISP ボタン .. 1日3 

マルチインフォ;ーシヨン 
ディスプレイ ..................... ....162 

メーター .] 已4 

^一夕一照度調整ダイヤル... . 1已6 
警告な 

A 目 S . . 297 

SRS エァバッグ . 297 

アンチ□ックブレーキ 

システム . 297 

エンジン . ....297 

オートマチックトランス 

S ッシヨン油温警告灯 . 298 

シートベルト非着用 . ....298 

充電.….. .. ....296 

スマートエント U — & 

スタートシステム . 297 

ディスチャージへッドランプ 

オートレべリング . 297 

トラクシヨンコント □— J レ... .2 曰7 

燃料残量 . 298 

パワーステアリング . 297 
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五十音順さ < いん 


半ドァ . 

. 298 

日 

サイドエアバッグ . 

....83 

VSC..... 

. 297 

サイドターンシグナルランプ 


プ1」テンシヨナー ........ 

. 297 


W 数... ..... 

.3 已3 

ブレーキ . 

. 29巨 


スイッチ . 

.] 已1 

ブレーキアシスト ........ 

. 297 


電球の交換 . 

.2 已1 

油 E. 

. 29巨 


サンバイザー . 

.217 

警告ブザー 


田 


シートベルト非着用.… 

. 298 

シート 


シフトダウン制限 ........ 

.. ..… .... 14已 

シートヒーター . 

.223 

スマートエント U — & 



正しい姿勢 .... 

....81 

スタートシステム..…. 

… 27. 300 


チャイルドシートの固定 ....... 

.108 

パワーステア U ング .... 

…… .....297 


mm... 

....48 

ランプ消し忘れ . 

.. 169 


調整に関する警告 . 

....51 

U バース ... 

145,149 


手入れ. ...................................... 

.23 巨 

化粧用ミラー . 

. 218 


へッドレスト . 

....54 

けん引 . 

. 289 


シートヒーター . 

シートベルト 

.223 

交換 



お子さまの着用..… ............... ... 

.…已8 

エアコンフィルター.… 

. 280 


緊急時シートベルト固定機構 

…已8 

キーの電池 . 

. 274 


シートベルトガイド . 

.…已7 

タィヤ . 

. 303 


シートベルト警告灯 . 

.298 

電球 . 

.... … 2巳] 


シートベルト 


ヒューズ .. 

..... …… 268 


プ U テンシヨナー . 

.…已7 

xm . 

3031 312 


清掃-手入れ . 

.237 

光軸調整ダイヤル . 

. 168 


正しい着用 .. 

.... 已巨 

後退灯 



チャイルドシートの固定.…… 

.108 

W 数 .............................. 

... 3已3 


mm... ……. .... ……一. ................... 

.... 已臣 

電球の交換. .. 

…… ..... 2已] 


妊娠中のかたの着用 . 

.…已曰 

子供専用シート . 

. 99 


非装着藝告灯 . 

.298 

つンライト 



室内な 


(自動点な-消な装置）… 

. 167 


W 数... ..... 

.3 已3 




スイッチ….. . 

.210 
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五十音順さ < いん 


シフトレバー 


日 

水温 計 . 

. 1 已 4 

オートマチックトランス 



スイッチ 


=ッシヨン . 

.... 141 


VSC 日 FF スイッチ..… 

. 178 

シフトレバーび 



アウター=ラー . 

… .......64 

シフトでさない . 

… .328 


イグニッシヨン 


マニュアルトランス 



スイッチ . 

.129, 138 

=ッシヨン . 

.... 148 


ウインドウ□ック 


シフト□ックシステム . 

… .328 


スイッチ . 

... 67 

車速 



エンジンスイッチ . 

.129, 138 

スピードメーター ............... 

.... 1已4 


日 DO / TRiP スイッチ., 

.] 已巳 

ジャッキ 



シフト□ック解除ボタン ........ 328 

ガレージジャッキ.. ............. 

… .249 


TRC OFF スイッチ ..... 

. 178 

車載ジャッキ . 303, 312 


DISP スイッチ . 

… ......163 

タイヤ交換 . 

… .303 


ドア□ックスイッチ 

. 40 

ジャッキ八ンドル . 303, 312 


八ヴードスイッチ ......... 

. 286 

車幅灯 



パドルシフト . 

. 144,146 

W 数 . 

...3 已3 


パヮーウインドウ 


電球の交換 ... 

... 2巳] 


スイッチ .. 

.. …… .......67 

ランプスイッチ............ ....... 

... 167 


非常点滅巧スイッチ 

. 286 

車両 カスタマイズ 機能 一 K ..... 

...3 曰已 


フォグランプスイッチ, 

. .171 

車両型式 . 

...354 


ランプスイッチ . 

. 167 

車両仕様 . 

...34 巨 


U ャウインドウ 


収納装備 . 

...21 吕 


デフォッガー . 

. 208 

手動光軸調整ダイヤル . 

... 168 


ワイバ ー& ウォッシャー 

瞬間燃費 . 

... 162 


スイッチ . 

. 174 

助手席シートベルト 



スタック 


非着用 警告灯 . 

… .298 


スタックした . 

. 340 




ステアリングホイール 





ステア U ング□ック 

.135, 139 




調整……….. . 

. 62 




ノのーステア1」ング警告な....297 




ストップランプ 





W 数... . 

...... ……3已3 




スピードメーター . 

. 1 已 4 
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五十音順さ < いん 


スペアタイヤ 

応急用タイヤ . …..303 

空気圧 . 352 

収納場所…. ... 303 

スペック . 34巨 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

エンジンの始動..……...... ......... 12日 

カスタマイズ機能 . 3巳已 

警告口 ... .....300 

作動範囲..… . ..25 

正常に働かない ... .….330 

ドアの施錠-解錠.. .................. ..23 

トランクを開ける.. .................. ..23 



速度計 . 1 已 4 

ターンシグナルランプ 

W 数... .............. …… ............. ……3已3 

スイッチ .] 已1 

電球の交換 . 2已1 

タイヤ 

空気圧 . 3已2 

交換 . 303 

スペアタイヤ . 303 

チェーン . 186 

点検 . 241 

ノてンクした ....303. 312 

パンク修理キット ..312 


ra mm 

アルカンターラ@ . 239 

が装 . 232 

シートベルト . 237 

内装 . 236 

制動灯 

W 数 . 3已3 

積算距離計 . 154 

洗車 . 232 

前照灯 

W 数.. . . . . .. 353 

手動光軸調整ダイヤル. ........... 168 

スイッチ.. . 167 

ディスチャージへッドランプ 
オートレべ U ング警告打.…297 
ディスチャージへッドランプに 

関する警告 ... 267 

電球の交換 . 2巳] 

ランプ消し忘れ警告ブヴ ー.… 169 
ランプ消し忘れ防止機能 ........ 169 


冬用タイヤ ..................... ……....186 

□ ーテーシヨン ....241 

タコメーター . 1已4 

因 チェーン（タイヤチェーン） ........ 186 

チェンジレバー 

オート7チックトランス 

S ッシヨン . 141 

シフトレバーび 

シフトでさない . 328 

マニュアルトランス 

ミッション .. .....148 

チャイルドシート 

倍 0 FIX バーでの固定 . ....109 

シートベルトでの固定 ..109 

種類.…. . 99 

駐車 ブレーキ . 1 已 2 

« ツール . 303, 312 


ライトセンサー . 169 
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五十音順さ < いん 


H 停止表示板収納スペース . 229 

ディスプレイ 

トリップ 

インフォ;>< ーシヨン . 163 

手入れ 

アルカンターラ@ . 239 

が装 . 232 

シートベルト . 237 

内装 . 236 

テールランプ 

W 数.… ... .3已3 

スイッチ.. . 167 

デフォッガー 

フ□ントガラス..…….…193, 202 
S ラーヒーター ... 208 

U ャウインドウ 

デフォッガー . 208 

電球 

W 数 . 353 

交換 ... 251 

電子キー 

作動範囲 . 2已 

正常に働かない . 330 

電池交換 . 274 

白ドァ 

ドアカーテシーランプ ....... .….210 

ドアガラス. .........67 

ドアミラー. . ........64 

ドア□ック .23. 36, 40 

半ドア警告打 ..... 298 

ドアカーテシーランプ . 210 

ドアガラス . 67 


ドア云ラー 

調整 . 64 

S ラーヒーター . 208 

盗難警報アラーム . 77 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 75 

オートアラーム . 77 

時計 . 219 

トップテザーアンカー . 108 

トラクシヨンコント□ール . 177 

トランク 

オープナー . 43 

トランクランプ 

W 数 . 3已3 

トリップメーター . 1已4 

ち荷物 

積むとさのミち意 . 183 

トランク . 43 

トランク内装備 . 228 

ち燃費 

瞬間燃費 . 162 

平均燃費 . 162 

燃料 

ガソ U ンスタンドでの1青幸 g .... 372 

給油 . 71 

残量警告灯 . 298 

種類 . 346 

燃料計 .] 已4 

容量 . 346 
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五十音順さ < いん 


巧 パ-キングブレ-キ . 152 

八イマウントストップランプ 

W 数 . 353 

八ザードランプ 

W 数 ... 3已3 

スィッチ . 286 

電球の交換 ... 2巳] 

挟み込み防止機能 

運転席ドアガラス . 68 

発炎筒 . 287 

バックアップランプ 

W 数.…… .. . .. .3已3 

電球の交換. ... …..2 已] 

バッテリー 

バッテ U - びあびった. ...... …..334 

冬の前の準備点検 . 186 

パドルシフトスイッチ ...... 144,146 

バニティミラー . 218 

バニティミラーランプ 

W 数 . 353 

バニティ S ラーランプ . 218 

バルブ 

W 数 ... 3已3 

交換. .. 251 

パヮーゥィンドゥ . 67 

パンク 

ノくンクした . .303, 312 

番号灯 

W 数.. ... . . 3已3 

スイッチ..… . 167 

電球の交換. . .....251 

A ンドル 

ステア U ング□ック .... 13已，139 

調整 ... 62 

パワーステア U ング警告打... . 2日7 


巧 ビ-クルスタビリティ 

コント□-ル . 177 

ヒーター 

才ー トエアコン ... ....199 

シートヒーター . ….223 

マニュアルエアコン . 192 

S ラーヒーター . …208 

非常点減灯 

W 数... .. . .. 3已3 

スイッチ . 286 

電球の交換 . 2已1 

尾灯 

W 数... ........ .3已3 

スイッチ . 167 

ヒューズ . 268 

表示な . 158 

回 VSC SPORT モ ーK. 179 

フォグランプ 

W 数… ... 3已3 

スイッチ . 171 

電球の交換 . 2已1 

フック 

けん引フック . 289 

を巧タイヤ . 186 

ブレーキ 

警告灯.. . 296 

パーキングブレーキ ..1 已2 

プレーキ付おからキーキー音 

び聞こえる ..... .122 

メンテナンスデータ . 3已〇 

ブレーキアシスト . 177 

フ□アマット . 2吕已 

フ□ントカツプホルダー . 21已 
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五十音順さ < いん 


フ□ントコンソールトレイ . 21已 

フ□ントシート 

調整 . 48 

フ□ントシートの調整に 

関する警告…….….. . .51 

フ□ントターンシグナルランプ 

W 数.. .. 353 

スイッチ.… .. 1已] 

電球の交換 ... 2巳] 

フ□ントフォグランプ 

W 数.……. ... 353 

スイッチ..… ...... 171 

電球の交換. ..... ..2 已] 

Q 平均燃費 . 162 

へッドランプ 

W 数 . 3已3 

手動光軸調整ダイヤル ............ 168 

スイッチ.… . 167 

ディスチャージへッドランプ 
オートレべ U ング警告打 ..... 297 
ディスチャージへッドランプに 

関する警告 . 267 

電球の交換 . 2巳] 

ランプ消し忘れ警告ブヴ ー.… 169 
ランプ消し忘れ防止機能…..…169 
ライトセンヴ ー..…. ... 169 

へッドレスト 

調整..…… ...... 已4 


巧 ホーン . 1已3 

ホイール . 241 

ホイールナットレンチ ....... 3031 312 

ち向指示灯 

W 数... .............. …… ............. ……3已3 

スイッチ .] 已1 

電球の交換 . 2已1 

ボトルホルター . 214 

ボンネット . 246 

曰 マニュアルエアコン . 192 

マニュアルトランス 

ミッション . 148 

マニュアルレべリング 

システム . 168 

マルチインフォメーシヨン 
ディスプレイ . 162 

0ミラ- 

アウターミラ ~ . 64 

インナー S ラー . 63 

ドア巧一 . 64 

バニティミラー ....218 

S ラーヒーター . 208 

な メ-夕- 

DISP ボタン .. 1日3 

マルチインフォ;>< ーシヨン 

ディスプレイ .. 1日2 

メーター .] 已4 

メーター照度調整ダイヤル… . 1已目 

メンテナンス 

メンテナンスデータ . 346 
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五十音順さ < いん 


巧 油脂類 . 34巨 

巧 ライセンスプレ-トランプ 

W 数 . 353 

スイッチ . 167 

電球の交換 . .. ….2 已] 

ライトセンサー . 169 

ラゲージアンタートレイ . 228 

ランプ 

W 数.…… .. . . . . 3已3 

室内打 ... 210 

電球の交換. ......251 

ドアカーテシーランプ . 210 

八ヴードランプ . 286 

バニティ S ラーランプ . 218 

非常点滅な . 286 

フォグランプ . 171 

へッドランプ . 167 

方向指示灯 .. 1已] 

ランプ消し忘れ防止機能 . 169 

巧 リャゥィンドゥ 

デフォッガースイッチ . 208 

リヤシート 

前佳 II し...…… ............................... ..已2 

リ中ターンシグナルランプ 

W 数. . . ... . . 3已3 

スイッチ.. . 1已] 

電球の交換. ........251 

U 中フォグランプ 

W 数.………… ..... … .3 已3 

スイッチ..… ... 171 

電球の交換 . .2 已] 


QI 冷却水 

容量.….…… ..... 349 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート ........ 338 


fa ヮィパ- 

スイッチ.…. . .174 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 274 

リモコン . 36 
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症状別さくいん 

泣が別を<いん 


タイヤびパンクした > 

P .3 日3 
P .312 

パンクしたとさは 



\ 

P .32 日 

エンジンびかからないとさは 

エンジンがかからない > 

P . 7已 

エンジンイモビラ イヴ ーシステム 

/ 

P .334 

パッテリーびあがったとさは 



シフト レバーび 動かない > 

P .328 

シフトレ八‘一びシフトできないときは 


水温計の針がホいゾーンに \ 
入った / 

P .338 

オーバーヒートしたとをは 


エンジン ルームから 蒸気が \ 

ちのぼつた / 



キーを 無くした > 

P .32 日 

キーを無くしたとさは 


バッテ IJ 一びあびった 


P .334 


八'ッテリーびあびったとさは 


ドアが施錠でさない 


ホーンび鳴り出した > 

F 

つ.11 

オートアラーム 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった / 

P . 340 

スタックしたとをは 
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症状別さくいん 


警告灯が点灯、点滅した 



警告なびついたとさは 



■警告好一覧 


(©) 

ブレーキ警告な 

P . 296 

口 

充電警告な 

P . 296 


油圧警告な 

P . 296 

Cd 

エンジン警告灯 

P . 297 

が 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告打 P . 297 

(©) 

ABS &ブレーキアシ 
スト警告灯 P . 297 

@! 

パワーステアリング 
警告灯 P . 297 

恩 

ス U ップ表示口 

P . 297 


飛 D 

デイスチヤ-ジヘッドランプトト 
レべリング酷打 P . 297 

«■ 

スマ-にント IJ-& スタ-トシス 
テム表示 丹 廣 色） R 吕日 7 .己 00 

を 

半ドア警告な 

P . 298 

曲 

燃料残量警告灯 

P . 298 

ぶ 

運転席シートベルト非 
着用警告な P . 298 

み 2 

助手席シートベルト非着 
用警告な P . 298 

A/T0IL 

TEMP 

才-トマチックトランスミッ 
シヨン油温警告好 P . 298 
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症状別さくいん 


警告音び鳴った 


■警告巧の点なや点滅を確認ください。（一 P . 29日） 


■警告灯の点なや点滅びないとを、または車外で警告音び鳴った 
とさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P . 27 

P . 139 

P . 169 

車がに出たとを 

P . 27 

スマートエント IJ -& スタート 
システムでロックセンサーにふ 
れたとを 

P . 27 

ワイヤレス機能で□ックスイッ 
チを押したとを 

P . 27 

P . 37 

"エンジンスタートストップ" 
スイッチを押したとさ 

P . 27 

走行中 

シフトレバーを R にしたとさ 

P . 14己 

P . 149 

シフトダウンしたとさ 

P . 14己 

ブレーキを踏んだとさ 

P . 122 

D ポジションでのパドルシフト 
スイッチ操作時または M ポジ 
ションで走行しているとを 

P . 14己 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


給油 □ I トランクオープナー I ボンネットフック 


P . 71 P . 43 P . 246 



CTHPIAW047 


燃料の容量 
(参考値） 

已〇し 

燃料の種類 

無鉛プレミアムガソリン P . 72, 346 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 

標準タイヤ 

前輪： 240 (2.4) kPa ( kg / cm ^) 

媛輪： 240 (2.4) kPa ( kg / cm ^) 

応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( kg / cm ^) 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時：己.2 L 
オイルとフィルター交換時：己.4 L 

エンジンオイルの種 
類 

P . 346 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

を国巧适 • フ U — コール 

130800 - 700-7700 

オープン時間 3 目日日 9: 弧〜 18: 日日 

所在地〒4加-日002 をち屋市中巧区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http :// WWW . toyota . co . jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会社: 

http://toyota.Jp 
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